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一級建築士事務所登録
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秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号 図　面　名　称図面番号図　面　名　称図面番号図面番号 図　面　名　称

意 匠 図 構 造 図 電 気 設 備 空 調 設 備 衛 生 設 備

M-01

M-02

M-03

M-04

M-05

M-06

M-07

M-08

M-09

M-10

M-11

M-12

M-13

M-15

M-16

M-18

M-19

M-20

M-21

M-22

M-23

M-24

M-25

M-26

M-27

M-28

M-29

M-30

M-31

M-32

M-33

M-34

M-35

M-36

M-37

M-38

M-39

M-40

M-41

M-42

M-43

M-44

M-45

M-46

M-47

M-48

M-49

M-50

M-51

M-52

M-53

M-54

M-55

配置図
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機械設備工事特記仕様書（1）

機械設備工事特記仕様書（2）

空気調和設備　機器表（1）

空気調和設備　機器表（2）

空気調和設備　機器表（3）制気口リスト

空気調和設備　系統図

空気調和設備　１階平面図（ダクト）

空気調和設備　２階平面図（ダクト）

空気調和設備　３階平面図（ダクト）

空気調和設備　１階平面図（配管）

空気調和設備　２階平面図（配管）

空気調和設備　機械室詳細図

自動制御設備　中央監視装置システム図

自動制御設備　計装図（2）

自動制御設備　計装図（3）

自動制御設備　計装図（4）

自動制御設備　計装図（5）

自動制御設備　計装図（6）

自動制御設備　計装図（7）

自動制御設備　計装図（1）

自動制御設備　１階平面図

自動制御設備　２階平面図

自動制御設備　中央監視装置システム機能

自動制御設備　機器表・バルブ口径表他

自動制御設備　中央管理点入力一覧表

自動制御設備　３階平面図

ダクト清掃　系統図

ダクト清掃　１階平面図

ダクト清掃　２階平面図

ダクト清掃　３階平面図

ダクト清掃　３階上部平面

給排水衛生設備　１階平面図

給排水衛生設備　２階平面図

給排水衛生設備　３階平面図

給排水衛生設備　衛生器具表・詳細図

撤去　空調機器（1）

撤去　空調機器（2）

撤去　空調機器（3）

撤去　空気調和　１階平面図（ダクト）

撤去　空気調和　２階平面図（ダクト）

撤去　空気調和　１階平面図（配管）

撤去　空気調和　２階平面図（配管）

撤去　空気調和　機械室詳細図

撤去　自動制御設備　1階平面図

撤去　自動制御設備　2階平面図

撤去　自動制御設備　3階平面図

撤去　消火1階平面図

撤去　消火系統図

撤去　給排水衛生器具・機器

撤去　給排水衛１階平面図

撤去　給排水衛２階平面図

撤去　給排水衛３階平面図

撤去　空気調和　ダクト・配管系統図

撤去　空気調和　制気口リスト
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検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号
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(建物ごとに下表の種目に区分する。●印を適用する。)

(●印を適用する。)

○ 広範囲型２号

通

気

管

給

湯

管

消

火

管

ガ

ス

管

雨

水

管

　(2) 工事写真について 　　イ　給排水衛生設備工事の保温材（●印を適用する。） ２　温湿度設計条件給 水 管 排 水 管
　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」および下記による。ただし、詳細については監督 規　格 用　途

屋

内

埋

設

屋

内

埋

設

ロックウール グラスウール ポリスチレンフォーム 外　気　条　件 屋内（調整目標値）
　　員の指示による。 呼　　　　称

給 水 管 一　般　系　統 　　　　系　統 一　般　系　統 　　　　系　統番　号 備　考　　・完成写真（着工前→完成）、工事写真（資材検収、各設備および工種）

　　・検査写真、発生材処理写真、安全管理写真、仮設状況写真、その他 消 火 管 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 湿度(RH)

１ ビニル管 JIS K 6742 水道用 給 湯 管 夏　期 ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％
４　工事現場管理

JWWA K 129 VP・HIVP 排水管・雨水管 冬　期 ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％ ℃ ％２ 工 事 場 所 　　標準仕様書第１編1.3.1～1.3.11による。
JIS K 6741 一般用 貯 湯 タ ン ク 　※屋内運動場の温湿度設計条件は、監督員の指示による。

３ 構造・規模  ＲＣ 、 Ｓ 、 ＣＢ 、 Ｗ 、 ＳＲＣ ５　機器及び材料 AS 58､59､62

　　標準仕様書第１編1.4.1～1.4.7によるほか、下記による。 　(3) FF式給排気筒の断熱工事 ３　機器の据付ポリエチレン管 JIS K 6762 水道用
４ 建 物 用 途 建築基準法による用途 ： 　(1) 本工事に使用する材料は「製品名簿」に記載しているものはその中から選定し、速やかに機器･材料製造者 　　　FF式給排気筒の断熱を行う場合は、ﾛｯｸｳｰﾙ(厚さ25mm)とする。 　(1) 基礎は機器の重量及び外力に耐え、かつ、据え付けには充分な支持面を持つ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄまたはｺﾝｸﾘｰﾄ造とし、

JWWA K 144 水道配管用
　　選定届を提出すること。ただし、記載されていないものは監督員の承諾を得ること。 　　支持力のある床または地盤面に築造する。

架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ菅 JIS K 6769消防法による区分　　 ：   (4) 冷媒管の外装 　(2) 機器は外力に対して転倒・横滑り等をおこさないよう、充分な強度を有するｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄなどで固定する。なお、

６　化学物質を放散する建築材料等 ポリブテン管 JIS K 6778 　　　屋外の冷媒管の保温外装は化粧ｹｰｽ(樹脂製もしくは鋼板製)とする。 　　耐震施工による場合は別途記載する。

　　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所用の品質および性能を有するものとしﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ・　 　(3) 機器基礎高さは、標準図「基礎施工要領」による。排水用塩化ビニル WSP 042
　ﾄﾙｴﾝ・ｷｼﾚﾝ・ｽﾁﾚﾝ・ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ等を発散しないか、発散が極めて少ないものとする。なお、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等を発散し 　(5) 塗装および防錆工事 　(4) ﾎﾞｲﾗｰおよび冷凍機は耐震自動消火装置付きとし、地震感知器は機械室の主要構造物に堅固に取り付ける。

　ライニング鋼管
　ないものとは発散量が規制対象外のものを、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等が極めて少ないものとは発散量が第三種のものをいう。 　　　標準仕様書第２編3.2.1～3.2.2による。ただし、錆止め塗装の種別は下記のとおりとする。 ４　煙道

コンクリート管 JIS A 5372 一種Ｂ型　原則として規制対象外のものを使用するものとするが、該当する材料がない場合は、第三種を使用するものとす 　(1) 標準図による。要部取付は着脱のためﾌﾗﾝｼﾞ接合とする。

　る。 合成樹脂被覆鋼管 JIS G 3469 溶  接 　　　ア　亜鉛ﾒｯｷ面以外の鉄面・・・・・JIS K 5621 　(2) 煙道の支持間隔は原則として1.8m以内とし、煙道底部に形鋼を当てた吊り煙道方式とする。

施 工 区 分   　また、ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の発散量は、次のとおりとする。 　　　イ　亜鉛ﾒｯｷ面・・・・・・・・・・JIS K 5629　 　(3) 伝熱面積10m2以上または燃料消費量が重油換算で50L/h以上の場合、煙道にばい煙測定口(100φ～150φ)をね　じ種 目 備 考
　(1) ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の発散量　規制対象外：F☆☆☆☆ 　　　ウ　土間埋設の排水管(鉄管)には防錆ﾃｰﾌﾟ1/2重ね２重巻きとする。 　　設けること。屋 内 屋 外 耐 火 二 層 管
　　　建築基準法施行令　第20条の５第３項による国土交通大臣認定品 　(4) ばい煙濃度計 取り付ける 取り付けない

空 調 ・ 冷 暖 房 設 備
  (2) ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の発散量　第三種：F☆☆☆☆ ３　関連工事 　(5) 煙道の直径が300φ(270□)以下は板厚3.2mm、それをこえるものは板厚4.5mm以上とする。

空 気 調 和 設 備     　建築基準法施行令　第20条の５第３項による国土交通大臣認定品、旧JISのE0規格品等 　(3) 配管付属品 　(1) 仮設工事

　　　標準仕様書第２編2.2.1～2.2.31による。 　　　標準仕様書第２編4.1.1によるほか、標準仕様書（建築工事編）２章「仮設工事」による。 ５　ヘッダー

７　施工 　　本体及び架台の各部寸法は標準図による。排 煙 設 備
　　標準仕様書第１編1.5.1～1.5.8によるほか、下記による。 　(4) 総合調整 　　　ア　仮設物（仮設小屋、現場事務所等） 設ける 設けない

自 動 制 御 設 備
　(1)  技能士の適用範囲 １級 ２級 　　　標準仕様書第２編1.3.1～1.3.2による。 　　　イ　工事用電力、水、その他 ６　ポンプ

給 排 水 衛 生 設 備 建築配管施工作業（配管工事） 熱絶縁施工作業（保温工事） 下記摘要項目の報告書を提出する。 別途 なし 　　　　　必要な工事用電力、水等の費用および官公庁への諸手続の費用は請負者負担とする。 　　製造者標準仕様とする。

衛 生 器 具 設 備 建築板金施工作業（ﾀﾞｸﾄ製作および取付） 冷凍空気調和機器施工作業 室内外空気の温湿度測定 風量調整 水量調整 水圧調整 　　　　　また既存施設の利用は下記のとおりとする。

　(2)溶接工は、JIS Z 3801に基づく（社）日本溶接協会の管溶接資格を有する者とする。 室内気流およびじんあいの測定 し尿浄化槽放流水質の測定 騒音の測定 　　　　　・工事用電力 利用できる ( 　 有償　　　 無償 ) 利用できない ７　不凍液給 水 設 備
末端水栓の残留塩素濃度の測定 機器の絶縁抵抗の測定 初期運転状態の記録 　　　　　・工事用水 利用できる ( 　 有償　　　 無償 ) 利用できない 本工事（40%濃度以上とする。） 別途 不要

排 水 設 備
８　工事検査および技術検査 飲料水の水質測定 受水槽有効容量計算書およびポンプ揚水量報告書 　　ただし、不凍液は工業用ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙとする。

給 湯 設 備 　　標準仕様書第１編1.6.1～1.6.2によるほか、「秋田市建設工事検査規程」による。 　　　ウ　工事表示板の設置

消 火 設 備 　(5) スリーブ 　　　　　監督員が指定する位置に１箇所設置する。 ８　温度計

９　完成図書等 　　　水密を要する梁および床、壁のスリーブ つば付鋼管製 　　　　　表示時期は工事着工時から完成時までとする。 　(1) 空気調和機廻りの給気ﾀﾞｸﾄ、還気ﾀﾞｸﾄ、外気ﾀﾞｸﾄおよび冷温水管の出入口ガ ス 設 備 都市ガス(13A) 液化石油ガス
　　標準仕様書第１編1.7.1～1.7.5によるほか、下記による。 　　　地上部の柱および梁のスリーブ 亜鉛鉄板製 　　　　　表示板の形式は下記による。 　(2) 冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各往き還り管

厨 房 機 器 設 備
　(1) 詳細については、秋田市「工事完成図書の電子納品等要領」および下記によるものとする。 　　　その他のスリーブは、標準仕様書第２編2.2.27による。 　(3) ﾊﾟｯｹｰｼﾞ形空気調和機の冷却水および温水の出入口

建　築　工　事　の　表　示浄 化 槽 設 備 ユニット型 現場施工型 完成図書製本(A4版) ・・・１部 ＣＤ(竣工図･施工図･納入仕様書･試験

そ の 他 設 備 (　　黒表紙製本、　　簡易紙製本) 　　　　測定表･写真･取扱説明書ほか）・・・１部   (6) 計器その他 ９　瞬間流量計用ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞ工 事 名 称
２つ折り縮小製本（Ａ４版） ・・・２部 　　　標準仕様書第２編2.3.1～2.3.10による。 　　下記の箇所に取り付ける。（32mmﾋﾟﾄｰ管流量計）昇 降 機 設 備 構 造 規 模

　(2) 附属品(予備品含む)･保守工具類は引継目録を添えて提出すること。また鍵･弁等に取り付ける名称札はﾌﾟﾗｽ 　(1) 冷凍機・冷温水発生機の冷水および冷却水の出口
災 害 用 便 槽 設 備

　　ﾁｯｸ製とし、彫り込み文字とする。   (7) 配管施工の一般事項   (2) ﾎﾞｲﾗｰ・熱交換器の温水出口工 事 期 間
　　　標準仕様書第２編2.4.1～2.4.10による。   (3) 空気調和機の冷温水入口

建 築 主　   (4) 冷温水ﾍｯﾀﾞｰの各送り管

　(8) 管の接合 設 計 者
　　　標準仕様書第２編2.5.1～2.5.17による。 10　放熱器

工 事 監 理 者
　　　不凍液を使用する配管は、耐不凍液性のものを使用すること。 　　製造者標準仕様とする。

１　配管工事 　(1) 温水暖房用には、弁・ﾚﾀｰﾝｺｯｸを取り付ける。工 事 監 督 者 秋田市建設部建築課　機械設備担当　TEL 018-888-5756
方 式 設 備 概 要 　(1) 規格等 　(9) 勾配、吊りおよび支持 　(2) 蒸気暖房用には、弁・ﾄﾗｯﾌﾟのほか蒸気給湿器を ( 　 取り付ける　　　 取り付けない )

工 事 施 工 者　　　標準仕様書第２編1.1.1～1.1.2による。 　　　標準仕様書第２編2.6.1～2.6.3による。 　(3) 床置き形の場合は、原則として壁面より60mm程度離すものとし、固定金具で壁、床へ堅固に取り付ける。空気調和方式等 方 式 セントラル方式(中央式) ユニット方式(個別式)
　(2) 配管材料 　　　ﾎﾟﾝﾌﾟ、屋外機器のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ・ﾅｯﾄおよびﾋﾟｯﾄ内、土中(土間)配管、屋外露出配管、ﾀﾞｸﾄの支持金物はｽﾃﾝﾚｽ 　　　　　(ｱ) 表示板は、風圧に耐えるよう配慮すること。 　(4) みえ掛かり配管にはｼｰﾘﾝｸﾞﾌﾟﾚｰﾄを取り付ける。

空気調和 暖冷房 温水暖房 温風暖房
　　　標準仕様書第２編2.1.1～2.1.2による。 　　製とし、屋外機器のｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄのﾅｯﾄにはﾅｯﾄｷｬｯﾌﾟ(樹脂製)を取り付ける。また、振動をともなう機器の支持金 　　　　　(ｲ) 地色は、マンセル記号 1GY7.5/8 とし、黒文字（角ゴシック）で表現する。

蒸気暖房 床暖房 ダクト併用 　　物のﾅｯﾄはﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄとする。 　　　　　(ｳ) 表示板の大きさ

放 熱 器 空気調和機 ＦＣＵ ＦＣＶ ＣＶ 　空調・冷暖房設備工事（●印を適用する。） １号　　（横　180cm × 縦　 90cm) ２号　　（横　240cm × 縦　120cm) 配管設備
　(10)埋設配管および埋設標柱等 ３号　　（横　360cm × 縦　180cm) その他　（横　   cm × 縦　   cm)パネル パッケージ
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蒸　　気 　　　標準仕様書第２編2.7.1～2.7.2による。 　　　　　(ｴ) 建設リサイクル法対象の場合は、同法遵守指導としての「届出(通知)済シール」を建設業許可標識 １　配管
熱 源 ボイラー 温水発生機 冷凍機 冷温水発生機 規　格 用　途

給
　
気

還
　
水

　　　埋設標柱の設置位置は図示による。また、埋設表示用ﾃｰﾌﾟはﾋﾞﾆﾙ製折り返し付きとする。 　　　　　　に貼り付けること。 　(1) 原則として鋼管は呼び径80mm以下はねじ接合、100mm以上は溶接またはﾌﾗﾝｼﾞ接合とする。
呼　　　　称ＧＨＰ ＥＨＰ ＦＦ式 氷蓄熱 　　　適用は下記による。 　　　　　(ｵ) 建設業退職金共済制度対象の場合は、「建設業退職金共済制度適用事業主工事現場標識」の掲示を 　(2) 油配管は原則として溶接接合とする。ただし、露出部分はねじ接合でもよい。

番　号 備　考
主 熱 源 ( 　　　 )kW × ( 　　　 )台 　　　　　　すること。 　(3) 油配管の土中埋設配管の防食処理は､標準仕様書第２編2.7.3による。

　　　ア　給水配管 埋設標柱 埋設表示用ﾃｰﾌﾟ 　　　　　 ※ 工事管理者の記載については監督員と協議すること。 　(4) 油配管と機器の接合は全て可とう継手を使用する。ただし、通気管は除く。熱源燃料等 灯油 Ａ重油 都市ガス ＬＰＧ
鋼　　管 JIS G 3452 白 　　　イ　消火配管 埋設標柱 埋設表示用ﾃｰﾌﾟ 　(5) 主管16.5ｍ以内および立て管底部・各種装置取り付け両端には、必ず解体用ﾌﾗﾝｼﾞを取り付けること。

電気 (　　　)
黒 　　　ウ　油配管 埋設標柱 埋設表示用ﾃｰﾌﾟ 　(2) 残土処理 構外搬出 構内の指示場所に敷き均し 　(6) 防水層の貫通部は、原則としてつば付鋼管ｽﾘｰﾌﾞを使用し、仕上げより30mm立ち上げる。

ｵｲﾙﾀﾝｸ 地上式 地下式 容量 ( 　　　) Ｌ 　　　エ　ｶﾞｽ配管 埋設標柱 埋設表示用ﾃｰﾌﾟJIS G 3454 白
自動制御方式 電気式 電子式 デジタル式 空気式 　　　オ　排水配管 埋設表示用ﾃｰﾌﾟ 　(3) 発生材の処理 ２　配管付属品の取付

黒
　　　廃棄物は「廃棄物の処理および清掃に関する法律」等の関係法令を遵守し、場外搬出のうえ、適切に処分す 　(1) ﾄﾗｯﾌﾟ装置、減圧装置、弁装置の組立要領は図示がなければ標準図による。給 水 方 式 水道直結方式 高置水槽方式 加圧給水方式 ﾀﾝｸﾚｽﾌﾞｰｽﾀｰ方式

塩　　ビ JWWA K 116 SGP-VA   (11)防食処理 　　　ること。 　(2) 伸縮継手は特記がなければ、標準仕様書第２編2.2.7による。
排 水 方 式 建物内の汚水及び雑排水 ( 　 分流式　 　 合流式　 　 一部合流式 )

  ライニング鋼管 WSP 011 SGP-FVA 　　　標準仕様書第２編2.7.3による。       ・産業廃棄物の処分（運搬・処分料含む） 本工事に含む 別途 無し
放流先 公共下水道 農業集落排水 浄化槽(　　　　　　　　　　) 　　　地中埋設の鋼管類（排水配管の鋼管および合成樹脂等で外面を被覆された部分は除く。）や金属製継手類に ３　施工法その他耐 熱 性 JWWA K 140 SGP-HVA

その他(　　　　　　　　　　) 　　はﾍﾟﾄﾛﾗﾀﾑ系防食ﾃｰﾌﾟおよびﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾃｰﾌﾟによる防食処理を行うこと。   (4) 足場等 　　原則として、標準仕様書第２編2.4.1～2.8.1による。
  ライニング鋼管 WSP 054 SGP-H-FVA

別契約の請負者が定置したものを無償で使用できる。 本工事で設置給 湯 方 式 局所式 中央式
ポリ粉体鋼管 JWWA K 132 SGP-PB   (12)はつりおよび貫通部の補修 　　　枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ(厚生労働省平成21年４月制定)」に基づき設 ４　試験

消火設備方式 屋内消火栓 １号 易操作性１号 ２号
SGP-PD 　　　標準仕様書第２編2.8.1による。 　　置すること。 　　原則として、標準仕様書第２編2.9.1～2.9.4による。

(○湿式　○乾式)
　　　既存ｺﾝｸﾘｰﾄ部の床、壁に配管貫通部等による穴開けを施工する場合は、原則としてﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞｶｯﾀｰとする。WSP 039 SGP-FPA

ｽﾌﾟﾘﾝｸﾗｰ 湿式 乾式   (5) 他工事との工事区分 ５　冷媒（フロン系）回収
ステンレス鋼管 JIS G 3448 一般用

行わない 行う       下記のとおりとする。(●印を適用する。) 　　冷媒の回収等の費用 本工事 別途特 殊 消 火 不活性ｶﾞｽ消火 泡消火 粉末消火 その他
JIS G 3459 配管用

そ の 他 連結送水管 屋外消火栓 区 分JIS G 3468 溶接大径 　(13)あと施工アンカー 　(1) 冷媒の回収にあたっては「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律(フロン排出抑制法)」に建 築 電 気 機 械
種 別ガス設備方式 都市ガス　供給圧力( 　 低圧　　 中圧 ) 　　　ア　あと施工ｱﾝｶｰ 接着系ｱﾝｶｰ(接着剤は有機系とする) 金属拡張系ｱﾝｶｰ(本体打込式) 　　従って行い、監督員に次の書類を提出する。銅　　管 JIS H 3300 Ｌ型(Ｍ型)

液化石油ガス バルク貯槽 ( 　 有　　 無 ) 　　　イ　試験等 性能確認試験 行わない 行う 梁・床・壁貫通部の 補　　強 　　・第一種フロン類回収業者登録通知書の写し
JIS H 3330

施工確認 行わない 行う 　　・フロン類回収証明書自然ｴﾈﾙｷﾞｰ利用 雨水 井水 その他(　　　　　　　　　　　　　) スリーブ
断熱材被覆銅管 JCDA 0009 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ保温材 　(2) 但し、家庭用のｴｱｺﾝ等で「特定家庭用機器再商品化法(家電ﾘｻｲｸﾙ法)」の対象となっているものは、同法に

用途 (　　　　　　　　　　　　　　　　) 壁埋込型器具の器具類(制気口含む)の 補　　強
塩化ビニル管 JIS K 6741 一般管 　(14)山留め 　　従ってﾘｻｲｸﾙ(ﾌﾛﾝ類の回収を含む)を行い、監督員に次の書類を提出する。

仮　　枠　　　切り取り面に、その箇所の土質に見合った勾配を保って掘削できる場合を除き、掘削深が1.5ｍを超える場 　　・特定家庭用機器廃棄物管理票(家電ﾘｻｲｸﾙ券)の写し合成樹脂被覆鋼管 JIS G 3469 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆 ねじ
　　合は山留めを行うものとする。 天井埋込型器具類下地(制気口含む)の 切り込み

－ ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ被覆 溶接
補　　強

断熱被覆塩化 原管はJIS K6741（製造者標準品） 　(15)試験 温風暖房設備
墨 出 し

１　適用範囲 　　　　ビニル管 　　　標準仕様書第２編2.9.1～2.9.5による。
別途機器への接続　　現場説明書・質疑応答書・図面及び特記仕様書（●印適用）に記載してある事項以外は、国土交通省大臣官房 　　　ただし、試験は配管作業の途中若しくは隠ぺい、埋め戻し前または配管作業完了後の塗装または保温施工前 １　一般事項架橋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管 JIS K 6769

　官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編　平成28年版）（以下「標準仕様書」という。）およ 　　に行う。また、凍結のおそれのある期間は水圧試験を空気圧試験（最大常用圧力の1.5倍または最高使用圧力 防　火　戸 自動閉鎖装置 　(1) 本項はFFｽﾄｰﾌﾞによる暖房設備に適用する。

　び公共建築設備工事標準図（機械設備工事編 平成28年版）（以下「標準図」という。）による。 　給排水衛生設備工事（●印を適用する。） 　　の２倍の圧力）に代えることができる。 　(2) 配管は｢共同住宅等の燃料供給施設に関する運用上の指針について｣(消防危第81号)による。電動シャッター・自動扉 開閉装置
　　電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、それぞれの工事仕様書を適用する。 　(3) 施工法その他は、消防法令および「秋田市火災予防条例」による。
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二次配線・操作スイッチ給 水 管 排 水 管
２　保温・塗装および防錆工事

規　格 用　途
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二次配管２　工事実績情報の登録 ２　暖房方式
呼　　　　称

　　請負金額が500万円以上の工事については、工事実績情報（CORINS）の登録を行う。 　(1) 保温工事 軽量鉄骨部の機器取付け用の補強　 　(1) 制御方式　 個別運転 簡易集中制御 中央集中制御番　号 備　考
　(2) 貯油方式 簡易屋外（屋内）ﾀﾝｸ 地下貯油槽吊ボルト用インサート

３　工事関係図書 　　ア　配管・機器 　(3) 給油方式 中継ﾀﾝｸ方式 小型給油装置方式
機械室電気室等の設備機器の基礎鋼  　管 JIS G 3442 排水用　　提出書類は標準仕様書第１編1.2.1～1.2.4によるほか、下記による。 　　　　標準仕様書第２編3.1.1～3.1.6による｡また消火配管は給水管の仕様による｡
機械室電気室等の設備ピット（蓋含む）　(1) 提出書類について JIS G 3452 白管 　　イ　弁・継手類 ３　機器

　　　　配管に接続する弁、継手類(ｽﾄﾚｰﾅｰ、EXP･J、FJ含む)および標準仕様書第２編3.1.4の表2.3.2注11項(ﾆ)は 自立型制御盤の基礎 　　FF式温風暖房機の安全装置は、製造者標準仕様とする。JIS G 3454 白管①着工前に提出する書類 施工計画書（実施工程表含む） 納入仕様書 現場係員編成届
　　　保温するものとする。 自立型アンテナの基礎塩ビライニング JWWA K 116 SGP-VB工種別施工計画書 施工体系図 下請業者選定届 施工要領書 　　ウ　保温材は「(2)保温材」によるものとし、外装材は下記による。 ４　機器の据付

床点検口、天井点検口（共通）　　　　　　鋼管 SGP-VD各種資格証明書等の写し 建退共共済掛金収納書届 　　　　・中央機械室、屋内露出、屋外露出はSUS製(0.2mm)とする。 　　機器は、外力に対して転倒、横滑り等起こさないよう固定金具等で堅固に取り付ける。
消火水槽用マンホールWSP 011 SGP-FVB 　　　　・機器、ﾀﾝｸ、ﾍｯﾀﾞｰ、ﾀﾞｸﾄはSUS製(0.3mm)とする。機器･材料製造者選定届 諸官公署許可･届出書類 施工図

　　　　・煙道はｶﾗｰ亜鉛鉄板(0.35mm)とする。 天井いんぺい機器の点検口（設備専用） ５　試験SGP-FVD打合せ記録書 各種計算書
　　　　・隠ぺい（ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ等）は、ﾋﾞﾆﾙ被覆亀甲金網押さえとする。 　　配管途中、隠ぺい、埋め戻し前、または配管完了後の被覆施工前に次の圧力値による空気圧力試験を行う。大型機器の基礎工事耐熱性 JWWA K 140 SGP-HVA②工事中に随時 工事報告書 工事施工記録書 工事総合進捗表 工事施工進捗図 　　　　・ﾕﾆｯﾄ型ﾎﾟﾝﾌﾟ装置内で、凍結の恐れがある場合は保温を施す。 　なお、保持時間最小30分、最大常用圧力の1.5倍の圧力とする。ただし、最小1.0kg/cm2(0.098MPa)とする。

電極棒　ライニング鋼管提出する書類 全体実施工程表 工事進捗記録写真 週間、月間工程表 作業日報 　　エ　外気取り入れﾀﾞｸﾄの全てと排気用ﾀﾞｸﾄの外壁から１mの範囲は保温する。
フロートスイッチポリ粉体鋼管 JWWA K 132 SGP-PB 　　オ　屋内・屋外に露出する消火管、排水管、雨水管は、ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑとする。施工図 総合図 試験結果報告書 試験成績報告書 協議書

　　カ　電熱保温帯（温床線）巻き付け箇所はﾛｯｸｳｰﾙとする。 換気扇 貯油槽設備SGP-PD試運転報告書 機器･材料製造者選定届 納入仕様書
　　キ　井水管は冷水管の仕様で保温する。 パネルヒーター（電気式）WSP 039 SGP-FPB下請業者選定届 工事写真 施工体系図 施工体制台帳 １　地下貯油槽

SGP-FPD打合せ記録書 諸官公署許可･届出書類 コリンズ変更登録 　(2) 保温材 　　地下貯油槽は二重殻式とし、使用燃料は灯油とする。

外面被覆鋼管 WSP 041 SGP-VS 　　ア　空調・冷暖房設備工事の保温材（●印を適用する。）   (6) 施工図 　　地下油槽・附属金物および油ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸの詳細は標準図による。ただし、ﾏﾝﾎｰﾙは防水形とする。③下検査前に 完成写真 工事写真 出来形管理表 廃材等の処分証明書
      設備機器の位置、取り合い等の検討できる施工図（総合図）を提出し、監督員の承諾を受けること。WSP 044 SGP-PS提出する書類 社内検査報告書 施工体系図(最終) 建退共関係書類 ロックウール グラスウール

２　消火器及び標識板
ステンレス鋼管 JIS G 3448 一般用諸官公署許可･届出書類 出荷証明書 完成検査用書類 温 水 管 　　法令により指定された消火器及び標識板は最寄りに設置する。 本工事 別途

JWWA G 115 水道用④完成検査前に 工事完成届 蒸 気 管 　(1) 消火器 20型 ２本（SUS製収納箱共）

鋳　鉄　管 JIS G 5526 10型 １本（　〃　）提出する書類 実施工程表 冷水・冷却水管
　(2) 標識板 SUS製 ｱﾙﾐ製JWWA G 113 水道用⑤完成検査後に 完成検査写真 完成検査指摘事項報告書 タ ン ク 機器設備

銅  　管 JIS H 3300 Ｍ　型提出する書類 工事完成引渡書 工事完成受領書 コリンズ竣工登録 完成図書 ヘ ッ ダ ー ３　施工その他
被  覆  銅  管 JIS H 3330 軟　質⑥かし担保満了時に かし担保期間満了２ヶ月前に各設備の点検、調整及び修理を行い書類で報告する 煙 道 　　標準仕様書第３編1.1.1～2.3.4による。 　　消防関係法令による。

JWWA H 101 水道用提出する書類 こと。(かし担保は工事請負契約書による) ダ ク ト
１　空調設備（冷暖房）方式 ４　計量尺

　　「Ⅲ設備概要」による。 　　100L目盛を実測刻印のものを附属する。
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ダクト設備 ３　洗浄弁及びロータンク ５　施工法その他 ２　構造及び型式

　(1) 大便器洗浄弁は不凍結形節水弁とし、ﾛｰﾀﾝｸは防露式とする。 　　給水設備の項によるほか、消防法に基づき施工すること。  この工事に使用する材料は､下記に記載されている範囲の製造業者の中から選定すること。但し記載されていない処 理 種 別 性　　　　　　　能 処 理 方 式 型 式
１　ダクト用材料 　(2) 小便器洗浄弁は機器表による。

品目および同等品については、事前に書類を添えて監督員の承諾を求めること。小規模合併処理 ＢＯＤの除去率90%以上 分離接触ばっ気方式 ユニット型　　標準仕様書第３編1.14.1～1.15.14による。 ６　消火ポンプ用制御盤

４　温水洗浄式便座 　　消火ﾎﾟﾝﾌﾟ用制御盤は製造者標準仕様とするが、盤内に起動ﾘﾚｰ取付け用ｽﾍﾟｰｽを設けること。 放流水のＢＯＤ20mg/L以下 嫌気濾床接触ばっ気方式

２　板厚および補強 　　加熱方式（貯湯式、瞬間式）および給水方式（直結給水、ﾎﾟﾝﾌﾟ加圧方式）の選択、温風乾燥機能および脱臭 管 類 ＪＩＳ表示認可工場脱窒濾床接触ばっ気方式
　機能の有無は機器表による。 ７　試験

種別 角ﾀﾞｸﾄ長辺長さ ﾀﾞｸﾄ補強 接続ﾌﾗﾝｼﾞ 合 併 処 理 ＢＯＤの除去率90%以上 回転板接触方式 ユニット型
　　標準仕様書第２編2.9.5による。 継 手 類 ＪＩＳ表示認可工場吊り金物間隔

板厚(mm) （ｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄ） 補強材寸法 最大間隔 ｱﾝｸﾞﾙ寸法 間隔 放流水のＢＯＤ20mg/L以下 接触ばっ気方式 現場施工型

0.5(♯26) 450以上 25×25×3 925 25×25×3 1,820 3,640以下 　(1) 防火区画貫通部分は防火上有効な措置を講ずること。 長時間ばっ気方式 弁 類 ＪＩＳ表示認可工場

  (2) 陶器を直接ｺﾝｸﾘｰﾄに埋め込む場合は、ｺﾝｸﾘｰﾄまたはﾓﾙﾀﾙと陶器の接触部に、厚さ3mm以上のｱｽﾌｧﾙﾄ被覆を施 厨房機器(200φ以上) ＢＯＤの除去率95%以上 接触ばっ気・ろ過方式 現場施工型
　　す。ただし、耐火ｶﾊﾞｰを使用する場合はこの限りではない。 　　標準仕様書第５編1.6.1～1.6.8および2.2.6による。 衛 生 陶 器 ＴＯＴＯ、ＬＩＸＩＬ

0.6(♯24) 450～750 25×25×3 925 25×25×3 1,820 3,640以下 放流水のＢＯＤ10mg/L以下 凝集分離方式 ユニット型
　　機器廻りの配管・保温 等の施工については、監督員の指示による。

(200～600φ) 接触ばっ気・活性炭吸着方式６　器具のシール ポ ン プ 日立産機ｼｽﾃﾑ(日立製作所)、荏原ﾃｸﾉｻｰﾌﾞ(荏原製作所)、川本製作所、鶴見製作所、

0.8(♯22) 750～1,500 30×30×3 925 30×30×3 1,820 3,640以下 　　次の部分はｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ材または目地ﾓﾙﾀﾙ等でｼｰﾙする。 凝集分離・活性炭吸着方式 (給排水・油・温水) 大東工業、ｸﾞﾙﾝﾄﾞﾌｫｽﾎﾟﾝﾌﾟ、テラル、新明和工業、前田鉄工所

　(1) 床置きｽﾄｰﾙ小便器の底部と床面の隙間および巾木部(床から100mm程度) 排水設備 硝化液循環活性汚泥方式
  (2) 手洗器、洗面器の取り付け壁面上部および陶器の縁が接する部分 　　標準仕様書第５編1.7.1～1.8.8による。 消火ポンプユニット 消防予防の基準に適合するもの。

1.0(♯20) 1,500～2,200 40×40×3 925 40×40×3 1,820 3,640以下 三次処理脱窒・脱燐方式

１　桝の規格   　水質汚濁防止法の規定によりＢＯＤ以外の水質項目について、水質基準が定められている場合は、昭和55年 消 火 機 器 消防法で定める表示を付したもの。

　長辺450mmをこえる保温を施さない風道には間隔300mm以上のﾋﾟｯﾁで補強ﾘﾌﾞを入れること。 給水設備 　　汚水桝、雑排水桝の規格は下表による。 　建設省告示第1292号第７(平成18年国土交通省告示第154号)の構造とする。

　　なお、同告示に定められた排出基準より厳しい値が定められている場合は、同告示第８により国土交通大臣 給湯器・湯沸器類 細山熱器、パロマ、ノーリツ、リンナイ、ガスター、パーパス、サンポット、
記　　号 内法寸法(mm) 埋設深さ(mm) 防　臭　蓋

３　区分・矩形ダクトの工法 １　給水源 上水道 井水 簡易専用水道 　が認めたものとする。また、秋田県公害防止条例による。 (風呂釜含む) ＬＩＸＩＬ、長府製作所
360×360 450以下　　標準仕様書第３編2.2.1～2.3.4による。

　(1) ダクト区分 低圧 高圧１ 高圧２ ２　給水方式　 ＳＣ－１ Ａ（市販桝） ＭＨＡ350 ３　設計条件 電 気 温 水 器 日立アプライアンス、東芝キャリア、日本イトミック、ＴＯＴＯ、ＬＩＸＩＬ、

　(2) 矩形ﾀﾞｸﾄの工法 ｱﾝｸﾞﾙﾌﾗﾝｼﾞ工法 ｺｰﾅｰﾎﾞﾙﾄ工法(共板ﾌﾗﾝｼﾞ又はｽﾗｲﾄﾞｵﾝﾌﾗﾝｼﾞ工法) 　　「Ⅲ　設備概要」による。 (ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式給湯機含む) 三菱電機、パナソニックＲＣ－１ Ｂ（現場打） ＭＨＢ350 (1) 処理対象 し尿及び一般排水

450×450 600以下 (2) 処理対象人員 　人４　機器の接続 ３　水道加入金 本工事に含む 別途 無し 受水・高置水槽 三菱樹脂、積水アクアシステム、森松工業、ベルテクノ、エヌ･ワイ･ケイ
ＳＣ－２ Ａ（市販桝） ＭＨＡ450　　機器とｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄを接続する場合、機器より１m以内はｱﾙﾐ製ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄで接続する。なお、有効断面を損な 　　水道局審査・検査手数料および分岐立会費等は本工事に含む。 (3) 計画汚水量 　m3/d (FRP・SUS鋼板製)

　わないように取り付けること。 ＲＣ－２ Ｂ（現場打） ＭＨＢ450 (4) 流入水質 ＢＯＤ 　mg/L
４　配管 タンク・ヘッダー 島倉鉄工所、亀山鉄工所、森松工業、ベルテクノ600×600 1,200以下 (5) 放流水質 ＢＯＤ 　mg/L

５　機器の据付 　(1) 飲料水配管の接合材はﾃｰﾌﾟｼｰﾙ材を原則とするが、ﾍﾟｰｽﾄｼｰﾙ材を使用する場合は、管内に流出せず、衛生上 (熱交換器･貯湯ﾀﾝｸ)
ＳＣ－３ Ａ（市販桝） ＭＨＡ600 (6) 流入管底 ＧＬ－　(1) 天井取付機器の吊り金物は、躯体に直接取り付けること。 　　無害であり、かつ水質に悪影響を与えないものとする。 (ｻｰﾋﾞｽﾀﾝｸ･地下油槽)
ＲＣ－３ Ｂ（現場打） ＭＨＢ600  (2) ｺﾝｸﾘｰﾄ外壁に取り付ける換気扇用木枠は防腐剤２回塗りとする。 　(2) 原則として、鋼管は呼び径80以下はねじ接合とし、100以上はﾌﾗﾝｼﾞ接合とする。 (7) 放流方法 自然放流 ﾎﾟﾝﾌﾟｱｯﾌﾟ放流

　(3) 鋼管のねじ込み部分は全て防食措置を施すこと。 φ900 1,201以上 ＭＨＡ600 密閉膨張タンク 日立金属、森永エンジニアリング、東西商事、ホーコス

６　排気フード ４　電気工事ＳＣ－４ Ａ（市販桝） ＭＨＢ600
　(1) 厨房用排気ﾌｰﾄﾞは本体をSUS(@1.0mm)、ﾌｰﾄﾞ囲いはSUS(@1.0mm)とし、必要に応じて補強材を入れる。 ５　タンク類 　　電気工事は秋田市電気設備工事特記仕様書により施工する。 ろ 過 装 置 竹村製作所、サンエイ工業、オルガノ、東西化学産業、トースイ、ロンシール機器、

ＲＣ－４ Ｂ（現場打） ＭＨＤ600
　(2) その他の排気ﾌｰﾄﾞは亜鉛鋼板とする。(板厚は特記による。) 　(1) 飲料水を貯蔵する受水槽・高置水槽は建築基準法施行令第129条の２の４および第129条２の５並びにこれら テラル

ﾚｼﾞｺﾝ 鋳鉄　(3) 吊りﾎﾞﾙﾄは亜鉛ﾒｯｷ製とし、屋外露出部はSUS製とする。 　　の規定に基づく告示の定めによる。 ５　現場施工型浄化槽

  (2) 水槽は、設計震度が特に明記されていない場合は、水平震度で地下階及び中間階はKH=1.0G、屋上階（塔屋 ＰＰ－１ φ300～φ450 図面による 鋳鉄製防護蓋 　　施工図、製作図、施工計画書等および下記の書類を提出し、監督員の承諾を得てから施工すること。なお、提 厨 房 機 器 ＬＩＸＩＬ、日本調理機、タカラスタンダード、ナスラック、フジマック、

７　ガラリおよびフードの取付 　　含む）はKH=1.5Gとする。 　出部数は各二部とする。 北沢産業、中西製作所、大和冷機工業、ＡＩＨＯ、タニコー記　　号 桝　口　径 管　路　口　径 蓋
　(1) 外部ﾌｰﾄﾞには防虫網（SUS製）を取り付けること。 　(3) 水槽は、基本的にFRP製複合板型ﾊﾟﾈﾙ水槽とするが、屋外露出で設置する場合はｽﾃﾝﾚｽ製でもよい。ただし、 　(1) 汚水処理計画書（各槽容量計算）

ＰＶＣ-１００ φ100 φ 75～φ100 塩化ﾋﾞﾆﾙ
　(2) 防水には勾配等に充分留意し、外部よりｺｰｷﾝｸﾞを行う。 　　容量が20m3 （呼称）以上のものは２槽式とする。 　(2) 躯体構造計算書（秋田市建築工事特記仕様書による。） 鋳鉄製ボイラー 前田鉄工所、昭和鉄工、川重冷熱工業

ＰＶＣ-１５０ φ150 φ 75～φ150 鋳鉄　(4) ﾏﾝﾎｰﾙは施錠付とし、通気口およびｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管は防虫網付とする。   (3) 浄化槽平面図・詳細図・配管図・ﾌﾛｰｼｰﾄ

８　ダンパー   (5) 電極棒には消波板または防波筒を取り付ける。 ＰＶＣ-２００ φ200 φ100～φ200 鋳鉄製防護蓋   (4) 納入仕様書（詳細図） 鋼製ボイラー(蒸気) 川重冷熱工業、日本サーモエナー、ＩＨＩ汎用ボイラ、昭和鉄工

　　各階立ち上がりおよび防火区画にﾀﾞﾝﾊﾟｰを取り付ける場合は、可動羽根が容易に調整できるようにして風道に   (6) ｺﾝｸﾘｰﾄ基礎高さは500mm以上とする。架台を使用する場合は図示による。   (5) 動力制御盤作製図(配線含む)(秋田市電気設備工事特記仕様書による。)ＰＶＣ-２５０ φ250 φ100～φ200 アルミ合金
　取り付ける。また、防火区画、防火壁等を貫通する風道は、その間隙をﾓﾙﾀﾙまたはﾛｯｸｳｰﾙ等の不燃材で充填する。 　(7) 水槽の接続口に取り付けるﾌﾗﾝｼﾞ用ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ類は全てｽﾃﾝﾚｽ製とする。   (6) 浄化槽設備士選任届 温水ボイラー 巴商会、昭和鉄工、ネポン、川重冷熱工業、ヒラカワガイダム

ＰＶＣ-３００ φ300 φ100～φ300
　(8) 付属品は特に定めがない場合、製造者の標準付属品とする。 　注) 施工その他は図示による。 (暖房用・給湯用)

ＳＣ：汚水桝、ＲＣ：雑排水桝、ＰＰ：ﾎﾟﾘﾌﾟﾛﾋﾟﾚﾝ製桝、ＰＶＣ：塩化ﾋﾞﾆﾙ製桝９　外気取入れダクト

　　下記の仕様で保温を施工すること。 ６　ポンプ 　(1) 現場打ち桝の詳細図は標準図による。 ６　ユニット型浄化槽 温 水 発 生 機 日本サーモエナー、昭和鉄工、前田鉄工所

　(1) 露　　出　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ50mm(40K)＋ｽﾃﾝﾚｽ鋼板 　　標準仕様書第５編1.2.1～1.2.5および2.2.2によるほか、製造者標準仕様とする。 　(2) 埋設深さは、管底深さとする。 　　浄化槽の主要構造部はｶﾞﾗｽ繊維強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製又はｼﾞｼｸﾛﾍﾞﾝﾀｼﾞｴﾝ樹脂製で、据付条件における土圧・水圧荷重・　 (真空式・無圧式)

　(2) いんぺい　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25mm(40K)＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ   (3) 防臭蓋（公設桝を除く）は文字入りとする。 　地震等に対応する強度を有するものとし、点検および清掃が容易な構造とする。

　　ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板およびｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽ化粧ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板をｽﾊﾟｲﾗﾙﾀﾞｸﾄへ取り付ける場合は、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ25mm(32K)と ７　土中配管埋設深さ   (4) 秋田市型の絵図は監督員の指示による。 　(1) 汚水処理計画書（各槽容量計算） 荏原冷熱システム、川重冷熱工業、日立アプライアンス、矢崎総業、東芝キャリア、

　する。(排気ダクトも同様) 　　埋設深さは下記による。   (2) 浄化槽平面図・詳細図・ﾌﾛｰｼｰﾄ ダイキン工業、三菱重工業

　(1) 一般敷地内・・・・・・地表面より管上端まで　　400mm以上 ２　施工 　(3) 機器承諾図（詳細図）

10　排気ダクト 　(2) 敷地内重車両通路・・・地表面より管上端まで　　650mm以上　   (1) 市販桝は全て120mm厚の栗石または砕石(C-40もしくはRC-40)の上に設置すること。   (4) 動力制御盤作製図(配線含む)(秋田市電気設備工事特記仕様書による。) 空 気 調 和 機 日立アプライアンス､ダイキン工業、三菱電機、パナソニック、東芝キャリア、

　　排気ﾀﾞｸﾄの外壁から１mの範囲はｸﾞﾗｽｳｰﾙ25mm(40K)＋ｱﾙﾐｶﾞﾗｽｸﾛｽを施工すること。 　(3) 公道内・・・・・・・・関連諸官庁の規定による。   (2) 汚水桝の内部ｲﾝﾊﾞｰﾄは、原則として既製品を使用し雑排水桝は泥溜150mm以上設けること。 　(5) 浄化槽設備士選任届 (ﾊﾝﾄﾞﾘﾝｸﾞﾕﾆｯﾄ型) 木村工機、新晃工業、暖冷工業、クボタ、昭和鉄工、東洋製作所

(ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ)

11　塗装 ８　埋設標柱および埋設帯 ３　ポンプ ７　施工

　　ﾀﾞｸﾄ（排気ﾌｰﾄﾞ含む）の内面で室内より見える範囲は黒艶消しﾍﾟｲﾝﾄ２回塗りとする。 　(1) 舗装しない場合は標柱上端はGL+20mm､舗装の場合は埋設ピンを設置する。 　　標準仕様書第５編1.2.1～1.2.7によるほか、下記による。 　　基礎、保護ｽﾗﾌﾞ、支柱は図示による。 放 熱 器 新晃工業、暖冷工業、前田鉄工所、昭和鉄工、木村工機、ピーエス、

　(2) 標柱等の頂部には文字（水・ｶﾞｽ等）および矢印付きとする。 　(1) 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ廻りのﾌﾗﾝｼﾞ用ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄはSUS製とする。 　　槽内にある配管の支持金物、ﾎﾞﾙﾄ･ﾅｯﾄ類はｽﾃﾝﾚｽ鋼製(SUS304)又はﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製とする。 (ﾌｧﾝｺﾝﾍﾞｸﾀｰ） 森永エンジニアリング、旭イノベックス

12　風量測定口 要（送風機及び空調機の出口側に設置） 不要 　(3) 埋設帯は、GL-300mmに布設すること。また、ﾋﾞﾆｰﾙ製（W=150mm）折り返し付とする。 　(2) 水中ﾎﾟﾝﾌﾟの銘板はﾎﾟﾝﾌﾟ本体の他、最寄りの壁に取り付ける。また、ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出側配管には解体用ﾌﾗﾝｼﾞを取 (ｺﾝﾍﾞｸﾀｰ,ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ)
処理種別　及び　処理対象人員

　　り付けること。
小規模合併処理 合併処理13　排煙ダクト ９　防火区画内配管 放 熱 器 弁 類 ベン、本山製作所、ヨシタケ、ＴＬＶ、フシマン

　　標準仕様書第３編2.2.6による。 　　耐火構造等防火区画および防火壁を貫通する配管は、その間隙をﾓﾙﾀﾙ、ﾛｯｸｳｰﾙ等の不燃材料で穴埋めすること。 ４　保温施工区分 50人以下 51～500人以下

　(1) ﾊﾟｲﾌﾟｼｬﾌﾄ内防露 要 不要 冷 凍 機 パナソニック、三菱電機、ダイキン工業、荏原製作所、川重冷熱工業、砕石又は再生砕石 100以上 150以上
10　系統の分類 　(2) 最下階ﾋﾟｯﾄ内防露 要 不要 (ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型含む) 日立アプライアンス、三菱重工業、東芝キャリア、矢崎総業、

捨てコンクリート 50以上 50以上自動制御設備 　　各機器廻りの配管は、各系統ごとに文字・矢印を記入すること。また、弁類はﾌﾟﾚｰﾄ等を掛けて保守を容易に 　(3) 天井内防露 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 耐火二層管 イトミック環境システム、前川製作所
（保護スラブを除く。）　　標準仕様書第４編1.1.1～2.4.2による。 　すること。

５　試験 満水試験 通水試験 耐圧試験(圧送管) コンクリート厚さ 150以上 200以上 冷 却 塔 三菱樹脂、荏原シンワ、東芝キャリア、日本ＢＡＣ、ダイキン工業、空研工業、

１　一般事項 11　試験 矢崎総業、日本スピンドル製造、日立アプライアンス配　　　筋 D 10 @200(ｼﾝｸﾞﾙ) D 13 @200(ﾀﾞﾌﾞﾙ)
　　自動制御の電気工事は、秋田市電気設備工事特記仕様書による。 　　配管作業途中または配管完了後、隠ぺいまたは埋め戻しされる部分については、次の圧力値による耐圧試験を

支　　　柱 ﾋｭｰﾑ管 D 200, ﾌｰﾌﾟ D 10  @500
　行う。なお、圧力は配管の最低部におけるもので、保持時間は最小60分とする。 送 風 機 荏原テクノサーブ、テラル、ミツヤ送風機製作所、三菱電機、

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち込み 主筋 D 16  4本２　制御機器類 　　ただし、水道事業者の規定がある場合は、そちらに従うこと。 パナソニックエコシステムズ、セイコー化工機、旭電業

　(1) 中央監視制御盤 有り 無し 　(1) 上水道直結部分・・・1.75MPa以上 標準仕様書第６編1.1.1～3.2.6による。 コンクリート強度 ｽﾗﾌﾞ FC=21N/mm2,SL=18cm

　(2) 自動制御方式 「Ⅲ設備概要」による。 　(2) 揚水管はﾎﾟﾝﾌﾟの全揚程に相当する圧力の２倍の圧力とする。ただし、最小0.75MPaとする。 Ｇ Ｈ Ｐ ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ産機ｼｽﾃﾑｽﾞ、ﾔﾝﾏｰｴﾈﾙｷﾞｰｼｽﾃﾑ、ヤマハ発動機、アイシン精機、三菱重工業、捨ｺﾝ FC=15N/mm2,SL=15cm
　(3) 電源装置 要 不要 ( 　 本工事　　　　 別途工事 ) 　(3) 高置水槽以下の配管は、水頭圧に相当する圧力の２倍の圧力とする。ただし、最小0.75MPaとする。 １　一般事項 ダイキン工業、日立アプライアンス

　(4) 制御用配管配線 本工事 別途工事 　(4) 加圧給水装置に接続する給水管は、ﾎﾟﾝﾌﾟ締切圧の２倍の圧力とする。ただし、最小0.75MPaとする。 　(1) 都市ｶﾞｽ設備は、「ｶﾞｽ事業法」、「ｶﾞｽ工作物の技術上の基準を定める省令」およびｶﾞｽ事業者の規定するｶﾞｽ

  (5) 屋内設置のｻｰﾓｽﾀｯﾄ、ﾋｭｰﾐﾃﾞｨｽﾀｯﾄはｹｰｽ付きとし、標準取り付け高さは原則として、床上1,300mm（中心） 　　供給約款等による。 ８　残土処分 構内敷き均し 構外処分　　　 Ｅ Ｈ Ｐ ダイキン工業、東芝キャリア、パナソニック、三菱重工業、日立アプライアンス、

　　とする。 12　施設の清掃 　(2) 液化石油ｶﾞｽ設備は、「高圧ｶﾞｽ取締法」、「液化石油ｶﾞｽ保安規則」、「容器保安規定」、および「液化石 三菱電機

　　　図示されない配線の本数、配管口径および盤類等の形式は製造者の標準仕様とする。 　　水槽設置および配管施工完了時に清掃・消毒を行い遊離残留塩素が0.2mg/L以上検出すること。 　　油ｶﾞｽの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」等関係法令による。 ９　埋戻 山砂 掘削土流用

　(3) ｶﾞｽ用品及び液化石油ｶﾞｽ器具等は、上記の法に基づく技術上の基準に適合するものとし、省令による証票を 温 風 暖 房 器 日立アプライアンス、ダイキン工業、三菱電機、ＩＨＩ回転機械、三菱重工冷熱

３　機器類の取付 　　附したものとする。 10　山留 要（鋼矢板またはアルミ矢板） 不要

　　標準仕様書第４編2.1.1～2.3.1による。 給湯設備 ＦＦストーブ サンポット、コロナ、サンデン、リンナイ

　　　ただし、機器類の取付は点検可能な位置で、かつ使用目的に応じた被制御体の温度・湿度等が正確に検出で ２　ガス栓 11　試験 (油、ガス)

　　きる場所を選び、原則として次の場所を避けること。 １　給湯方式 　　ﾎｰｽｺｯｸは、青銅製または黄銅製のﾆｯｹﾙｸﾛｰﾑﾒｯｷ仕上げとし、液化石油ｶﾞｽ器具等として証票を附したものとする。 　(1) 槽の水張試験

　(1) 水滴、粉塵、振動を発生する場所 　　「Ⅲ　設備概要」による。 　また、過流防止装置付等の安全機構付とする。 　　　槽は設置完了後清掃を行い、満水状態にして24時間放置し、漏水の有無を検査すること。 遠赤外線ヒーター 日精オーバル、巴商会、三菱重工冷熱、インターセントラル、日本シーズ線、

　(2) 温度、湿度にあっては吹出口からの気流、隙間風あるいは日射等を直接受ける場所 　　　なお、工事完了後は、ﾎﾟﾝﾌﾟ槽および汚泥貯留槽を除く全ての槽を満水状態にする。 ＩＨＩ回転機械、桂精機製作所

　(3) 空気、水等の被制御体の正常な循環を妨げる場所 ２　給湯ボイラーおよび湯沸器等 ３　調整器

　　標準仕様書第５編1.3.1～1.3.12および2.2.3による。 　　液化石油ｶﾞｽ器具として証票を附したもので集合装置廻りの配管要領は図示のない場合、標準図による。なお、 　(2) 配管の試験 換 気 扇 類 三菱電機、東芝キャリア、日立アプライアンス、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸｴｺｼｽﾃﾑｽﾞ、暖冷工業

４　試験調整 　付属品としてﾎﾞﾝﾍﾞ転倒防止ﾁｪｰﾝ（SUS製）を備えること。 　　ア　試験は配管途中、隠ぺい前、埋め戻し前または配管完了後の塗装、被覆施工前に行う。 (全熱交換器含む)

　　標準仕様書第４編2.4.1～2.4.2による。 ３　機器の据付 　　イ　汚水管および汚泥管は満水試験とし、保持時間は最小30分とする。ただし、ﾎﾟﾝﾌﾟ吐出管は水圧試験とし、

　　ただし、総合調整は工事完了時期等から所定の設定条件が得られない場合は基本動作の確認を行い、所定の時 　(1) 基礎は機器の重量および外力に耐え、かつ、据え付けには充分な支持面を持つ鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄまたはｺﾝｸﾘｰﾄ造と ４　弁類 　　　最小0.75MPaの圧力で保持時間は最小60分とする。 吹出口・吸込口 新晃工業、丸光産業、協同工業、空研工業、寿空調、フカガワ、ニッケイ、

　期に要求機能の確認を行う。 　　し、支持力のある床または地盤面に築造する。 　　弁類は液化石油ｶﾞｽに適用するもので高圧側に用いる弁類は1.56MPa以上、また低圧側に用いる弁類は8.4kPa以 　　ウ　消泡管は通水試験を行う。 (ﾀﾞﾝﾊﾟｰ含む) 協立エアテック、三喜工業

　(2) 機器は外力に対して転倒・横滑り等をおこさないよう、充分な強度を有するｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等で固定する。なお、 　上の気密試験に合格したものとする。 　　エ　空気管は空圧試験とし、最高使用圧力の1.1倍の圧力で保持時間は最小60分とする。

　　耐震施工の場合は、別に定める。 防火ダンパー 建築基準法施行令に基づく告示の定める試験に合格したもの。

５　配管漏洩試験 　(3) 各機器の単独動作試験

４　ポンプ 　(1) 空気試験で8.4kPa以上、10分として、記録写真を撮ること。 　　　機器単独、自動または連動運転をし異常の有無を試験する。 伸 縮 継 手 フシマン、ベン、本山製作所、ヨシタケ、ゼンシン、大同特殊工業

衛生器具設備 　　標準仕様書第５編1.2.6および2.2.2.4によるほか、製造者標準仕様とする。 　(2) ｶﾞｽ供給事業者および供給者の試験合格書を施設の使用開始までに提出すること。

　　標準仕様書第５編1.1.1～1.1.13および2.1.1～2.1.2による。 　(4) 通水・総合運転試験 可 と う 継 手 東洋ゴム工業、ブリヂストン、トーゼン産業、テクノフレックス、アキレス、

５　タンク等 　　　各槽を満水にし、各機器の能力等を仕様に適合するよう調整した後、総合的な運転を行い、全体および (防振継手含む) ゼンシン

１　衛生器具色別 白色 着色品（色の指定は監督員の指示による。） 　　標準仕様書第５編1.4.1～1.4.6および2.2.4による。 　　各部の状態について異常の有無を試験する。

計 装 機 器 アズビル、ジョンソンコントロール、東京計装

２　器具の取付け高さ ６　排気筒 標準仕様書第７編1.1.1～3.2.1による。 12　その他 (自動制御)

  　機器の取付け高さは、下記を標準とする。ただし、事前に監督員と協議、確認すること。 　　SUS厚さ0.3mm以上とし、いんぺい部は断熱材で覆うこと。 　(1) 型式承認表示は、見やすい場所に表示すること。

１　一般事項   (2) 消毒剤は30日分納入すること。 計装機器(油) 工技研究所、昭和機器工業
名    　　　称 測　　　　　点 取付高　(mm)

７　弁類   (1) 掘削中の泥水、仕上げおよび揚水試験時の排水は関係法令に従い適切な処理をすること。   (3) 制御盤以降の二次電気工事は本工事とし、秋田市電気設備工事特記仕様書による。
小　便　器 壁掛ストール 床面より前縁上端まで 530 　　標準仕様書第２編2.2.1～2.2.31による。 　(2) 下記の場合は、速やかに監督員に報告し指示を受けること。 量水器(流量計等) アズビル金門、東京計器、愛知時計電機、東洋計器、東京計装、

洗　面　器 床面より前縁上端まで 750 　　・掘削が規定の深度に達しないで所用の水量が得られる見込みがある場合 日本フローセル、島津システムソリューション、オーバル、リコーエレメックス、

８　施工その他 　　・掘削が規定の深度に達しても所用の水量が得られる見込みがない場合 日立ハイテクトロールズシステム身障者用洗面器 床面より前縁上端まで 760
　　標準仕様書第２編2.4.9による。 　(3) 次の場合は、監督員の立ち会いを受けること。

手　洗　器 床面より前縁上端まで 760
　　・ｹｰｼﾝｸﾞおよびｽｸﾘｰﾝの据付を行う場合 浄化槽(ﾕﾆｯﾄ型) 国土交通大臣の型式認定品

流　　し 床面より前縁上端まで 820 　　・砂利充填を行う場合

洗浄用ハイタンク 床面よりタンク下端まで 2,000以上 消火設備 ガス集合装置 矢崎総業、伊藤工機、岩谷産業、桂精機工業、富士工器

　　標準仕様書第５編1.5.1～1.5.11および2.2.5による。 ２　揚水試験洗浄用隅付ロータンク 床面よりタンク下端まで 500
　　揚水試験は、予備揚水試験、段階揚水試験、連続揚水試験および水位回復試験を行う。 製 缶 類 島倉鉄工所、亀山鉄工所、森松工業、ベルテクノ

１　一般事項
水　　栓 （流　し） 流し低面より吐水口まで 300 　　消火機器の据え付け等は「消防法施行規則」および各条例の定めるところによる。 ３　水質試験 給油口ボックス 工技研究所、昭和機器工業

（浴　槽） 浴槽縁より吐水口まで 150 　　水質試験は、公立の保健所、試験所または認定の試験所にて実施するものとし、水道法に基づく「水質基準に (遠方給油口)

２　方式 　関する省令」（平成15年厚生労働省令第101号）に従うこと。（手洗器） 前縁上端より吐水口まで 150
　　「Ⅲ　設備概要」による。 凍結防止ヒーター フジクラ、東京特殊電線、日本電熱、旭日産業、山清電気

（浴室洗い場） 洗い場床面より吐水口まで 250

（洗濯機） 床面より吐水口まで 1,200 ３　ポンプ 樹脂製排水桝類 タキロン、前澤化成工業、アロン化成、積水化学工業

鏡 （一般用） 監督員の指示による。 　　標準仕様書第５編1.2.8および2.2.2.7により、製造者標準仕様とするほか下記による。

　(1) ポンプの据え付けは、給水設備の項による。 標準仕様書第８編1.1.1～3.2.2による。 排 水 金 具 類 長谷川鋳工所、伊藤鉄工、第一機材、オオタケファンドリー、ダイドレ、カネソウ、（身障者用）
　(2) ポンプ廻りの配管は､標準図による。 (ﾏﾝﾎｰﾙｶﾊﾞｰ含む) 中部コーポレーション、前澤化成工業、ＴＯＴＯ、ミヤコ、タキロン、アロン化成、

（浴室洗い場）
  (3) 構造および付属品は、消防法施行規則による。 １　一般事項 下田エコテック、ホーコス、一中

化　粧　棚 床面より棚上端まで 1,050   (1) 本工事は、建築基準法、浄化槽法および水質汚濁防止法に基づく命令に定めるところによるほか、特定行政

４　弁類 　　庁の定める取扱要綱等による。

　　JIS 10Kg/cm2型とする。 　(2) 浄化装置の届出等は、法令および条例に従い請負者が速やかに行う。
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５　和風便器の取付

（和風便器）

（洋風便器）

吸収冷温水機

製 品 名 簿

Ⅷ　ガス設備工事

Ⅶ　給排水衛生設備工事

Ⅸ　さく井設備工事

Ⅹ　浄化槽設備工事

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

縮尺 図面番号図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

M-02
－
－機械設備工事特記仕様書(2)



ド レ ン パ ン SUS製

（ 更 新 ）

　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(22 kg/H) 3 200

2001 0.1

17.5

LS

Ｙ

　-△

フ ィ ル タ ー

（ 更 新 ）

中性能(NBS 80%)

                +プレフィルター(AFI 85%)

加 湿 器 気化式(82　kg/h)　4分割

（ 更 新 ）

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

－
－

M-04

冷温水コイル

空気出入口温度　　入口　27.4　℃DB、20.8　℃WB

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、15.5　℃WB

空気出入口温度　　入口　17.3　℃DB、13.2　℃WB

（ 更 新 ）

機　　器　　表　　（1）

仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考
相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式
仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考

相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式

3 200 1.05ｋｗ型　　　　式

ゴム防振・異常昇温検知器・ガス漏れ警報

入口　45℃　出口　50℃

流　　　　量

3

基　　　　礎

1

200PWH-1 型　　　　式 片吸込渦巻型(ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ) 3.7kw 1

3 200型　　　　式 3

防振架台・圧力計・連成計

基　　　　礎

PCH-1 3.7kw片吸込渦巻型(ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ)

防振架台・圧力計・連成計

基　　　　礎

BH-1

屋外3 200型　　　　式

71ｋｗ

1.8ｋｗ 3

80ｋｗ

流　　　　量

冷却　68.6ｋｗ　加熱　71ｋｗ(参考値)

屋外3

1 200型　　　　式 0.4ｋｗ

固定金具・満警報

基　　　　礎

PWU-1 1

型　　　　式TEX-1 密閉式膨張タンク 1

530L/min

加 熱 能 力

温 水 温 度

ガ ス 消 費 量

付 属 品

付 属 品

100Lタンク式　32A

タンク式加圧給水ポンプ

コンクリート造（既設補修再使用）

コンクリート造（既設補修再使用）

コンクリート造（既設補修再使用）

コンクリート造（既設補修再使用）

200L/min

165L

密閉式膨張タンクTEX-2

120L

圧力計

封入圧力　0.05　Mpa

有 効 吸 収 量

封 入 圧 力

付 属 品

密閉式・暖房用

有 効 吸 収 量

密閉式・冷暖房用

封 入 圧 力 封入圧力　0.05　Mpa

付 属 品 圧力計

コンクリート造（既設補修再使用）

コンクリート造（既設補修再使用）

基　　　　礎

基　　　　礎

基　　　　礎 （建築工事)　

防雪フード・その他付属品一式

水熱交換器ユニット 1 200 9ｗ

ガ ス 消 費 量

冷 却 能 力

加 熱 能 力

付 属 品

1

AC-1

型　　　　式

型　　　　式

3 200

Ｙ

　-△

1

50,000m3/H × 80mmAq(機外静圧) 37.0

コンクリート基礎

50,000m3/H × 40mmAq(機外静圧) 3 200

Ｙ

　-△15.0

(INV)外機量　8,600　m3/H（ 更 新 ）

（ 更 新 ）

空気調和機

(2・3階スタジオＡ系統)

ユニット型空気調和機(横型#60)

給 気 フ ァ ン

還 気 フ ァ ン

(INV)

外気処理空気調和機OAC-1 ユニット型空気調和機(床置コンパクト型)

(1,2階外気処理系統) 7,000m3/H × 50mmAq(機外静圧)

型　　　　式

（ 更 新 ）

還 気 フ ァ ン

給 気 フ ァ ン

（ 更 新 ）

3,400m3/H × 35mmAq(機外静圧)

温 水 コ イ ル

（ 更 新 ） 温水量　　　169Ｌ/min  (50～45℃)

7.5

3.7

LS

LS

コンクリート基礎

既設使用

既設使用

冷水量　　　600 L/min  (7～12℃)

温水量　　　600L/min  (50～45.8℃)

1

3 200

3 200

（改造・整備再使用）

（改造・整備再使用）

空気調和設備　機器表（1）

温水機

温水ポンプ

冷温水ポンプ

補給水ポンプ

ガスヒートポンプチラーGCU-1

ガス焚真空式温水機

冷却能力　　213 kw

加熱能力　　240 kW

ガスヒートポンプチラー・耐塩仕様

59.0 kW

80×650×430L/min×20ｍ

125×100×600L/min×25ｍ

291kW

28.3 kW

　　　　　　　　　出口　22.0　℃DB、16.2　℃WB

フ ィ ル タ ー

（ 更 新 ）

加 湿 器

（ 更 新 ）

フィルター　　中性能(NBS 80%)

                +プレフィルター(標準型)

回転式全熱交換器効率　45　％以上

　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(9 kg/H)

気化式(44　kg/h) LS3 200

2001

12

0.1 LS

型　　　　式

（ 更 新 ）

OAC-2 外気処理空気調和機

(1階市民活動スペース

　　　　　外気処理系統）

3φ-200V

ユニット型空気調和機(床置コンパクト#100)

2,500m3/H × 40mmAq(機外静圧)給排気ファン

温 水 コ イ ル

（ 更 新 ）

加 湿 器

（ 更 新 ）

温水量　　　80 L/min  (50～45.8℃)

空気出入口温度　　入口　-5.4　℃DB、-6.4　℃WB

空気出入口温度　　入口　34.2　℃DB、26.9　℃WB

（ 更 新 ）

フ ィ ル タ ー 加湿器　気化式(25　kg/h)　

　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(6 kg/H)

フ ィ ル タ ー 中性能(NBS 80%)+プレフィルター（標準） 0.1

3 200

2001

6.0

3 200 2.2

(INV)

LS 1

コンクリート基礎

既設使用

（改造・整備再使用）

3 200 1.57ｋｗ 屋外室外機置場

71kW冷 房 能 力

（建築工事)　

防雪フード(吹出しのみ)・分岐管

80kW暖 房 能 力

燃　　　　料 (13A)冷房時67kW／暖房時60kW(参考値)

付 属 品

ガスヒートポンプエアコン

基　　　　礎

2

（室外機)

GHP-1

暖 房 能 力

付 属 品

GHP-1-1

キャンバスダクト・リモコン

0.2ｋｗ200v1Φ 9

GHP-1-2 ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

冷 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

キャンバスダクト・リモコン

（室内機)

10.1ｋｗオールダクト型　

5.6kW

6.3kW

12.5kW

ガスヒートポンプエアコン

（室内機)

オールダクト型　型　　　　式

冷 房 能 力 11.2kW

1階　ホール

1階　市民活動スペース

1階　多目的スペース

SRS 集中リモコン 型　　　　式 システムコントローラー（64台個別制御可能ﾀｲﾌﾟ） 1

ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

冷 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

（室内機)

オールダクト型　GHP-1-3

3.6kW

4.2kW

0.1ｋｗ 3

1階　テナントカフェ

1階　風除室

キャンバスダクト・リモコン・ドレンアップ・他

5.0kW

ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

（室内機)

GHP-1-5

3.6kW

4.2kW

1階　ホールガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

（室内機)

1GHP-1-4

4.5kW

2

1階　コインロッカー

1階　授乳室

0.02kW

0.02kW

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

4方向カセット型

2方向カセット型

型　　　　式 ダブルマルチタイプ・寒冷地仕様・耐塩仕様

42.0 kW

ド レ ン パ ン SUS製

（ 更 新 ）

　　　　　　　　　出口　33.3　℃DB、19.9　℃WB温 水 コ イ ル

（ 更 新 ） 温水量　　　180 L/min  (50～45℃)

96.0 kW

ド レ ン パ ン SUS製

（ 更 新 ） 冷 房 能 力

暖 房 能 力

付 属 品

冷 房 能 力

暖 房 能 力

付 属 品

付 属 品

付 属 品

1階　機械室(1)

1階　機械室

1階　機械室

1階　機械室

1階　機械室

1階　機械室

1階　機械室

1階　機械室(2)

1階　機械室(3)

1階　管理運営団体事務室

特記　ガスヒートポンプエアコンの能力、消費電力は　JIS B 8627 に規定された定格条件による



補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

作成年月工事名称

仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考
相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式
仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考

相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式

1型　　　　式

冷 房 能 力

暖 房 能 力

空冷式パッケージエアコン

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

GHP-2-1 200v1Φ

2階　ｶｳﾝﾀｰ内

5.0kW

GHP-2-2 ガスヒートポンプエアコン

ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

（室内機)

1

型　　　　式 200v1Φ

キャンバスダクト・リモコン

（室内機)

オールダクト型　

4.5kW

5.0kW

1Φ

GHP-2-5 ﾋﾞﾙﾄｲﾝｶｾｯﾄ型

7.1kW

8.0kW

吹出しダクト・化粧パネル・リモコン

2階　ｽﾀｯﾌルーム

（室内機)

GHP-2-3

2.8kW

3.2kW

1

2階　EVホールガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v

12.5kW

1Φ

（室内機)

1GHP-2-4

4.5kW

ガスヒートポンプエアコン

（室内機)

型　　　　式

11.2kW

ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式 200v1Φ

（室内機)

4

7.1kW

8.0kW

吹出しダクト・化粧パネル・リモコン

200v

2階　スタジオBGHP-2-6

ガスヒートポンプエアコン 型　　　　式

2

2 2階　ホール

2階　ｽﾀｯﾌルーム0.088kW

0.1kW

0.088kW

0.02kW

0.085kW

0.085kW

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

2方向カセット型

2方向カセット型

2方向カセット型

付 属 品

暖 房 能 力

冷 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

冷 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

冷 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

冷 房 能 力

冷 房 能 力

暖 房 能 力

付 属 品

冷 房 能 力

暖 房 能 力

付 属 品

SRS 集中リモコン システムコントローラー（64台個別制御可能ﾀｲﾌﾟ）型　　　　式 1

ガスヒートポンプエアコン

（室外機)

GHP-2 屋外室外機置場1.57ｋｗ

冷 房 能 力

（建築工事)　

防雪フード(吹出しのみ)・分岐管

暖 房 能 力

燃　　　　料 (13A)冷房時67kW／暖房時60kW(参考値)

付 属 品

基　　　　礎

型　　　　式 1

ビルトインカセット型

200v

71.0kW

80.0kW

3Φ

1型　　　　式

冷 房 能 力

暖 房 能 力

空冷式パッケージエアコン 冷 2.53kW

基　　　　礎

付 属 品

既製コンクリート境界ブロック（犬走り利用）

架台・フード 床置架台500H(溶融亜鉛ﾒｯｷ)・防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出・吸込）

圧 縮 機

10.0kW(室外機：耐塩仕様)

2.5 kW（冷媒：R32）

化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

200v3Φ

暖 4.88kW

EHP-1 型　　　　式

冷 房 能 力

暖 房 能 力

付 属 品

圧 縮 機

(室外機：耐塩仕様)

ルームエアコン

0.75kW（冷媒・R32）

2.5kW

6.2kW（-15.0℃）

壁取付（溶融亜鉛ﾒｯｷ製）・屋根付き

SUS製室外機用（吹出、吸込）架 台

1Φ 200v 冷 0.445kW 2

1階　会議室200v 1型　　　　式

暖 房 能 力

冷 房 能 力

空冷式パッケージエアコン

(室外機：耐塩仕様)

付 属 品 化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

圧 縮 機

EHP-2

架台・フード 床置架台500H(溶融亜鉛ﾒｯｷ)・防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出・吸込）

暖 3.790kW

3Φ

7.1kW

8.0kW（-15.0℃）

2.0kW（冷媒・R32）

冷 1.70kW

暖 3.04kW

基　　　　礎 既製コンクリート境界ブロック（犬走り利用）

1階　ｶｳﾝﾀｰ前、休憩室

11.2kW

4方向カセット型・ツインタイプ・寒冷地仕様

4方向カセット型・寒冷地仕様

EHP-3

EHP-4

(室外機：耐塩仕様)

11.2kW（-15.0℃）

15.0kW（-15.0℃）

4方向カセット型・ツインタイプ・寒冷地仕様 1階　管理運営団体事務室200v3Φ 冷 3.52kW

暖 6.90kW

付 属 品 化粧パネル・リモコン・ドレンアップ・他

圧 縮 機

架台・フード

基　　　　礎 既製コンクリート境界ブロック（犬走り利用）

床置架台500H(溶融亜鉛ﾒｯｷ)・防雪ﾌｰﾄﾞ(吹出・吸込）

2.8kW（冷媒・R32）

200v

200v1Φ

1Φ

型　　　　式 壁掛型

いたずら防止カバー

型　　　　式 壁掛型

いたずら防止カバー

HEU-1 隠蔽ダクト型型　　　　式

HEU-2 型　　　　式 隠蔽ダクト型

350ｍ3/ｈ×150Pa

付 属 品

能 力

ｲﾝﾃﾘｱｸﾞﾘﾙ・埋込ｽｲｯﾁ・室内ｸﾞﾘﾙ×1・他

能 力

付 属 品

0.182kW

4

1

1階　休憩室1

1階　管理運営団体事務室 

1.0kW

2.0kW暖 房 能 力

付 属 品

暖 房 能 力

付 属 品

全熱交換型換気扇

全熱交換型換気扇

電気パネルヒーター

電気パネルヒーターEH-1

EH-2

1階　男女トイレ

2階　男女トイレ

1階　多目的トイレ1.0kW

2.0kW

1Φ 100v

1Φ 100v

ｲﾝﾃﾘｱｸﾞﾘﾙ・埋込ｽｲｯﾁ・室内ｸﾞﾘﾙ×4・他

40.248kW

500ｍ3/ｈ×160Pa

型　　　　式

能　　　　力

13Φ

（1F 機械室）

給気ファンFS-1 LS200v

NO2×2,800m3/H×200Pa

0.75kW片吸込シロッコ（天吊）

付 属 品 防振吊金物・他

FS-2 1型　　　　式

能　　　　力

付 属 品

軸流ファン（天吊・低騒音） 3Φ 200v 2.2kW給気ファン

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ・防振吊金物・他

(INV)

片吸込シロッコ（天吊）型　　　　式

能　　　　力

付 属 品 防振吊金物・他

200v3Φ排気ファン

（1F 機械室）

FE-1 0.75kW LS 1

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）

能　　　　力

付 属 品

型　　　　式

防振吊金物・他

LS 1200v3Φ

200v3Φ 0.75kW 1型　　　　式

能　　　　力

付 属 品

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）

防振吊金物・他

（1F 喫茶室厨房）

消音ボックス付ラインファン（天吊）型　　　　式

能　　　　力

付 属 品

型　　　　式 消音ボックス付ラインファン（天吊）

防振吊金物・他

防振吊金物・他

能　　　　力

付 属 品

FE-2 排気ファン

排気ファン

（1F 湯沸室）

排気ファン

排気ファン

（1F トイレ）

FE-5

FE-4

FE-3

1LS

LS 10.08kW

0.08kW

LS

100v

100v1Φ

1Φ

0.5kW

型　　　　式

型　　　　式 ストレートシロッコファン

ストレートシロッコファンﾝ

能 力

付 属 品 防振吊金物・他

付 属 品 防振吊金物・他

送風機

送風機 1Φ 100v

1Φ 100v

能　　　　力

0.075kW

0.136kWFE-6

FE-7

1

1

付 属 品

LS 1排気ファン 型　　　　式

能　　　　力

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）

防振吊金物・他

1Φ 100v 0.01kWFE-8

機　　器　　表　　（2）

1方向カセット型・寒冷地仕様 1階  男女更衣室

2階 スタジオB

1階 機械室

1階 機械室

1階 倉庫

1階 機械室

1階 倉庫

1階 機械室

2階 男子トイレ

2階 女子トイレ

2階 倉庫

1階　管理運営団体事務室

200Φ×700ｍ3/ｈ×108Pa

200Φ×450ｍ3/ｈ×110Pa

150Φ×260ｍ3/H×120Pa

NO1-3/4×1,200ｍ3/H×360Pa

NO1-1/2×1,350ｍ3/H×180Pa

100Φ×100ｍ3/H×80Pa

150Φ×150ｍ3/H×120Pa

NO2×2,800ｍ3/H×180Pa

縮尺 図面番号図面名称

A3
A1

2019.3

－
－空気調和設備　機器表（2） M-05

旧県立美術館機械設備改修工事

　　　空冷式パッケージエアコンの能力、消費電力は　JIS B 8616 に規定された定格条件による

特記　ガスヒートポンプエアコンの能力、消費電力は　JIS B 8627 に規定された定格条件による

（凍結防止用）

（凍結防止用）

特記　空冷式パッケージエアコンの能力、消費電力は　JIS B 8616 に規定された定格条件による

　　　給排気ファンの消費電力値は　JIS C 9603の規定による

　　　全熱交換器の交換効率は　JIS B 8628の規定による

標準タイプ・寒冷地仕様・耐塩仕様

（1F 機械室 AC-1系統） NO5×8,60ｍ3/H×180Pq

1階 機械室

（1F 男女・多目的トイレ）



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1 -

-

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

階 番　号 室　　　名

VAV更新一覧表

風　量
（m3/H） 個数 電源

1　100V 系  統 設置場所 備     考

2 VAV-1 1,610 1 - AC-1 (SA用)

2 VAV-2 2,880 1 - AC-1 (SA用)

3 VAV-3 5,800 1 - AC-1 (SA用)

3 VAV-4 30,160 1 - AC-1 (SA用)

3 VAV-5 5,650 1 - AC-1 (SA用)

3 VAV-6 3,900 1 - AC-1 (SA用)

　電気式全閉機能風速センサー付　　消音型

　絞り回路設定　：　0・60　～　100％

M-06

VHS

階 室　　　名 種別 器具型式 寸　　　法 風　量 個数 系  統 備     考

制気口リスト

1

1

1

1

1

1

1

1

OA

EA

OA

EA

EA

EA

OA

EA

VHS

H  S

VHS

H  S

H  S

H  S

VHS

H  S

500×500

500×500

150×150

150×150

200×200

150×150

150×150

150×150

（m3/H）

1,570

1,400

100

100

150

100

50

50

3

2

1

1

1

1

1

1

FS-1

FE-1

OAC-1

OAC-1

FE-4

FE-5

OAC-1

OAC-1

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

OA

SA+OA

RA

SA

RA

SA

SA

EA

EA

EA

CL-5

CL-4

CL-4

CL-4

BL-D

BL-D

CL-8

ﾌｰﾄﾞ

H  S

500×100

SD-4000L

R-2000L

SD-2000L

R-2000L

1500L

2000L

R-1000L

600×400

200×200

250

2,350

900

900

900

400

500

700

1,000

200

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

FE-3

FE-3

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

SA

SA

SA

SA

SA

RA+EA

EA

EA

EA

EA

C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

CL-3

H  S

H  S

H  S

H  S

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

R-3000L

250×250

250×250

150×150

200×200

875

750

600

400

275

875

300

275

50

150

6

4

6

4

2

16

1

1

FE-2

FE-2

FE-2

FE-2

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

多目的トイレ

女子トイレ

機械室

機械室

倉庫

倉庫

トイレ

湯沸室

倉庫

倉庫

廊下

ホール

ホール

風除室

風除室

喫茶室

喫茶室

喫茶室

喫茶室(厨房)

喫茶室(厨房)

多目的スペース

多目的スペース

多目的スペース

多目的スペース

多目的スペース

多目的スペース

女子トイレ

男子トイレ

1 EA H  S 1授乳室 150200×200

150×150 150 1

OAC-1

OAC-1VHSSA授乳室1

コインロッカー1

1 コインロッカー

EA H  S 1150200×200

150×150 150 1

OAC-1

OAC-1VHSSA

1

1

EA H  S 200×200

150×150

OAC-1

OAC-1VHSSA

会議室

会議室

180

180

2

2

2

2

1

1

EA H  S

150×150

OAC-1

OAC-1VHSSA

女子更衣室

女子更衣室

150×150 1

1

120

120

吹出口番号①

吹出口番号②

吹出口番号③

吹出口番号④

吹出口番号⑤

2

2

2

倉庫

倉庫

風除室

OA

EA

SA

VHS

P  S

CL-3

200×200

200×200

R-500L

150

150

150

1

1

1

OAC-1

OAC-1

OAC-1

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

OAC-12 カウンター SA VHS 1150×150 120

2 ロッカー EA H  S 150×150 60 1 OAC-1

VHS

EA H  S

OA

スタッフルーム

スタッフルーム

OAC-1

OAC-1

2

2

280

280

2

2200×200

250×250

EA H  S 200×200 22 男子トイレ 180

EA H  S 200×200 22 女子トイレ 200

2

2

2

2

2

2

ホール

ホール

ホール

ホール

ホール

ホール

SA

SA

SA

RA+EA

RA

RA

C-2

VHS

VHS

H  S

H  S

G  V

#25(SED付)

1500×100

2000×150

1000×400

2000×200

2000×500

550

550

1,100

2,200

2,200

5,700

4

2

1

1

1

1 AC-1

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

2

2

2

大展示室

大展示室

大展示室

SA

SA

EA

APC

APC

G  V

#30

#30

2500×2500

720

805

35,000

4

2

1

AC-1

AC-1

AC-1

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

吹出口番号⑦

吹出口番号⑧

EA H  S2 250×250倉庫 260 1

1

1 休憩室

管理運営団事務室 OA・SA

OA・SA 2

4

HEU-1付属品

HEU-2付属品

3

3

3

3

3

3

3

3

3

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

SA

SA

SA

SA

SA

SA

RA

SA

SA

APC

APC

APC

APC

APC

APC

RAG

Z  G

Z  G

#30

#30

#30

#30

#30

#30

有効　2.1m

#8

#9

1,050

1,000

900

850

750

750

15,000

696

412

2

2

4

2

5

3

1

24

34

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

清掃再使用

吹出口番号⑥

吹出口番号⑤

吹出口番号④

吹出口番号③

吹出口番号②

吹出口番号①

OA・SA

OA・SA

4HEU-2付属品

HEU-2

HEU-1

HEU-2

HEU-2HEU-2付属品

2

2

スタッフル－ム

スタジオＢ

FE-6

FE-7

FE-8

空気調和設備　機器表（3）・制気口リスト

6

仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考
相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式

機　　器　　表　　（3）

付 属 品

LS 13Φ 200v型　　　　式

能　　　　力

集塵ファン 1.5kWターボ型・下部水平ﾀｲﾌﾟ(BN6T）

架台・防振吊金物

FE-9 2階　スタジオＡ

150Φ×28ｍ3/min×最大2.16kPa

ひも付袋フィルター(TR-1074）×20（予備共）・他

型　　　　式

風　　　　量 NO3×15,000ｍ3/ｈ×600Pa

排煙機SMF-1 3.7kW 1 2階　排煙機室200v3Φ

防振架台・オイルタンク搭載法的付属品

付 属 品

エ ン ジ ン

屋内エンジン・モーター両駆動、床置型

制御盤(電源、操作戦共）・消音器・バッテリ

水冷4サイクル・ディーゼルエンジン

参考重量 370kｇ+50kｇ

スタジオＡ３

スタジオＡ３

スタジオＡ１

スタジオＡ３

スタジオＡ３

スタジオＡ３

スタジオＡ３

スタジオＡ３
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空気調和設備　２階平面図（ダクト）
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補正年月日 補正内容 備　考

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図

北

更新

更新

更新

更新

更新

特記：既設ダクト清掃再使用

３ 階 平 面 図　 S=1：100

工事名称 作成年月

図面名称 縮尺 図面番号

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

空気調和設備　３階平面図（ダクト） M-10
1:100
1:200

A1
A3
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200

工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

空気調和設備　１階平面図（配管）
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冷媒サイズ表
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詳細図参照
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１ 階 平 面 図　 S=1：100

特記　　　　は腰壁ｺｱ抜き、補修箇所を示し、その他配管は既設ルートを利用する。

耐火ｷｬｯﾌﾟ固定ﾋﾞｽ 熱膨張性耐熱ｼｰﾙ材充填

耐火ｷｬｯﾌﾟ

冷媒被覆銅管
40mm以上

冷媒管防火上主要な間仕切り貫通部処理参考図

１．図中の　　　　　は防火上主要な間仕切りを示す。

特記事項

65 FJ-750L×6

遮音パネル（建築工事）

計装配管・別途電源用配管

冷媒配管・冷温水配管
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亜鉛メッキ架台（L－65×65×6）

Ｕ字溝（普通型 800）Ｕ字溝（普通型 600）

亜鉛メッキ架台（L－45×45×5）

亜鉛メッキ蓋 600L（取手共） 冷媒配管・冷温水配管

計装配管・別途電源用配管

ＧＬ

冷媒配管保護用トラフ参考納まり図　1：30 冷温水配管保護用トラフ参考納り図　1：30
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一文字バトン

一文字バトン

機械排煙機（機械設備）

消火栓
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消火栓
消火栓

消火栓

既存大理石

座面
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格子バトン

格子バトン

給気口 350×350

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

1:100
1:200A3

A1

旧県立美術館機械設備改修工事
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記号

冷媒サイズ表
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ガス管
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特記　　　　は腰壁ｺｱ抜き、補修箇所を示し、その他配管は既設ルートを利用する。

２ 階 平 面 図　 S=1：100

空気調和設備　２階平面図（配管）

耐火ｷｬｯﾌﾟ固定ﾋﾞｽ 熱膨張性耐熱ｼｰﾙ材充填

耐火ｷｬｯﾌﾟ

冷媒被覆銅管
40mm以上

冷媒管防火上主要な間仕切り貫通部処理参考図

１．図中の　　　　　は防火上主要な間仕切りを示す。

特記事項

M-12
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1
A3

旧県立美術館機械設備改修工事

M-13

2019.3

空気調和設備　機械室改修詳細図
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C
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EA

20　 G V（ﾌﾞﾛｰ用）

温度計

温水

×2個 

×2個 

×2個 

×2個 

×1台 

65　B  V

65  防震継ぎ手

温度計

20　 G V（ﾌﾞﾛｰ用）

×1個 

×1個 

×1個 

×2個 

×1台 

65　B  V

65  防震継ぎ手

温度計

20　 G V（ﾌﾞﾛｰ用）

×1個 

×1個 

×1個 

×2個 

65　B  V

65  防震継ぎ手

×3台 

40　 G  V

40　 FJ-500L

50　 G V（ﾌﾞﾛｰ用）

50　 ｵｰﾊﾞｰﾌﾞﾛｰ ×1個 

×1個 

×1個 

×1個 

×1台 ＰＷＨ－１ ＰＷＵ－１

ＢＨ－１ ＰＣＨ－１

圧力計

ＴＥＸ－１ ×1台 

×1個 

圧力計

×1台 

×1個 

ＴＥＸ－２

機器回り弁・継ぎ手類表
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CH CHR

HR

H

CH

E E

１

１

ＡＣ

１

既設格子桝

100,100,65,65

100

65

二方弁装置 100A
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（床転がし）

D

既設格子桝

１

50,40
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（床転がし）
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HRH
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600L/min
420L/min

600L/min
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65,65

ＢＨ
20 自動空気抜き弁装置　×6個

（0.25MPa）
安全弁40
（0.25MPa）

二方弁装置 80A

二方弁装置 100A

安全弁50

二方弁装置 65A

300×300

350×350

FD

300×300

700×500

既存ＥＡガラリ既存ＯＡガラリ

MD×3

FD×3

EXP・J

FD

FD×2

1,300×1,100

650×600

ＡＣ

１

ＦＳ

２

1,300×1,100

FD

350×350

除湿コイル撤去後、ダクト接続のこと

煙導 350Φ

煙導　400φ

煙導　400φへ接続

煙道撤去後、鋼板にて塞ぐこと

（床転がし）

50

ＰＷＵ

１

ＰＣＨ

ＰＷＨ

ＰＣＨ

ＰＣＨ

Ｓ

Ｙ形ストレーナー

ＢＶ

ＢＶ

二方弁

Ｍ

Ｐ

圧力計

二方弁装置要領図　　S=NON

機械室詳細図（配管）　1/50機械室詳細図（ダクト）　1/50

特記：冷温水・温水配管には防錆不凍液を入れること

1:50
1:100
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LAN

ＩＰｖ４ネットワーク

概　　要 仕　様

RS

ＬＣＤ／ＴＰ

更新

更新

更新

更新

更新

DDC

既存

更新

電源 　：ＤＣ２４Ｖ４９Ｗ

ＬＣＤ 　：１５型

表示色 　：１６７７万色

表示文字　：英数文字，カナ，ひらがな，漢字（ＪＩＳ第１，第２水準）

記号及び図形

解像度 　：１０２４×７６８ドット

ＬＣＤ操作　：タッチパネル（アナログ抵抗膜式）

ＣＰＵ 　：１．８ＧＨｚ

印字方法　：インクジェット

印字色 　：フルカラー

印字用紙　： Ａ４

電源 　：ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ，５１ＶＡ

ＩＪＰ

ＩＰｖ４

ネットワーク

通信方式 ：Ｅｔｈｅｒｎｅｔ，ＴＣＰ／ＩＰプロトコル群，ＩＰＶ４対応

通信速度 ：１０Ｍｂｐｓ，１００Ｍｂｐｓ

ケーブル仕様 ：１００ＢＡＳＥ－ＴＸ，１００ＢＡＳＥ－ＦＸ（エコマテリアル）

ＵＰＳ

（簡易型）

中央監視装置の基幹をなす伝送幹線であり、各種データ伝送を行う。

通信プロトコルはＩＥＩＥＪ－Ｇ－０００６：２００６（アデンダムａ含む），

ＨＴＴＰなど。

空調機用コントローラ

入力 　：ＡＣ／ＧＣ１１０Ｖ１０Ａ

出力 　：ＡＣ１００Ｖ １０Ａ

バッテリー動作時間：１０分

ＵＰＳ （簡易型）

メインシステムユニット

（制御部）

タッチパネル

（表示部）

Ｗｅｂブラウザの機能によりシステム管理情報の表示・操作及び、各種プログラム

の設定，変更を行う。

タッチパネル（表示部）にて画面の選択及び、操作を行う。

表示の中心となるユニットで、各種のリストやグラフの表示を行う。

又、マルチウィンドウ表示により複数のグラフ，データの同時表示を行う。

ＭＳＵ

タッチパネル

15 型LCD

カラーインクジェット

プリンタ

各種データの印字を行う。

１．日報，月報

２．トレンドデータ

中央監視装置及び、必要な端末伝送装置に無停電電源を供給する。

リモートユニット

電源 　：ＡＣ１００Ｖ

５０Ｈｚ，１０５ＶＡ

ＣＰＵ 　：ＰＯＷＥＲＰＣ６６７ＭＨｚ（３２ビットＣＰＵ）

メモリ 　：５１２メガバイト

ＯＳ 　： Ｌｉｎｕｘ

ＳＳＤ 　：８ギガバイト

最大管理点数　：200 オブジェクト

ANN-A

PRT-1LCD

ANN-B

ＶＡＶコントローラ（ＶＡＶ本体組込）
IVC

Ｔ 温度検出端

ＦＣＵコントローラ
FUC

UT
ユーザー

ターミナル

FCU

VAV

2
0
0

337

100

電気工事

温・湿度検出端

Ｔ

Ｈ

リモ―ト

ユニット

(ＲＳ)

(ＲＳ)

(LCD)

ＡＣ１００Ｖ２０Ａ

第３種接地

給電中信号

火災信号

　　本工事

受変電設備

個別線（計測，表示，警報信号）

動力盤，分電盤

個別線（操作，表示，警報信号）

伝送線

リモ―ト

ユニット

ＵＰＳ

電源線

オペレータ

　インターフェース

プリンタ

アナンシェータ

中

央

処

理

装

置

(PRT-1)

(ANN)

※

※

注）※印は中央監視盤本体部分を示す。

※

※
空調機用

コントローラ

(ＵＣ)

動力盤

個別線（設定，切換，警報信号）

個別線
既存配線

温・湿度検出端

Ｔ

Ｈ

(LCD)

ＡＣ１００Ｖ２０Ａ

第３種接地

給電中信号

火災信号

既存配線

受変電設備

個別線（計測，表示，警報信号）

動力盤，分電盤

個別線（操作，表示，警報信号）
伝送線

ＵＰＳ

電源線

TP

※

空調機用

コントローラ

(DDC)

動力盤

個別線（設定，切換，警報信号）

個別線

MSU

日報プリンタ

(IJP)

AC100V

（既設コンセント）

リモ―ト

ユニット

(RS)

リモ―ト

ユニット

(RS)

※

容量　　１ＫＶＡ　　入力：ＡＣ１００Ｖ 　　出力：ＡＣ１００Ｖ

バッテリー動作時間：最大１０分

ＩＰＥＶ－Ｓ　０．９ｘ１Ｐ　相当

入出力点数　：中央管理点入出力一覧表参照

電源　　　　：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

付属品　　　：パラメータ設定器１台（合計）

空調機用

入出力点数　：中央管理点入出力一覧表参照

電源　　　　：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％　５０Ｈｚ／６０Ｈｚ

リモートユニット

プリンタ 形　　式　　：インパクトドットマトリクス

印字文字種　：英，数，カナ，漢字 印字色：黒，赤 印字数　　　：ＡＮＫ　１３６字／行

電源　　　　：ＡＣ１００Ｖ±１０％，５０Ｈｚ／６０Ｈｚ，２００ＶＡ

(PRT-2)

プリンタ

　１）マイクロプロセッサで構成し、機能はソフトウエアで処理する。

　２）周辺機器の操作制御を行なう。

　３）警報検出及び警報の正常復帰検出

　４）状態変化の検出

　５）スケジュール制御

　６）イベントプログラム制御

　７）テナントカレンダ制御（５０カレンダ）

　８）火災プログラム（火災時指定動力の停止）

　９）復電プログラム（復電時指定動力の順序起動）

１０）アナログ値（温度など）の計測

１１）アナログ値の上下限警報監視

１２）運転時間積算／投入回数積算監視表示

１３）自己点検（システムチェツク，発停エラーチェツク）

インターフェイス

オペレータ

中央処理装置

システム機能機器名称

(LCD)

(PRT-1)

機器仕様

管理点数　　：５００点

主記憶装置　：ＩＣメモリ

接地条件　　：第３種単独接地

供給電源　　：ＡＣ１００／２００Ｖ，５０／６０Ｈｚ

　　　　　　　最大２００ＶＡ

電源断保護　：停電後１００時間のデータメモリ

　　　　　　　及びカレンダ動作

周囲条件　　：５～４０℃，２０～８０％ＲＨ

システム入出力：システム出力（システム異常，重故障，軽故障，　　　　　　　　紙切れ，火災確認）

　　　　　　　　システム入力（給電状態，火災 ）

警報ブザー　：電子ブザー

形　　式　　：バックライト付大型ＬＣＤ，１０”相当

表示文字　　：英，数，カナ，漢字，記号，絵文字（アイコン）

表示色　　　：カラー（８色）

操作部　　　：表示部上全面タッチパネル

　　　　　　：ＬＣＤ自動消去

視認性　　　：ＬＣＤの取付角度は最大２０゜可変とする

形　　式　　：感熱式ドットマトリクス

印字文字種　：英，数，カナ，漢字

印字色　　　：黒

印字数　　　：ＡＮＫ　４０字／行

アナンシェータ

(ANN-A)

(ANN-B)

簡易表示部　：７セグメント，６桁（ＡＮＮ－Ａのみ）

操作部　　　：起動／停止，最終ＯＦＦ時刻変更　　　　　　　ランプテスト等（ＡＮＮ－Ａのみ）

常時表示灯　：ＬＥＤ，２灯（赤，緑）／点　　　　　　　ＡＮＮ－Ａ：４０点　　　　　　　ＡＮＮ－Ｂ：５０点

VAVコントローラ 電源　　　　：ＡＣ２４Ｖ±１０％　ＡＣ１００Ｖ±１０％

温度入力　　：サーミスタ 温度入力，ＵＴ接続，通信ケーブル接続ともコネクタ接続

電源　　　　：ＡＣ２４Ｖ±１０％　ＡＣ１００Ｖ±１０％

温度入力　　：Ｐｔ３ＫΩ 温度入力，ＵＴ接続，通信ケーブル接続ともコネクタ接続

FCUコントローラ

ユーザーターミナル 電源　　　　：ＦＣＵコントローラより供給される。

　　　　　　　（ＡＣ２４Ｖ±１０％　ＡＣ１００Ｖ±１０％） 伝送距離　　：５０ｍ

日報プリンタ

(PRT-2)

分電盤

分電盤

ＶＡＶコントローラ（ＶＡＶ本体組込）
DDCV

Ｔ 温度検出端

VAV

伝送線

ＶＡＶコントローラ

(ＤＤＣＶ)
　１）中央監視に接続され、ＶＡＶ風量制御を行う。

　　　又、ＶＡＶ本体に組付けられるものとする。

電源　　　　：ＡＣ２４Ｖ±１０％　ＡＣ１００Ｖ±１０％

温度入力　　：サーミスタ温度入力，ＵＴ接続，通信ケーブル接続とも

重故障・軽故障・システム異常

機械警備盤

既存配線

伝送線

(ＲＳ)

(FＵＣ)

(IVC)

(ＵT)

コントローラ

（UC)

　１）リモートユニットと中央監視盤間のデータ伝送をする。

　１）中央監視盤に無停電電源を供給する。

　１）リモートユニットと中央監視盤間のデータ伝送をする。

　１）中央監視と通信（コミュニケーション）し、空調機廻りデジタル演算・制御　　　を行なう。

　２）各入出力点間は個別配線とする。

　１）現場に設置して中央制御装置とデータ伝送を行なう。

　２）リモートユニットと各入出力点数は個別配線とし、動力盤との信号取り合い

　　　は補助リレー等で電気的に分離して入出力点の事故から影響を受けないよう　　　にする。

　１）指定時刻に日報を印字する。（フォーマット指定最大５頁，１２点／頁）

　２）指定日時に月報を印字する。

　１）システムと連動し、異常発生時（警報，状態変化，アナログ上下限）に、

　　　そのポイントの名称，データ，時刻を印字する。

　２）自動及び手動による各種操作に対して名称，データ（ディジタル点，

　　　アナログ点），時刻を印字する。　　　（制御，状態変化，一覧，操作状変ヒストリ）

　１）タッチパネルによりデータの表示，操作，警報確認を行なう。

　　　（システム運用として、パスワードによる操作制限，運用区分設定機能を有する）

　２）各制御プログラムの変更を行なう。

　３）各管理点の情報としてアドレス，名称，単位，状態を表示する。

　４）画面には年月日，曜日，時刻を必要時表示する。

　１）簡易表示部に時刻又は、計測値，積算値，最終ＯＦＦ時刻等を表示する。

　２）発停，状態，警報点の状態を常時表示する。（ＡＮＮ－Ａ，－Ｂ）

　３）発停点の個別手動発停操作を行なう。

　　　（ＡＮＮ－Ａ，－ＢのポイントをＡＮＮ－Ａの共通操作部よりコマンドする）

　４）最終ＯＦＦ時刻の変更操作を行う。

　１）中央監視に接続され、ＶＡＶ風量制御を行う。又、ＶＡＶ本体に組付けられる

　１）中央監視に接続され、ＦＣＵ温度制御等を行う。

　１）ＦＣＵコントローラ及び中央監視と通信接続され、室温表示，設定，外気温表示，

　　　ＦＣＵ運転・停止が行える。

　　　（ＡＮＮ－Ａのみ）

　　　（画面構成は階層構造とし、機器一覧，ポイントタイプ別一覧が  　　　構成できるものとする。）

コネクタ接続

7570

500

8
0
0

100500

8
0
0

更　新　前

システム構成図

更　新　後

システム構成図中央監視盤　姿図 中央監視盤　姿図

＜中央監視盤＞

＜プリンター＞

中央監視機器機能表 中央監視機器機能表

注）寸法は参考とする。

＜プリンター＞

注）事務室システム制御盤へ組込み

給電及び、給電ﾌﾞﾚｰｶ-は電気設備工事区分

入出力点数　：中央管理点入出力一覧表参照

電源 　：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％ ５０Ｈｚ

入出力点数　：中央管理点入出力一覧表参照

制御内容 　：自動制御計装図参照

電源 　：ＡＣ１００／２００Ｖ±１０％ ５０Ｈｚ

現場に設置して中央制御装置とデータ伝送を行なう。

リモートユニットと各入出力点数は個別配線とし、動力盤との信号取り合いは

補助リレー等で電気的に分離して入出力点の事故から影響を受けないようにする。

中央監視と通信（コミュニケーション）し、空調機廻りデジタル演算・制御

を行う。

各入出力点間は個別配線とする。

注）※印は中央監視盤本体部分を示す。

2
6
0
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補正年月日 補正内容 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3 -

-

2019.3

自動制御設備　中央監視装置　姿図・機器機能表

旧県立美術館機械設備改修工事
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１．システム基本機能

１１．データ管理機能

７．制御機能－共通

４．監視機能・ポイント操作

２．画面全般

３．ユーザー管理

５．監視機能・各種一覧表示

６．監視機能・各種警報通知

８．制御機能－電気

９．制御機能－防災

（１） 操作方法

タッチパネルにより操作を行う。

（２） 機器個別発停操作・設定値変更

関連するリスト画面より管理点を選択して機器の発停操作・設定値の変更を行う。

複数の機器を同時に起動する場合は、一定の遅れ時間をおいて順次起動する。

（３） 状態監視

管理点の状態・計測値・計量値の監視を行う。

（４） 警報監視

管理点・システム構成機器の警報発生・復帰の監視を行う。

管理点の警報発生時は、最新の警報内容を専用エリアに表示すると共に、発生した警報に応じた

インジケータの点滅表示を行う。

また、ブザー鳴動（音色４種類 ）、ガイダンス表示を行う。

（５） 発停失敗監視／状態不一致監視

中央監視より発停指令後、一定時間機器の状態が変化しない場合、また中央監視の指令と機器の状態が

不一致となった時は、警報を発する。

（６） 最新警報表示

最新の警報内容を画面の専用エリアに表示する。

マルチウィンドウ表示

ＢＡＳ画面は３画面を同時に表示することができる。

また、最大４画面の表示を同時に行い、画面横断的な情報把握を可能とする。

画面スクロール機能

各種一覧画面等で画面上にすべての情報を表示しきれない場合は、スクロール機能により画面を移動させ

表示することができる。

メニュー機能（お気に入り）

頻繁に参照する画面を登録し、お気に入りメニューから選択して画面を表示する。

お気に入りメニューはサムネイル付き又はテキストによる表示を行う。

画面印刷（画面キャプチャー）

表示中の画面イメージを指定したプリンタに印刷／保存できる。

（１）

（２）

（３）

（４）

ユーザ管理

ユーザＩＤとパスワード（最大２００）登録し、各機能画面に対して、操作の許可範囲（操作／表示のみ／

表示不可）を設定できる。

特定ＩＰアドレスの監視用ＰＣは、ログイン時の認証処理を不要とできる。

運用区分設定

管理点を運用区分として、最大３２区分（系統）に振り分け、ユーザＩＤ毎に

それぞれの運用区分に属する管理点の操作、アラーム表示及び、ブザーの鳴動範囲を指定できる。

（１）

（２）

管理点詳細画面表示（ポイント操作ダイアログ）

グラフィック画面から直接管理点の詳細画面を表示する。

詳細画面では、状態、計測値の管理点情報・管理点登録情報・運転時間データなどの情報・過去４８時間

分のトレンドバーグラフ・スケジュールを表示する。

保守登録

定期点検中、保守中の管理点を保守登録とすることにより、監視、制御やスケジュール対象からはずすこと

ができる。その際、保守中インジケータを表示する。

計測値偏差値監視・設定

偏差（ 計測値と設定値の差）が設定された値を超えた時は、警報を発する。

運転時間／投入回数積算

機器の運転時間、運転（投入）回数を積算し、表示する。

（１）

（２）

（３）

（４）

ソフトアナンシエータ表示

各設備の状態を画面上にアナンシエータ（集合表示灯）形式で表示する。表示は個別情報が見やすい

拡大モードと一覧性に優れる縮小モードの選択が可能とする。ポイントの状態が一目で判断できるよう、

ボタンの表示色が変化する。また、このボタンをクリックすることでポイント詳細画面の表示を可能とする。

また、ユーザーは自由にグループを作成可能とする。

ソフトアナンシェータ画面：　4 枚

管理点検索（ポイント検索）

管理点の属性情報（管理点名称，グループＮｏ．管理点種別）を条件として検索し、結果を一覧形式で

まとめて表示できる。また結果はＰＤＦファイルとして出力ができ、印刷を可能とする。

管理点一覧表示

各管理点の状態毎に次の一覧形式で表示する。

グループ、警報中、運転中、停止中、保守中、トラブル中

グループ一覧においてはグループ単位での一括発停操作や設定変更を可能とする。

各一覧表はＰＤＦファイルとして出力でき、印刷を可能とする。

モジュール状態監視（デバイス状態監視）

システム構成機器の状態・通信状態を常時監視し、異常時には警報を発する。

リモートユニット状態監視

リモートユニット の状態・通信状態を常時監視し、異常時には警報を発する。

バックアップ電池監視

ＭＳＵ及びリモートユニットのメモリバックアップ電池の異常を監視する。

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

ポイントガイダンス強制表示

各管理点に関しての詳細コメント（警報発生時の処理方法や連絡先）を表示する。

また警報発生時にはガイダンスを自動表示できる。

外部移報

管理点の代表警報を外部接点にて出力する。

（１）

（２）

（１） カレンダ制御

平日、休日、特別日１、特別日２の設定が２年先までできる。

タイムプログラム制御

中央監視からの操作対象機器をタイムプログラムに登録し、自動的にスケジュール発停操作を行う。

スケジュールは、マスタースケジュールと実行スケジュールを有する。

マスタースケジュールで４種の日付種別に対して起動・停止時刻を設定する。

カレンダ情報とマスタースケジュールにより、当日を含む７日間の実行スケジュールを作成する。

実行スケジュール上で起動・停止時刻の変更ができる。

対象機器に対して起動／停止の出力動作を１日に最大８／２４回まで設定できる。

タイムプログラム一覧

複数のタイムプログラムを任意にグループ化し、一覧表示ができる。

スケジュール合成

共用機器の発停のために、複数のタイムスケジュールの起動条件と停止条件から１つのタイムスケジュール

を作成する。

機器連動制御

管理点の状態変化・警報発生等（イベント）を条件として、操作対象機器を指定した状態（起動／停止等）

に動作させる。

スケジュール設定値制御

年間を通じて予め設定された指定期間/ 曜日/ 時刻毎に室温などの設定値を自動的に変更する。

また、変更する値が現在値に対し増エネと判断される場合は、自動的に出力を保留することができる。

・期間：１２期間 ・曜日：７曜日、休日、特別日１、特別日２ ・時刻：２４時刻

数値演算

積算値や計測値に対し四則演算を行い、演算結果を管理点に出力できる。

論理演算

複数の管理点の入力状態に対して、論理演算（ＡＮＤ・ＯＲ）判断を行い、結果を管理点に出力できる。

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）

火災処理制御

火災信号入力時、ブザー鳴動、火災インジケータ点滅表示、バーチャルプリンタ表示により火災発生

の通知を行う。

また、火災信号入力時、空調機等の関連機器を自動的に停止することを可能とする。

火災時の動作は、他の制御より優先して実行する。

火災復帰時は、手動操作で火災処理制御を解除する。

（１）

（１）

（２）

（１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

トレンドデータ収集

計測値，積算値，機器の運転状態の時系列変化を一定時間蓄積する。

データ蓄積時間は次の通りとする。

・１分周期データ　：過去４０日分（ただし、積算値は３０分周期） ・１時間周期データ：過去１３ヶ月分

・１日周期データ　：過去１０年分 ・１ヶ月周期データ：過去１０年分

ユーザーデータ加工支援機能

トレンドデータとして収集したデータをＣＳＶ形式で手動及び、自動でファイル出力ができる。

トレンド表示・印刷

トレンドデータとして収集したデータをトレンドグラフ（折れ線）、バーグラフ（棒グラフ、積層グラフ）

にて表示する。トレンド・バーグラフ  5  枚

同一画面上に データを表示する。（１枚のグラフに表示できる軸は最大２本）

日報・月報表示

計測値や積算値を指定したフォーマットで表示する。

（日報：　5 枚、月報：　5 枚）

必要により最大値・最小値・平均値等の演算値を表示する。

また自動及び、手動でＰＤＦファイルを生成し、印刷を可能とする。

手動印刷の指定範囲は 日報：過去１３ヶ月分，月報：過去１０年分

また、登録された管理点のデータをＣＳＶ形式でのファイル出力を可能とする。

バーチャルプリンタ

警報，状態変化，操作設定，未確認警報を最新のものから年／月／日／時／分／秒順に一覧形式で表示する。

表示種別を選択することにより、全体もしくは警報，状態変化，操作設定，未確認警報を抽出、表示できる。

表示中のデータは、文字列や時刻による検索、コメント入力を可能とする。

また自動及び、手動でＰＤＦファイルを生成し、印刷を可能とする。また、ＣＳＶ形式でのファイル出力も可能とする。

運転時間監視／投入回数監視

機器の運転時間、運転（投入）回数を監視し、あらかじめ設定された値を超えた機器を一覧形式で表示する。

（インジゲータに「保守警告」として表示する。また、その一覧はＰＤＦファイル、もしくはＣＳＶ形式として

出力でき、印刷を可能とする）

データ自動出力統合

トレンドデータとして収集した1分周期データを、1日 1 回グループリスト毎に自動でＣＳＶ形式での

ファイル出力ができる。

また、バーチャルプリンタ（ＰＤＦ／ＣＳＶ）・日月年報（ＰＤＦ／ＣＳＶ）・ユーザーデータ加工 も同様に、自動で

ファイル出力ができる。

（７）

とする。

２点の

（１）機器の運転状態，故障，警報等の状態を赤／緑のＬＥＤで点灯／消灯／フリッカーにより表示する。

　　　又、ＡＮＮＡ（基本アナンシェータ）に於てはワンポイント表示部により、現在時刻，計測点，

　　　積算点の現在値等を選択表示することが出来る。

（２）手動発停操作

　　　操作キーを直接タッチすることにより、操作を行なう。

１０．アナンシェータ

（１）伝送系トラブル監視

　　　ＵＣ，ＦＵＣ，ＲＳ伝送異常時等、警報表示を行なう。

９．自己診断

（１）メッセージプリンタ

　　　警報記録，正常復帰記録，発停失敗記録，計測値上下限記録，日替記録，停復電，火災時記録，操作記録，

　　　状態変化記録の各印字を行なう。

（２）日報用プリンタ

　　　日報印字：計測値・積算値の毎正時データ，１日の導計値を指定時刻に作表印字する。

　　　月報印字：積算値の毎日の集計値，月の集計値を指定日時に作表印字する。

８．記録機能

７．データ管理支援

（１）警報ヒストリ

　　　警報発生（復帰）履歴を長期に渡って記憶し、一覧表示印字を行う。

（２）操作・状態変化ヒストリ

　　　過去の操作及び状態変化、またその時刻を表示・印字する。

（１）タイムプログラム

　　　動力等の機器はタイムプログラムに登録することによって、自動的にスケジュール発停（入／切）操作を行なう。

　　　タイムプログラムは７曜日及び休日／特別日（２種）に対し、それぞれ起動／停止の時間を自由に設定すること

　　　が出来る。又、向こう１週間の残業運転毎の臨時スケジュールが設定出来る。

（２）イベントプログラム制御

　　　監視点の状態変化，警報発生などを指定条件として、対象動力を予め設定した状態に動作させる。

（３）火災プログラム

　　　火災時に空調機等の関連機器を停止させる。

　　　火災入力時には、ＬＣＤに火災メッセージを表示し、登録された機器を自動的に停止させる。

（４）復電プログラム

　　　復電後自家発から商用電源に切換った後、停電直前に運転（閉路）していた機器を自動的に再起動（投入）

　　　させる。再起動時の順序指定，再投入の対象外指定を可能とする。

（５）テナントカレンダー制御

　　　休日／特別日が設定できるカレンダーにより、テナント単位で独自のカレンダーが設定出来る。

　　　カレンダーは年間カレンダーとし、うるう年，大の月，小の月も自動判断する。

（６）季節切替制御

　　　春・夏・秋・冬によるシステム動作切替を月日指定にて自動切替可能とする。

（７）機器ブロック連動制御

　　　機器ブロックに上下関係を持たせ、下位にブロックへの指令状況を総合判断し、上位ブロックに対する指令

　　　を行う。又、下位ブロックがタイムプログラムに登録されている場合、そのスケジュール合成を行い、下位

　　　ブロックのスケジュールに展開する。

　　　この場合、±６０分のタイムラグを設定出来ること。（例：熱源設備起動，共用部照明発停）

（８）最適起動制御（予冷予熱制御）

　　　負荷条件により、最適起動時刻を判断して予冷予熱の無駄な運転を無くし、電力，空調エネルギーを節約

　　　する。

　　　最適起動時刻はタイムプログラム，室温，室温ゲイン（変化傾向）を基に学習制御方式により演算される。

（９）遠隔設定値の自動スケジュールプログラム

　　　年間を通じて予め設定された指定月日毎に設定値を自動変更するようスケジュール管理を行なう。

（１０）簡易演算制御

　　　加減乗除及び／ＡＮＤ，／ＯＲ等の論理演算がオペレータレベルで設定出来る。

６．制御機能

（１）手動個別発停

　　　機器リスト画面，ワンポイント画面より、手動にて機器を発停（切換・・・３位置も可能）

　　　する。誤操作防止の為、確認操作を追加した専用操作を機器毎に設定を行えるものとする。

（２）手動群発停

　　　複数の発停点に対し、手動にて群発停を行えるものとする。

（３）遠隔設定

　　　温度・湿度の設定値変更操作を行えるものとする。

（４）各種設定値変更

　　　時刻，目標値，制御入力，制御出力等のプログラム設定変更を行えるものとする。

（５）許可／禁止指定

　　　ポイント単位，プログラム単位にて制御の保留を行えるものとする。

５．操作機能

４．表示機能

（１）表示画面

　　　主表示部はＬＣＤ表示とし、日本語処理による表示とする。

　　　画面タイトル，システム状態表示，主表示等、表示エリアが区分されている。

（２）時刻表示

　　　項目選択の操作により、時刻をＬＣＤ画面に表示する。

（３）機器リスト表示

　　　アイコン表示により、登録されている機器の状態を表示する。

（４）未確認一覧表示

　　　未確認の全警報点を発生順に発生日付，時刻付きで表示し、ポイント毎に確認可能とする。

（５）一覧リスト表示

　　　警報一覧・状態一覧・未確認警報一覧・運転中機器一覧・停止中機器一覧

　　　計測点一覧・設定一覧を表示する。

（６）オペレーションガイド表示

　　　画面上にオペレーション用のガイド表示を行なう。

（７）システム状態表示

　　　発生中の警報の有無，未確認警報の有無，停電・火災状態を表示する。

（８）操作支援メッセージ表示

　　　画面上に操作を補助するメッセージ（ＨＥＬＰ）を表示する。

（９）設備系統個別一覧表示

　　　アイコン表示により、設備グループに登録されている機器の状態を表示する。

（１０）トレンドグラフ／バーグラフ表示

　　　温湿度などの計測ポイントデータや動力の運転状態の時系列変化を一定期間蓄積し、トレンドグラフ表示する。

　　　電力量などの積算値を毎時，毎月の各設定で時系列的にバーグラフ表示する。

（１１）警報インストラクション表示

　　　警報発生時、緊急連絡先などを表示する。

（１２）日報・月報データ表示

　　日報・月報に登録されている管理点の日報・月報データを表示する。

３．監視機能

（１）状態監視

　　　デジタル及びアナログ点の状態を監視する。データは定期的に更新し、随時ＬＣＤに表示出来る。

（２）警報発生監視

　　　警報発生時、自動的に警報発生状態を印字し、ブザーを鳴動させる。

（３）発停失敗監視，不一致監視

　　　発停出力後一定時間の後も機器の状態が一致しない時、発停失敗（異常停止／起動）として警報を発する。

（４）アナログ上下限（偏差値）監視

　　　アナログ値が設定された上下限（偏差）値を超えた時、上下限（偏差）警報を発する。

　　　連動制御用の設定値も可能とする。ポイント毎に時間設定が可能なものとする。

（５）警報レベル指定

　　　ポイント毎に警報レベル（４レベル）を指定することが出来る。

（６）運転時間積算表示

　　　機器の運転状態により、運転時間を積算し、保守・点検のガイドとする。

（７）発停回数積算表示

　　　機器の発停回数を積算し、保守・点検のガイドとする。

（８）連続運転時限監視

　　　機器の連続運転時間が設定を超えた時、警報を発する。

（９）メンテナンス監視

　　　設備機器の運転時間及び投入回数を演算（発停点，状態点）し、機器毎に運転状況の監視を行う。

　　　又、メンテナンス目標時間に達した機器をオペレータに通知し、設備保全業務の支援を行う。

２．システム運用

（１）ＬＣＤ画面時限消去

　　　画面から操作を一定時間行なわなかった場合、自動的にＬＣＤ表示用バックライトが消去される。

（２）オペレータパスワード

　　　パスワードを設定することにより、オペレータを操作レベル毎に限定する。（３レベル）

　　　パスワードを設定しなかつた場合は、誰でも操作可能とする。

（３）運用区分設定

　　　警報レベルによる運用区分や時間帯別禁止指定が出来る。

１．基本操作

（１）タッチオペレーション

　　　ＬＣＤに表示されたキー，アイコンなどにタッチすることにより操作を行なう。

中央監視システム機能表 中央監視システム機能表

更　新　前 更　新　後

商用電源が復帰した時は、自動または手動の復電指令により、復電制御を行う。

発停点は停電前の状態及び、停電中に保留された一般制御出力にあわせて起動／停止を行う。

但し、火災処理制御と手動操作は実行できる。

また状態不一致の警報を抑制し、一般制御は実行保留とする。

復電制御

商用電源断検出時、ブザー鳴動、停電インジケータを点滅表示する。

停電制御

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二
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A3
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自動制御設備　中央監視システム機能表 M-15
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2019.3

A1

A3 -

-

旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（1） M-16

熱源廻り制御 1set 熱源廻り制御 1set1CP-3 1CP-3<撤去> <更新>1 1

　　　起動させ、５０％以下で停止させる。

　　・夏期はＡＣ－１，２，ＯＡＣ－１，２いずれかで再熱要求があった場合，ボイラーを

　　　起動させる。

２．ボイラー起動

　　・事務室設置の遠方リモコンにより、ボイラーの起動、停止を行う。

SP 差圧

度
　　　インターロック工事は電気工事区分とする。

Ｂ

３．ボイラー起動制御

　　・冬期は熱源群起動後，冷温水系負荷流量が最大流量の９０％に達した場合ボイラーを
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バイバス弁

動作説明

１．ポンプインバータ制御及びバイバス弁制御（冷温水系）

　　負荷側にかかる差圧（末端）を一定に保つ為、配管往還差圧により１次ポンプ

　　（ＰＣＨ－１）インバータの比例制御及びバイバス２方弁比例制御を行う。

　　尚、バイバス弁はインバータ出力下限値（６０％水量）となった段階で制御を

　　開始するものとする。

２．バイバス弁制御（温水系）

　　負荷側にかかる差圧（末端）を一定に保つ為、配管往還差圧によりバイバス２方弁の

　　比例制御を行う。

  0

SP 差圧

100
バ

ル

ブ

開

度

４．凍結防止制御

　（冷温水系）

　　冬期夜間，熱源停止時、外気温度，機械室内冷温水系配管内水温度（ＴＥＷ１　　），

　　室温いずれかが設定温度以下になった場合は冷温水ポンプ（ＰＣＨ－１）を起動，

　　ＡＣ－１，２，ＯＡＣ－１，２の冷温水２方弁を設定開度開け、ＦＣＵをＯＮとして

　　コイルの凍結防止を行う。但し、ポンプ起動後一定時間経過しても配管内水温が

　　上がらない場合はＲＨＡ－１を起動する。

　（温水系）

　　機械室内温水系配管内水温度（ＴＥＷ１　　）が、設定温度以下になった場合は、

　　温水ポンプ（ＰＨ－１）を起動，ＡＣ－１，２，ＯＡＣ－１，２の温水２方弁を

　　設定開度開としてコイルの凍結防止を行う。但し、ポンプ起動後一定時間経過して

　　も配管内水温が上がらない場合はＢ－１を起動する。

５．中央監視盤での監視項目

　　・ＲＨＡ－１　　　　　・発停操作　　　　　　・Ｂ－１　　　　　・発停操作

　　　　　　　　　　　　　・状態．故障監視　　　　　　　　　　　　・状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換操作　　　　　　　　　　　　　・出口温度計測

　　　　　　　　　　　　　・出口温度計測

　　・ＰＣＨ－１　　　　　・状態，故障監視　　　・ＰＨ－１　　　　・状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

注）・インバータは電気工事区分とする。

　　・冷温水発生機（ＲＨＡ－１）と冷温水ポンプ（ＰＣＨ－１）冷却水ポンプ

　　　（ＰＣＤ－１）及び冷却塔ファンの連動シーケンス並びにインターロック

　　　工事は本工事区分とする。

　　・ボイラー（Ｂ－１）と温水ポンプ（ＰＨ－１）の連動シーケンス並びに

　　　インターロック工事は本工事区分とする。

　　・ＲＨＡ－１は変流量仕様とする。

シーケンス

　回路

冷却水ポンプ

(PCD-1)へ連動信号

４

３

２

５

：温度計測

：中央より群発停

：中央よりＲＨＡ－１発停

：中央よりＢ－１発停

：中央より凍結防止信号

１

２

３

４

５

Ａ

Ａ

CHC

AC-1系統

CH

動作説明

３．凍結防止制御

　（冷温水系）

　　ガスヒーポンチラー本体の凍結防止サーモにより内臓ポンプの凍結防止運転をおこなう

（ガスヒーポンチラー本体機能）

５．中央監視盤での監視項目

　　　　　　　　　　　　　・出口温度計測

　・GCU-1～３　　　　　　　　・状態，故障監視

注）・熱源機のインターロック及びﾎﾟﾝﾌﾟ連動配線は電気工事区分とする。

　　・ガスヒーポンチラー（GCU）と温水ポンプ（PCH-1）の連動シーケンス並びに

　　　インターロック工事は電気工事区分とする。

：温度計測１

ME1V1

PIC2

dPE1

(％)

２．バイバス弁制御（冷温水系）（温水系）

　　負荷側にかかる差圧（末端）を一定に保つ為、配管往還差圧によりバイバス２方弁の

　　比例制御を行う。

  0

100
バ

ル

ブ

開

撤去範囲

GCU-1-1

負荷流量

ガスヒーポンチラー GCU（1台目）

運

転

台

数

NO.1、2定格能力

NO.1,2,3合計定格能力

１．熱源機台数制御（GCU-1-1～GCU-1-3)

　（熱源機付属チラーコントローラ機能）

　　負荷熱量により熱源機の必要台数を演算し、下図のように発停制御を行う。

　　故障機については台数制御対象から除外するものとする。

熱源　３段

ガスヒーポンチラー GCU（2台目）

ガスヒーポンチラー GCU（3台目）

200(L/min)

PCH-1-1

GCU-1-2

GCU-1-3

遠方操作リモコン

（チラー付属品）

事務室設置

遠方操作リモコン

（チラー付属品）

機械室設置

連動（電気工事）

連動（電気工事）

連動（電気工事）

CH

OAC-1、２系統

H

：温度計測１

ME1V1

PIC2

dPE1

BH-1

PWH-1

遠方操作リモコン

（ボイラー付属品）

事務室設置

連動（電気工事）

冷温水系統　１ｓｅｔ

温水系統　1set

　　・温水ヒータ（BH－１）と温水ポンプ（PWH-1）の連動シーケンス並びに

　　　　　　　　　　　　　・出口温度計測

　・BH-1　　　　　　　　　　　・状態，故障監視

　（温水系）

　　温水ヒーター本体の凍結防止サーモにより内臓ポンプの凍結防止運転をおこなう

（温水ヒータ本体機能）

１
INV

１

☆
TR

TEW1

１ １

１

１

１

☆

１ １

１

１

☆

１

TEW1

TEW1

TEW1

DC

TEW1

TEW1

TR

TEW1

DC

TEW1

TR

TEW1

dPEW

DC

dPIC

MV1

TEW1

MV1

R/B

I/R

dPIC

I/I

TEW1

DC

FM

FIC

TEW1

dPEW

（冷水7℃）

(温水50℃）

（冷水12℃）

(温水45.8℃）

200(L/min)

200(L/min)

200(L/min)

200(L/min)

200(L/min)

AC-1系統

430(L/min)45℃50℃

530(L/min)

600(L/min)

PCH-1-2

PCH-1-3



1set空調機制御（１） 1set空調機制御（１）<撤去> <更新>1CP-2 1CP-22 2

CH/C

(冷水)

R.A MD

ダ

ン

パ

開

度

O.A,Ex.A MD

  0

(％)

100

ＣＯ２濃度

５．ＣＯ２制御

　　還気ＣＯ２濃度により各ダンパの比例制御を行う。

（計測用）

2

1x2

１０．中央監視盤での監視項目

　　・ＡＣ－１　　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・還気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度計測

　　　　　　　　　　　　　・還気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・還気湿度計測

　　　　　　　　　　　　　・還気ＣＯ２濃度計測

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

　　・ＶＡＶ　　　　　　　・発停操作

　　　　　　　　　　　　　・故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

注）インバータは電気工事区分とする。

６．ウォーミングアップ制御

　　空調機立上り時、外・排気ダンパを閉，還気ダンパを全開とし、

　　室内の予冷・予熱を行う。

７．インターロック制御

　　空調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

８．空調機，ＶＡＶ連動制御

　　ＶＡＶ１台でも起動した場合、空調機を起動し、全台停止で空調機停止の連動をとる。

９．凍結防止制御

　　冬期夜間，中央からの凍結防止指令により冷温水弁，温水弁を設定開度開とする。

　　・冷温水弁（冷水）は除湿出力と冷却出力の大きい方を選択して

　　　出力するものとする。（オーバーライド制御）

SP1

（除湿制御）

CH/C

(冷水)

露点温度

蒸
気
発
生
器

（加湿制御）

バ

ル

ブ

開

度

  0

100

SP

(％)

３．給気露点温度制御

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁４段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

　　　また、冷房時給気露点温度により冷温水コイル２方弁の比例制御（除湿制御）

　　　及び給気温度により温水コイル２方弁の比例制御（再熱制御）を行う。

　　・室内温度制御情報により給気温度設定値をリセットする。

　　　（給気温度ロードリセット制御）

冷房時

CH/C

(温水)

温度

SP:設定

暖房時

バ

ル

ブ

開

度

  0

100

SP

(％)

ロードリセット制御により可変

２．給気温度制御

　　・給気温度により温水コイル２方弁，冷温水コイル２方弁の比例制御を行う。

　　・ゾーン毎に室温，ファン風量出力，室温方向性により制御ステータス

　　　（過剰，最適，不足等）を中央へ出力し、又、空調機給気温度リセット

　　　制御に利用する。

　　・ＶＡＶ静圧過不足情報は、空調機ファンインバータ制御に利用する。

 60

VAV風量

  0

100

SP

(％)

室内温度（℃）

動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度によるＶＡＶ風量の比例制御を行う。

回転数制御域

回
転
数
基
準
値

補
正
下
限

補
正
上
限

最小回転数

ＶＡＶ合計要求風量→

回転数出力

100

  0

４．ファンインバータ制御

　　・ＶＡＶコントローラのー風量設定信号とＶＡＶユニット定格風量

　　　によりＶＡＶ要求風量を算出し、送風機基準回転数を決定する。

　　　この基準線に対し上下に補正容幅（１０％程度）を設け、この

　　　範囲内でＶＡＶから出力される静圧過不足信号によりインバーター

　　　回転数の補正を行う。

ＡＣ－１（２，３Ｆ　展示室）

FAN

FAN

H

C

O.A

EX.A

ＣＯＭ

Ｉ／Ｆ

ＡＩＡＯＤＩＤＯ

中央と

コミュニケ―ション

電
極
式
蒸
気
発
生
器

INV

2

INV

気

化

式

２・３Ｆ　展示室系統：６ｓｅｔｓ

2

1

VAV

2

SP

温度

  0

100

(％)
（再熱制御）

H/C

SP2

冷房時暖房時

最小開度

SP

CH/C

(冷水)

2

1x2

１０．中央監視盤での監視項目

　　・ＡＣ－１　　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・還気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・還気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・還気湿度計測

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

　　・ＶＡＶ　　　　　　　・発停操作

　　　　　　　　　　　　　・故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

注）インバータは電気工事区分とする。

６．ウォーミングアップ制御

　　空調機立上り時、外・排気ダンパを閉，還気ダンパを全開とし、

　　室内の予冷・予熱を行う。

７．インターロック制御

　　空調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

８．空調機，ＶＡＶ連動制御

　　ＶＡＶ１台でも起動した場合、空調機を起動し、全台停止で空調機停止の連動をとる。

OFF

ON

ON

ON

ON

　　・室内温度制御情報により給気温度設定値をリセットする。

　　　（給気温度ロードリセット制御）

冷房時

H/C

(温水)

温度

SP:設定

暖房時

バ

ル

ブ

開

度

  0

100

SP

(％)

ロードリセット制御により可変

２．給気温度制御

　　・給気温度により温水コイル２方弁，冷温水コイル２方弁の比例制御を行う。

　　・ゾーン毎に室温，ファン風量出力，室温方向性により制御ステータス

　　　（過剰，最適，不足等）を中央へ出力し、又、空調機給気温度リセット

　　　制御に利用する。

　　・ＶＡＶ静圧過不足情報は、空調機ファンインバータ制御に利用する。

 60

VAV風量

  0

100

SP

(％)

室内温度（℃）

動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度によるＶＡＶ風量の比例制御を行う。

回転数制御域

回
転
数
基
準
値

補
正
下
限

補
正
上
限

最小回転数

ＶＡＶ合計要求風量→

回転数出力

100

  0

４．ファンインバータ制御

　　・ＶＡＶコントローラのー風量設定信号とＶＡＶユニット定格風量

　　　によりＶＡＶ要求風量を算出し、送風機基準回転数を決定する。

　　　この基準線に対し上下に補正容幅（１０％程度）を設け、この

　　　範囲内でＶＡＶから出力される静圧過不足信号によりインバーター

　　　回転数の補正を行う。

FAN

FAN

ＣＯＭ

Ｉ／Ｆ

ＡＩＡＯＤＩＤＯ

中央と

コミュニケ―ション

INV
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気

化

式

２・３Ｆ系統：６ｓｅｔｓ

2

1

VAV

冷房時暖房時

ME1V1

THED1

DDCV
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TDED1
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dP1

M1D,QPx2
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1
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電
極
式
蒸
気
発
生
器

4sets

TED1

　　　　　　　　　　また、機内温度低下時は，「凍結注意警報」を発報する。

５．凍結防止制御

　　外気取入ダクト内温度が凍結防止判断設定以下になった時、

　　「凍結防止制御中」の信号を中央監視へ出力し、下記の様に

　　凍結防止運転を行う。

　　・空調機停止時：冷温水弁を固定開度とする。

　　・空調機運転時：　　　　　　　　　　冷温水弁は外気ダクト内温度により、比例制御

　　　　　　　　　　（フィードフォワード制御）を行う。

　　　　　　　　　　（給気温度制御信号との要求が大きい方を選択）

(％)

0

100

0℃ 温度（℃）凍結防止

設定温度

OFF

ON凍

結

温度（℃）

防

止

制

御

凍結防止

判断設定

（５℃）

-5℃

50%

（５℃）

制

御

出

力

SP1
露点温度

蒸
気
発
生
器

（加湿制御）

  0

100

(％)

３．給気露点温度制御

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁１段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

SP2

OFF

ON

撤去範囲

1

2

I/I

O.A

EX.A

MF,C,V2

THED1CO2

VUC

HETE1

AT

TR

MV1

TDED

BVx4

SCM

UC

MDF,QP

dPS

MDF,QPx2

H C

C

1

ME1V1

H C

C

OP

I/I

I/I

　　蒸気発生器の電源工事は電気設備工事区分とする。

SP2

CH/C

(温水)

　　暖房時期は、ファン停止時の温水コイル２方弁、冷温水コイル２方弁の

　　インターロックは行わない。

　　（空調機とＶＡＶの連動は別途打合せとする。）

ＡＣ－１（２Ｆ市民活動、多目的、カフェスペース、３Ｆ　展示室）

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（2） M-17A1

A3

－

－



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（3） M-18
－

－

1set空調機制御（２） <撤去> <更新>1CP-2 EHP,HEU廻り配線工事3 3

ＡＣ－２（２Ｆ　小展示室）

３．ＣＯ２制御

　　還気ＣＯ２濃度により各ダンパの比例制御を行う。

SP2

（計測用）

展示ケース：１ｓｅｔ

2

H/C

（再熱制御）
(％)

100

  0

温度SP

HC/C

(冷水)

　　・冷房，暖房の切換は中央からの冷温水発生機の切換えと連動して行う。

冷房時

HC/C

(温水)

温度

暖房時

バ

ル

ブ

開

度

  0

100

(％)

1x2

７．中央監視盤での監視項目

　　・ＡＣ－２　　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・還気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内温度設定

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・還気ＣＯ２濃度計測

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

４．ウォーミングアップ制御

　　空調機立上り時、外・排気ダンパを閉，還気ダンパを開とし、

　　室内の予冷・予熱を行う。

５．インターロック制御

　　空調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

６．凍結防止制御

　　冬期夜間，中央からの凍結防止指令により冷温水弁，温水弁を設定開度開とする。

OFF

ON

SP1

（除湿制御）

CH/C

(冷水)

露点温度

蒸
気
発
生
器

（加湿制御）

バ

ル

ブ

開

度

  0

100

SP

(％)

２．室内湿度制御

　　・室内湿度により気化式加湿用２方弁のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

　　　また、冷房時給気露点温度により冷温水コイル２方弁の比例制御（除湿制御）

　　　及び給気温度により温水コイル２方弁の比例制御（再熱制御）を行う。

動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度により冷温水コイル２方弁，温水コイル２方弁の比例制御を行う。

FAN

FAN

H

C

O.A

EX.A

ＣＯＭ

Ｉ／Ｆ

ＡＩＡＯＤＩＤＯ

中央と

コミュニケ―ション

電
極
式
蒸
気
発
生
器

2気

化

式

小展示室系統：１ｓｅｔ

2

1

2

R.A MD

ダ

ン

パ

開

度

O.A,Ex.A MD

  0

(％)

100

ＣＯ２濃度

最小開度

SP

SP

撤去範囲

EHP系統

冷媒管共巻工事（空調設備工事）

集中コントローラ

（装置付属品）

室外機

（注記）１．電源供給工事は電気設備工事とする。

　　　　２．室内機～室外機間信号線は

冷媒管共巻工事（空調設備工事）とする。

EHPEHPEHP

（装置付属品）

RS

（装置付属品）

HS

HEX系統

CO2

THETHEBV

AT

TR

MV1

TDED

UC

MV1

MDF,QP

dPS

MDF,QPx2

H C

C

1

HEU



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（4） M-19
－

－

A1

A3

外調機制御（１） 1set 外調機制御（１） 1set<撤去> <更新> 1CP-4

会議室

女子更衣室

男子更衣室

6 6

1

２1

２

２ ：中央よりＣＡＶ開閉

：中央より発停

　中央へ状態，故障

 2

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 1

 2

 2

 1

 2

FCU-10,11

FCU-12

FCU-13

FCU-14

FCU-1

FCU-2

FCU-3,4

FCU-5,6

FCU-7

FCU-8,9

14 10  7  4

 1

 1

 1

 1  1

 2

 2

 2

PAC-2-1

PAC-2-2

PAC-2-3

PAC-1

 2

 2AC-11,12

合計

収蔵庫

風除室

ホール

喫茶室

会議室

休憩室

館長室

事務室（県）

事務室（財）

研修室

エントランスホール

応接室

控室

更衣室

切符売場

C

A

A

A

A

A

A

B

B

B

D

A

A

A

A

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

2

2

2

2

2

NO.NO.NO. UT,FUC台数 セット数台数台数台数

パッケージファンコイル空調機制御部屋名階

（天井取付）

制御Ｄ

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

2F系 AC,FCU,PAC

PACメーカ工事

2

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

HE

XD

C

COMP

FAN

電極式蒸気発生器

制御Ｃ

RS(PACメーカー工事)

PAC

制御Ｂ

C

CH

Ex.A

O.A
1

2

制御Ａ

気化式

電極式蒸気発生器

コミュニケ―ション

中央と

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

ＯＡＣ－１

SCR

C

CH

：集中リモコンより発停

集中リモコンへ状態，故障

1 1EHP-1-1

合計

B1

1

1

1

NO. セット数台数

パッケージ
制御部屋名階

2F系 PAC

RS

EHP

制御Ｂ

Ex.A

O.A

1

2

気化式

コミュニケ―ション

中央と

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

ＯＡＣ－１

BAV1

THED1

M1Dx2

DDC

ME1V1

dP1

AT

TR

1

CH

FAN FAN

TEW1

TDED1

撤去範囲

B

B

1 1EHP-1-2

1 1EHP-1-2

TED1

ＯＡＣ－１ＯＡＣ－１

電極式蒸気発生器 I/I

１

TED

CAVCAV

BV

TDED

TE3

UT

THE

dPS MV1

UCUC

MV2
FUC

MV2

SCM

MDFx2

UC

MV1x2

dPS AT

TR

FAN

H C

C

１

FAN

1

CCH

FAN FAN

H C

FAN

１

１

OP

7

注記：電極式蒸気発生器の電源工事は電気設備工事区分とする。

休憩室 B1 EHP-2-1 1 1

1

B EHP-3-1 1

B 1 1

管理運営団体事務室 2

管理運営団体事務室 EHP-2-1
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一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（5） M-20A1

A3

－

－

SP2

OFF

ON

SP1

H/C

（再熱制御）
(％)

100

  0

温度SP

ＯＡＣ－１動作説明

１．給気温度制御

　　・給気温度により冷温水コイル２方弁，温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

H/C

SP:設定

温度

CH/C

(温水)

冷房時

２．給気露点温度制御

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁４段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

　　　また、冷房時給気露点温度により冷温水コイル２方弁の比例制御（除湿制御）

　　　及び給気温度により温水コイル２方弁の比例制御（再熱制御）を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

（加湿制御）

蒸
気
発
生
器

露点温度

CH/C

(冷水)

（除湿制御）

　　・冷温水弁（冷水）は除湿出力と冷却出力の大きい方を選択して

　　　出力するものとする。（オーバーライド制御）

３．インターロック制御

　　外調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

４．凍結防止制御

　　冬期夜間，中央からの凍結防止指令により冷温水弁，温水弁を設定開度開とする。

（中央監視盤での監視項目）

　　・ＯＡＣ－１　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・排気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・収蔵庫系統ダンパ開閉操作

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・全熱交換器故障監視

　　・ファンコイル　　　　・発停操作

　　　（制御Ａ）　　　　　・室内温度設定

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・ＵＴ操作　許可／禁止

外調機制御動作説明

　　・パッケージ　　　　　・発停操作

　　　（制御Ｂ）　　　　　・状態，故障監視

　　・パッケージ　　　　　・発停操作

　　　（制御Ｃ）　　　　　・状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内温度設定

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度設定

　　・空調機　　　　　　　・給気ファン発停操作

　　　（制御Ｄ）　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内温度設定

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

制御Ａ動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度により冷温水コイル２方弁の比例制御を行う。

　　　（温度検出はＵＴ内蔵のサーミスタにて行う。）

(％)

HSP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

温度

冷房時

２．インターロック制御

　　ファンコイル停止時には２方弁を閉とする。

３．ユーザターミナル（ＵＴ）機能

　　・温度表示

　　・温度設定

　　・冷暖状態表示

　　・風量切換（Ｌ／Ｍ／Ｈ／ＯＦＦ／ＡＵＴＯ）

CSP

制御Ｂ動作説明

１．中央からの発停，状態，故障監視

注）・リモコンスイッチ本体と取付・配線工事はＰＡＣメーカー工事とする。

　　・室内外機の渡り配線工事はＰＡＣメーカー工事とする。

２．室内温度による給気温度カスケード制御

　　室内温度にて給気温度制御設定値の自動変更を行う。

上限値

  0

室内温度

給

気

温

度

設

定

値

３．室内湿度制御

　　室内湿度により、電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

(％)

100

  0

湿度SP

加

湿

出

力

注）・室内外機の渡り配線工事はＰＡＣメーカ工事とする。

　　・サイリスタは本工事区分とする。

制御Ｄ動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度により冷温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

HSP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

温度

冷房時

２．インターロック制御

　　ファンコイル停止時には２方弁を閉とする。

CSP

制御Ｃ動作説明

１．給気温度制御

　　室内温度環境確保の為、パッケージコンプレッサーは原則として常時ＯＮとし、

　　給気温度により、電気ヒータの比例制御を行う。

(％)

100

  0

給気温度SP

ヒ

｜

タ

出

力

室内温度により可変

下限値

(SP)

ＯＡＣ－１動作説明

１．給気温度制御

　　・給気温度により温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

SP:設定

温度

H/C

(温水)

３．インターロック制御

　　外調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

（中央監視盤での監視項目）

　　・ＯＡＣ－１　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・排気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・全熱交換器故障監視

　　・パッケージ　　　　　・発停操作

　　　（制御Ｂ）　　　　　・状態，故障監視

制御Ｂ動作説明

１．室内リモコン及び集中リモコンからの発停，状態，故障監視

　　・室内外機の渡り配線は冷媒共巻工事とする。

撤去範囲

外調機制御動作説明

　　　　　　　　　　また、機内温度低下時は，「凍結注意警報」を発報する。

４．凍結防止制御

　　外気取入ダクト内温度が凍結防止判断設定以下になった時、

　　「凍結防止制御中」の信号を中央監視へ出力し、下記の様に

　　凍結防止運転を行う。

　　・空調機停止時：温水弁を固定開度とする。

　　・空調機運転時：　　　　　　　　　　温水弁は外気ダクト内温度により、比例制御

　　　　　　　　　　（フィードフォワード制御）を行う。

　　　　　　　　　　（給気温度制御信号との要求が大きい方を選択）

(％)

0

100

0℃ 温度（℃）凍結防止

設定温度

OFF

ON凍

結

温度（℃）

防

止

制

御

凍結防止

判断設定

（５℃）

-5℃

50%

（５℃）

制

御

出

力

SP1
露点温度

蒸
気
発
生
器

（加湿制御）

  0

100

(％)

３．給気露点温度制御

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁１段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

SP2

OFF

ON

<撤去> <更新>

注）・リモコンスイッチ本体はＥＨＰメーカー工事とする。
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検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1

A3

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（6） M-21
－

－

外調機制御（２） 1set 外調機制御（２） 1set <更新>1CP-1 1CP-1<撤去>7 7

ドレンパン

2P

INV

INV

FE-10

FAN
Ex.A

ー

イ

ン

バ

タ

出

力

SP

インバータ

下限値

ＣＯ２濃度

100

(％)

  0

給

排

気

フ

ァ

ン

４．インターロック制御

　　外調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

５．凍結防止制御

　　冬期夜間，中央からの凍結防止指令により冷温水弁，温水弁を設定開度開とする。

（天井取付）

１Ｆ　美術ホール系統：８ｓｅｔｓ

（ＡＣ－３～１０）

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

O.A
1

2

気化式

電極式蒸気発生器

コミュニケ―ション

中央と

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

ＯＡＣ－２（１Ｆ　美術ホール系統）

2

2

1set

SP2

OFF

ON

SP1

動作説明

１．給気温度制御

　　・給気温度により冷温水コイル２方弁，温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

H/C

SP:設定

温度

HC/C

(温水)

冷房時

２．給気露点温度制御

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁４段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

　　　また、冷房時給気露点温度により冷温水コイル２方弁の比例制御（除湿制御）

　　　及び給気温度により温水コイル２方弁の比例制御（再熱制御）を行う。

(％)

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

（加湿制御）

蒸
気
発
生
器

３．ＣＯ２制御

　　排気ＣＯ２濃度により、ＯＡＣ－２給気ファンインバータ及び、

　　排気ファン（ＦＥ－１０）インバータの回転数制御を行う。

（中央監視盤での監視項目）

　　・ＯＡＣ－２　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・排気ＣＯ２濃度計測

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

　　　　　　　　　　　　　・全熱交換器故障監視

　　・ＦＥ－１０　　　　　・発停操作（ＯＡＣ－２　連動）

　　　　　　　　　　　　　・状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

　　・空調機　　　　　　　・給気ファン発停操作

　　　（ＡＣ－３～１０）　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・室内温度計測

　　　　　　　　　　　　　・室内温度設定

　　　　　　　　　　　　　・室内湿度計測（代表１点）

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・漏水警報

ＡＣ－３～１０動作説明

１．室内温度制御

　　・室内温度により冷温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

温度

冷房時

２．インターロック制御

　　ファンコイル停止時には２方弁を閉とする。

LF

INV

INV

FE-10

FAN
Ex.A

３．インターロック制御

　　外調機ファン停止時には２方弁を閉，ダンパを閉とする。

１Ｆ　多目的スペース　　　　　GHP-1-1：４ｓｅｔｓ
O.A

1

2

気化式

コミュニケ―ション

中央と

ＤＯ ＤＩ ＡＯ ＡＩ

Ｉ／Ｆ

ＣＯＭ

2

1set

動作説明

１．給気温度制御

　　・給気温度により温水コイル２方弁の比例制御を行う。

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

暖房時

SP:設定

温度

H/C

(温水)

２．室内湿度制御（代表室）

（中央監視盤での監視項目）

　　・ＯＡＣ－２　　　　　・給気ファン発停操作

　　　　　　　　　　　　　・給気ファン状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・給気温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気温度設定

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度計測

　　　　　　　　　　　　　・給気露点温度設定

　　　　　　　　　　　　　・フィルター差圧警報監視

　　　　　　　　　　　　　・冷暖切換

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

　　・ＦＥ－１０　　　　　・発停操作（ＯＡＣ－２　連動）

　　　　　　　　　　　　　・状態，故障監視

　　　　　　　　　　　　　・インバータ故障監視

M1D

BAV1

THE1

DDC

ME1V1

dP1
CH

TED1

撤去範囲

ＯＡＣ－２ ＯＡＣ－２

RS

GHP

2

SP2

OFF

ON

SP1

H/C

（再熱制御）
(％)

100

  0

温度
SP

(％)

SP

100

  0

バ

ル

ブ

開

度

（加湿制御）

蒸
気
発
生
器

露点温度

CH/C

(冷水)

（除湿制御）

　　・冷温水弁（冷水）は除湿出力と冷却出力の大きい方を選択して

　　　出力するものとする。（オーバーライド制御）

　　・給気露点温度により気化式加湿用２方弁１段のＯＮ／ＯＦＦ制御

　　　電極式蒸気発生器の比例制御（加湿制御）を行う。

　　　　　　　　　　また、機内温度低下時は，「凍結注意警報」を発報する。

４．凍結防止制御

　　外気取入ダクト内温度が凍結防止判断設定以下になった時、

　　「凍結防止制御中」の信号を中央監視へ出力し、下記の様に

　　凍結防止運転を行う。

　　・空調機停止時：温水弁を固定開度とする。

　　・空調機運転時：　　　　　　　　　　温水弁は外気ダクト内温度により、比例制御

　　　　　　　　　　（フィードフォワード制御）を行う。

　　　　　　　　　　（給気温度制御信号との要求が大きい方を選択）

(％)

0

100

0℃ 温度（℃）凍結防止

設定温度

OFF

ON凍

結

温度（℃）

防

止

制

御

凍結防止

判断設定

（５℃）

-5℃

50%

（５℃）

制

御

出

力

I/I

TEW1

CO2

DC

MDF

BV

TDED

TE3

THE

dPS MV1

UC

UC

MV1x2

dPS

AT

TR

FAN

H C

C

1

CCH

FAN

H C

1

1

AT

TR

1

FAN

1

TDED

OP

I/I

I/I

１Ｆ　市民活動スペース　　　　GHP-1-1：１ｓｅｔ

１Ｆ　事業パートナースペース　GHP-1-1：２ｓｅｔｓ

１Ｆ　カフェスペース　　　　　GHP-1-1：２ｓｅｔｓ　　計　９ｓｅｔｓ

注記：ＩＮＶは電気設備工区区分、電極式蒸気発生器の電源工事は電気設備工事区分とする。

ＯＡＣ－２（１Ｆ　市民活動、多目的、カフェスペース系統）



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　計装図（7） M-22
－

－A3

A1

制御項目

１．水位監視（ポンプユニット機能）

水位異常時、警報を出力する。（上限／下限）

また、タイマにより警報出力のハンチングを防止する。

（ＯＡガラリ設置）

ＢＨ－１（１Ｆ　男子便所）

ＢＨ－２（１Ｆ　女子便所）

ＢＨ－３（１Ｆ　身障者便所）

ＢＨ－４（２Ｆ　便所）

BH

HR

HS

リレー回路

動作説明

１．室内温度制御

　　室内温度により温水２方弁のＯＮ／ＯＦＦ制御を行う。

：中央よりバルブ制御許可／禁止。

OFF

ON

温度
SP

：中央にて外気温度計測

：中央にて外気湿度計測

4sets温水コンベクター制御8

1set外気温湿度計測9

（ＯＡガラリ設置）

ＢＨ－１（１Ｆ　男子便所）

ＢＨ－２（１Ｆ　女子便所）

ＢＨ－３（１Ｆ　身障者便所）

ＢＨ－４（２Ｆ　便所）

E/H

HR

HS

：中央にて外気温度計測

：中央にて外気湿度計測

補給水

消火水槽

(5P)

一括警報

ユニット

消火ポンプ

FP-※

一括警報

JU-※

補助加圧ポンプ

4sets温水コンベクター制御8

1set外気温湿度計測9

AT

取付

撤去範囲

撤去範囲

<撤去>

<撤去> <更新>

１０ 消火水槽廻り制御 １set

設備記号 系統

消火水槽FP-1,JU-1

撤去範囲

<撤去>

1CP-1,2

1CP-3

１

１
BV

TC2

TE2

THED2

TR

TM

２

１

２

１

２

１

２

１ THED2

<撤去>



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　中央管理点入出力一覧表 M-23
A1

A3

－

－

中央管理点入出力一覧表

オンオフ オンオフ オンオフ 状態 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

警報

状態 警報

操      作 表      示 計　　　測

＜衛生設備＞

オンオフ オンオフ オンオフ 状態 状態 警報 温度 湿度 その他 計量 備　　考設備記号 名　　称 自動制御盤 信号取合先 リモート 設定

種別 状態

警報

状態 警報

操      作 表      示 計　　　測

＜熱源＞

GCU 1CP-3 機側盤 RS 1

PCH-1-1～1-3 冷温水１次ポンプ 1CP-3 1P-3 RS 3

1CP-3 1P-3 RS 3

送水温度計測 1CP-3 1P-3 RS 1

還水温度計測 1CP-3 1P-3 RS 1

1CP-3 1P-3 RS 1

1CP-3 1P-3 RS 1

BH-1 1CP-3 1P-3 RS 1

1CP-3 1P-3 RS 1

PWH-1 温水ポンプ 1CP-3 1P-3 RS 1

1CP-3 1P-3 RS 1

還水温度計測 1CP-3 1P-3 RS 1

＜空調＞

AC-1 空調機（2･3階　系統） 1CP-2 1P-2 DDC 1

給気ファンINV 1CP-2 1P-2 DDC 1

還気ファン 1CP-2 1P-2 DDC 1

還気ファンINV 1CP-2 1P-2 DDC 1

給気温度計測 1CP-2 TED DDC 1

給気温度設定 1CP-2 - DDC 1

還気温度計測 1CP-2 THED DDC 1

還気湿度計測 1CP-2 THED DDC 1

還気湿度設定 1CP-2 DDC 1

外気取入温度計測 1CP-2 TEW1 DDC 1

冷暖切換 1CP-2 DDC 1

フィルター差圧警報 1CP-2 dP1 DDC 1

インバータ故障 1CP-2 1P-2 DDC 2

凍結防止運転中 1CP-2 DDC 1

機内温度 1CP-2 TED1 DDC 1

低温警報 1CP-2 DDC 1

VAV発停 1CP-2 DDCV 6

VAV故障 1CP-2 DDCV 6

室内温度計測 1CP-2 DDCV 1

室内温度設定 1CP-2 DDCV 1

OAC-1 空調機（1階・2階　外調機系統） 1CP-4 1P-4 DDC 1

還気ファン 1CP-4 1P-4 DDC 1

給気温度計測 1CP-4 TED DDC 1

給気温度設定 1CP-4 - DDC 1

還気温度計測 1CP-4 THED DDC 1

還気湿度計測 1CP-4 THED DDC 1

還気湿度設定 1CP-4 - DDC 1

外気取入温度計測 1CP-4 TEW1 DDC 1

フィルター差圧警報 1CP-4 dP1 DDC 1

凍結防止運転中 1CP-4 DDC 1

機内温度 1CP-4 DDC 1

低温警報 1CP-4 DDC 1

全熱交換器故障 1CP-4 本体 DDC 1

OAC-2 空調機（1階市民活動スペース　外調機系統） 1CP-1 1P-4 DDC 1

給気ファンINV 1CP-1 1P-4 DDC 1

給気ファンINV　状態・故障 1CP-1 1P-4 DDC 1

給気温度計測 1CP-1 TED DDC 1

給気温度設定 1CP-1 - DDC 1

室内温度計測 1CP-1 THE1 DDC 1

室内湿度計測 1CP-1 THE1 DDC 1

室内湿度設定 1CP-1 - DDC 1

外気取入温度計測 1CP-1 TEW1 DDC 1

フィルター差圧警報 1CP-1 ｄP1 DDC 1

凍結防止運転中 1CP-1 DDC 1

機内温度 1CP-1 DDC 1

低温警報 1CP-1 DDC 1

FE-10 排気ファンINV 1CP-1 1P-1 DDC 1

排気ファンINV  状態・故障 1CP-1 1P-1 DDC 1

外気計測　温度 1CP-3 THED2 RS 1

外気計測　湿度 1CP-3 THED2 RS 1

ガスヒートポンプチラー一括故障 

ガスヒートポンプチラー出口温度

ガスヒートポンプチラー凍結防止運転状態

ガスヒートポンプチラー冷暖状態

温水機

温水機運転許可

温水機　出口温度計測

PD-1,2 排水ポンプ 1CP-3 1P-3 RS 1 配線再利用

排水槽 1CP-3 WLS RS 1 配線再利用

＜防災設備＞

火報 MSU 自火報盤 RS 1

＜受変電＞

受変電 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

高圧地絡 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

変電一括 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

UV 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

HU 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

電力量 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

電力 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

電流 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

電圧 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

力率 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

ACステータス 1CP-4 受変電キュービクル RS 1

合計 512 3 8 0 26 21 5 3 1 総合計　95点9



SCR サイリスタユニット

LF 液面リレー／電極棒 WLS211B/2P

R7010B冷却水ブロー調節器CWC

FUC ディジタル式調節器            WY7205A

OAC-1

RS

熱源廻り制御

RS

外気温湿度計測

RS

RS

250

250

400

400

1400

1400

1950

1950

700

700

2100

2100

壁掛

壁掛

自立

自立

1CP-4

1CP-3

1CP-2

1CP-1

   50 42.80.75 530  W2

   50 44.52   900  W2

l / m kg/cm 2

　　　　　　負荷流量計（冷温水）　 FM  1500   100

AT      トランス                      ATY72Z            TAK10             TA-25             

BV      電動ボール弁                  VY6100D2          5EM2              LLUS2             水用                

C       弁リンケージ                  Q455C             WGK-NA-LIN        ME81V2-LIN        

CO2     ＣＯ２濃度計                  CY7000A           CDS-2500          ZFP9G             

DC      ＤＣ２４Ｖ電源                RY7910D           PWS-120           KR-81             

VUC     ディジタル式調節器            WY7206C VUC10             TD-ASC-1          

UC      ディジタル式調節器            WY7211            MCL               LC86              

dPED    微差圧発信器                  PY7000C           JKH-53            KH-63             

dPEW    差圧発信器                    JTD               UNE14             KH62-391          マニホールド弁付    

dPIC    差圧指示調節器                R31               JUT-H             RIS25             

dPS     差圧スイッチ                  PYY-CL13          MS-61             LGW10-A2          

FM      電磁流量計(変換器付属)        KID/KIX           AM+AM11           TAV               結露防止仕様        

HE      湿度検出器                    HY7096A           DSH11-151         H88               高分子薄膜素子      

I/I     アイソレータ                  RY7910S           JMH1              CP2MD             

I/R     モータードライバー            RN796A            JMS2              SEZ61.3           

MDF     ダンパ操作器                  MY6040A           M150SGA           DA1/DM1.1         

MF      モジュトロールモータ          M904F             WGK-N701L         ME81V-4SEZ        

MV2     小型比例２方弁＋アクチュエータ       VY5912A+M7410C    MVF31+TAK10       SQS65.5+VVG44     

MV1     電動２方弁                    VY5110            BGK+NVKW          SMV62             

UT      デジタル設定／操作ユニット        QY7205A           FUR10             

QM      温度設定器                    Q7705A            JPF-62ST          FZA21             

QP      補助ポテンショメータ          QY9000A           EGK-N610S         DA1付属           

R       補助リレー                    

SCM     ＤＤＣ管理モジュール          WY7222A           DDCV,DDCF用         

TC2     ユニットサーモ                R7431A            FSE2040A21+TDS10  TC10112+TX810CT   

TC1     温度調節器                    R7702A            JPF6D11M21M       CT90-0535         

TDED    温度・露点温度発信器          HY7019C           セラミック素子      

TE1     温度検出器                    TY7095A           TY7095A           QAA23             Pt3kΩ              

TE2     温度検出器                    TY7200A           TDS10             TX81S             

TE3     温度検出器(天井型)            TY7301A           Pt3kΩ              

TED     温度検出器                    TY7800C           DSP10-D           DT-300            Pt100Ω，支持具付   

TEW2    温度検出器                    LY7201B-W         AEK-23            SR5208            Pt3kΩ，保護管付    

TEW1    温度検出器                    TY7830B0015       TY7701B16F        TY7701B16F        Pt100Ω             

THE     温湿度検出器                  HY7097A           JHD-207           TH91              Pt3kΩ，高分子素子  

THED2   温湿度発信器                  HY7017C           DSP21-159         セラミック素子      

THED1   温湿度発信器                  HY7800C           DSP21-159         高分子薄膜素子      

TR      トランス                      AT72-J1           TAK10             TA-25             

V2      ２方弁                        V5064A            NVK-W             VCH-222           

V3      ３方弁                        V5065A            JNVK-M            XJP2              

R7010B冷却水ブロー調節器CWC

DDCF ディジタル式調節器            

OAC-1，RS

熱源廻り制御，RS

AC-1

外気温湿度計測，RS

 OAC-2，RSサブパネル

1CP-4

1CP-3

1CP-2

1CP-1

加湿弁

600

W2

ＡＣ－１　　　　　　　　冷温水弁 65

熱源廻り　　GUC系　バイパス弁

l / m kg/cm
2

W2

W2

30.0 25

AT      トランス                      ATY72Z            TAK10             TA-25             

BAV1 電動ボール弁                  5EM2              LLUS2             水用                

DC      ＤＣ２４Ｖ電源                PWS-120           KR-81             

DDCV ディジタル式調節器            VUC10             TD-ASC-1          

ディジタル式調節器            MCL               LC86              

dPEW   1 差圧発信器                    JTD               UNE14             KH62-391          マニホールド弁付    

PIC2    差圧指示調節器                JUT-H             RIS25             

dP1 差圧スイッチ                  PYY-CL13          MS-61             LGW10-A2          

I/I     アイソレータ                  RYY792S           JMH1              CP2MD             

I/R     モータードライバー            RN796A            JMS2              SEZ61.3           

M1D ダンパ操作器                  M150SGA           DA1/DM1.1         

ME1V1     電動２方弁                    VY5110/VY5113J BGK+NVKW          SMV62             

OP デジタル表示設定器  QY5100W       

QP      補助ポテンショメータ          EGK-N610S         DA1付属           

R       補助リレー                    

ZM 管理モジュール          DDCV,DDCF用         

TE1     温度検出器                    TY7095A           QAA23             Pt1kΩ              

TED 1 温度検出器                    DSP10-D           DT-300            Pt100Ω，取付けアダプタ付   

TEW1    温度検出器                    TY7701B16F        TY7701B16F        Pt100Ω             

THE１ 温湿度検出器                  JHD-207           TH91              Pt1kΩ，1-5V

THED2   温湿度発信器                  DSP21-159         

THED1   温湿度発信器                  DSP21-159         

TR      トランス                      AT72-J1           TAK10             TA-25             

VY6300B

RYY792D

R36

WY5205

MY6050A

QY9010A

WY5122

TY7043Z0K

TY7803Z

HTY7043T1P

HTY7803T1P

WY5111

WY5206

TY7830B

Pt100，1-5V 

Pt100Ω，1-5V

HTY7813T1P

サブパネル

サブパネル

サブパネル

- - -

- - -

- - -

- - -

HED１   湿度発信器                  DSP21-159         1-5V HY7803T1

DDC

50W2

ＯＡＣ－１　　　　　　　温水弁 W2 30.0 40×32

加湿弁

W2

加湿弁

HE1 湿度検出器 HY7043

TDED1   露点温度発信器                  DSP21-159         HTY7903T1P

W2

W2 50

30.0

25

530

169

80

600

120.0

98.0

38.0

37.1

21.4

75.9

10.1

￣                ￣                ￣                ￣                

DDC用

W2温水弁 40×32180 30.0 22.9

25

25

中央ＭＳＵ等システム制御盤 自立 700 2150 400

￣                

熱源廻り　　BH系　バイパス弁

ＯＡＣ－２　　　　　　　温水弁

　　　　　　ＢＨ－１　　　　　〃　　

熱源廻り　　ＲＣＵ－１　バイパス弁

ＡＣ－１　　　　　　　　ＨＣ／Ｃ W2 1098  0.3 140.3   100 加湿弁　15Ax4sets

ＯＡＣ－１　　　　　　　ＨＣ／Ｃ

ＯＡＣ－２　　　　　　　ＨＣ／Ｃ

W2  257  0.3  32.8    40

W2  144  0.3  18.4 40x32 加湿弁15A

加湿弁15A

OAC-2

AC-1

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

2019.3旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　機器表・バルブ口径表他 M-24A1

A3

－

－

備　考収納系統名ＤＨＷ

参考寸法

形　状盤　名

盤寸法表

備　考口径（Ａ）ＣＶ△ＰＰｉ流　量流　体系　統　名

バルブ口径表
単位　流体Ｗ２，Ｗ３：流量［　　］、ΔＰ［　　］

流体　　Ｗ２：水（２方弁），Ｗ３：水（３方弁），ＦＭ：水（流量計）

自動制御機器表

記　号 名　　　称
形　　　番

備　　　考

A　　　社

備　考収納系統名ＤＨＷ

参考寸法

形　状盤　名

盤寸法表

備　考口径（Ａ）ＣＶ△ＰＰｉ流　量流　体系　統　名

バルブ口径表
単位　流体Ｗ２，Ｗ３：流量［　　］、ΔＰ［　　］

流体　　Ｗ２：水（２方弁），Ｗ３：水（３方弁），ＦＭ：水（流量計）

自動制御機器表

記　号 名　　　称
形　　　番

備　　　考

A　社

更　新　前 更　新　後



補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月

A3
A1

工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事

自動制御設備　凡例明細 M-25

2019.3

－
－

記号凡例

平面図記号 内　　容
露出配管
天井内ケーブル配線
冷媒配管共巻
地中埋設配管
プルボックス

（ＷＰは防水仕様）

（６００ロ×９００）
ハンドホール

〈特記〉
・　天井内はケーブルコロガシとし、室内サーモ・スイッチ類及び盤への立ち下りは配管を使用する。

・　ＲＳ（モ）の機器への立下りはメタルモールＡ型とする。
・　地中埋設配管の埋設用溝の掘削埋め戻しは別途工事とする。

（ＷＰ）

ＨＨ

機器凡例

シンボル 記　号 配　　 線
配　　管

(屋内) (屋外)

ＲＳ EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （MMA）

ＨＳ EM-CEE2ﾛ  - 6C × 1 （MMB）

遠方操作リモコン EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （MMA）

集中コントローラ EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （MMA）

ＴＥ１

ＴＨＥ１ EM-CEES1.25ﾛ  - 7C × 1 （MMB）

ＴＥＤ１ EM-CEE1.25ﾛ  - 3C × 1 （E25）

ＴＨＥＤ１ EM-CEES1.25ﾛ  - 7C × 1 （E31）

ＴＤＥＤ１ EM-CEES1.25ﾛ  - 7C × 1 （E31）

ＴＨＥＤ２ EM-CEES1.25ﾛ  - 6C × 1 （E31）

ＴＥＷ１ EM-CEE1.25ﾛ  - 3C × 1 （E25）

ＴＥＷ１ EM-CEE1.25ﾛ  - 3C × 1 （G22）

ＭＥ１Ｖ１ EM-CEE1.25ﾛ  - 6C × 1 （E25）

ＢＡＶ１ EM-CEE2ﾛ  - 4C × 1 （E25）

Ｍ１Ｄ EM-CEE1.25ﾛ  - 3C × 1 （E25）

Ｍ１Ｄ，ＱＰ EM-CEE1.25ﾛ  - 6C × 1 （E25）

ｄＰ１ EM-CEE2ﾛ  - 2C × 1 （E25）

ｄＰＥ１ EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （E25）

気化式加湿器 EM-CEE2ﾛ  - 2C × 1 （E25）

全熱交換器 EM-CEE2ﾛ  - 4C × 1 （E25）

電極式蒸気発生器 EM-CEE2ﾛ  - 2C × 1 （E25）

EM-CEES1.25ﾛ  - 2C × 1 （E25）

（既設利用） （既設利用）

ＲＳ

bb

室内機凡例

-a-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (共巻) パッケージ内外渡り

-b-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (コロガシ) ＲＳ

a a a a

bb

室外機凡例

-a-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (共巻) パッケージ内外渡り

a a a a

-b-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) 集中

b b

ＶＡＶ凡例

次のＤＤＣＶへ

ＴＥ１ ＴＥ１

自動制御盤より

ＤＤＣＶ ＤＤＣＶ

a a a a

-a-

　YTW x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ ×2 E2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

- T

1階改修

-A-

　EM-CE3.5ﾛ -3C x1 (コロガシ) 電源

　EM-YTW-E x1 (コロガシ) 幹線

-B-

　EM-CE3.5ﾛ -3C x1 (コロガシ) 電源

-C-

　EM-CEE2ﾛ -2C x3 (E51) 気化式加湿器、電極式蒸気発生器、ｄＰ１

　EM-CEE2ﾛ -4C x1 ↑ ＢＡＶ１

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x2 (E75) ＴＥＷ１、ＴＥＤ１

　EM-CEE1.25ﾛ -6C x5 ↑ Ｍ１Ｄ，ＱＰ×３、ＭＥ１Ｖ１×２

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 ↑ 電極式蒸気発生器

　EM-CEES1.25ﾛ -6C x1 ↑ ＴＨＥＤ２

　EM-CEES1.25ﾛ -7C x2 ↑ ＴＤＥＤ１、ＴＨＥＤ１

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

-D-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

-E-

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-F-

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x7 (E75) x2 ＴＥＷ１×７

　EM-CEE1.25ﾛ -6C x2 ↑ ＭＥ１Ｖ１×２

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x2 ↑ ｄＰＥ１×２

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x4 ↑ ＢＨ－１、ＧＣＵ－＊×３

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-G-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x4 (E51) 遠方操作リモコン×２、ＥＨＰ集中、ＧＨＰ集中

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-H-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (E31) ＢＨ－１

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (E25) 遠方操作リモコン

-I-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x2 (E31) 集中、遠方操作リモコン

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x3 (E63) ＴＥＷ１×３

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x3 ↑ ＧＣＵ－＊×３

-J-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x3 (G36) ＥＨＰ集中、ＧＨＰ集中、遠方操作リモコン

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x3 (G54) ＴＥＷ１×３

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x3 ↑ ＧＣＵ－＊×３

-K-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) ＥＨＰ集中

-L-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (G28) ＧＣＵ－＊

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) 遠方操作リモコン

-M-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) 遠方操作リモコン渡り

-N-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (G28) ＧＣＵ－＊

-O-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (FEP40) 受変電キュービクル

　EM-KPEES0.75ﾛ -10P x1 ↑ 受変電キュービクル

-P-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (G42) 受変電キュービクル

　EM-KPEES0.75ﾛ -10P x1 ↑ 受変電キュービクル

-Q-

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 (E51) 受変電キュービクル

　EM-KPEES0.75ﾛ -10P x1 ↑ 受変電キュービクル

-R-

　YTW-E x2 (既設再利用) 幹線×２

-S-

　EM-YTW-E x1 (コロガシ) 幹線

-T-

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-U-

　EM-CEES1.25ﾛ -7C x1 (E31) ＴＨＥ１

　EM-YTW-E x1 (E19) 幹線

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-V-

　EM-CEE2ﾛ -2C x3 (E51) 気化式加湿器、電極式蒸気発生器、ｄＰ１

　EM-CEE2ﾛ -4C x1 ↑ ＢＡＶ１

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x3 (E63) ＴＥＷ１、ＴＥＤ１、Ｍ１Ｄ

　EM-CEE1.25ﾛ -6C x1 ↑ ＭＥ１Ｖ１

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x3 ↑ ＩＮＶ×２、電極式蒸気発生器

　EM-CEES1.25ﾛ -7C x1 ↑ ＴＤＥＤ１

-W-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (E25) ＩＮＶ

-X-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (共巻) パッケージ内外渡り

-Y-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x2 (共巻) パッケージ内外渡り×２

-Z-

　YTW-E x1 (既設再利用) 幹線

-ｱ-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (G22) ＧＨＰ集中

-ｲ-

　EM-CEE2ﾛ -2C x3 (E51) ｄＰ１、気化式加湿器、電極式蒸気発生器

　EM-CEE2ﾛ -4C x2 ↑ 全熱交換器、ＢＡＶ１

　EM-CEE1.25ﾛ -3C x4 (E75) Ｍ１Ｄ×２、ＴＥＤ１、ＴＥＷ１

　EM-CEE1.25ﾛ -6C x1 ↑ ＭＥ１Ｖ１

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 ↑ 電極式蒸気発生器

　EM-CEES1.25ﾛ -7C x2 ↑ ＴＤＥＤ１、ＴＨＥＤ１

　EM-KPEES0.75ﾛ -5P x1 ↑ 受変電キュービクル

　EM-KPEES0.75ﾛ -10P x1 ↑ 受変電キュービクル

　YTW-E x2 (既設再利用) 幹線×２

2階改修

-A-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

-B-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x2 (共巻) パッケージ内外渡り×２

-C-

　EM-CEES1.25ﾛ -2C x1 (共巻) パッケージ内外渡り

-D-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

3階改修

-A-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＴＥ１

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

-B-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＴＥ１

-C-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

-D-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＴＥ１

-E-

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線

　IV2ﾛ x2 Ｅ2ﾛ (既設再利用) ＤＤＣ電源

1階改修（続き）

　YTW-T x1 (既設再利用) ＤＤＣ幹線
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空調屋外機
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１階平面図　1:100
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受変電設備
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X
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X
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ｲ

D

V
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ＴＨＥ１

R

X

ＴＥＷ１

ＴＥＷ１

ＴＥＷ１

N M

F

ＨＨ

ＨＨ

O

O

J

ＴＥＷ１

ｱ

X

ＴＨＥＤ２
ＴＥＷ１

Ｍ１Ｄ，ＱＰ Ｍ１Ｄ，ＱＰ
Ｍ１Ｄ，ＱＰ

ｄＰ１

ＢＡＶ１
電極式蒸気発生器

気化式加湿器

ＴＥＤ１

E

ＴＤＥＤ１ＴＨＥＤ１

ＴＤＥＤ１
ＴＨＥＤ１

Q

W
W

X

ｳ

ｴ

ｵ

ｶ

ｷ

ＴＥＷ１

ＴＥＷ１
ｄＰＥ１

ｄＰＥ１

X

X

ＴＥＷ１

X

X

Z

ＲＳ（モ）×４

ＲＳ（モ）×２

ＲＳ（モ）×５

ＲＳ（モ） ＲＳ（モ）

ＲＳ（モ）

ＲＳ（モ）×７，遠方操作リモコン（モ）×３，
ＥＨＰ集中コントローラ（モ），ＧＨＰ集中コントローラ（モ），ＨＳ（モ）

ＲＳ（モ）

中央監視盤

分電盤

受変電キュービクル

１ＣＰ－４

（盤内更新）

１ＣＰ－３

（盤内更新）

１ＣＰ－２

（盤内更新）

１ＣＰ－１

（盤内更新）
ＩＮＶ盤

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）

（幹線既存利用）（幹線既存利用）

×２

ＭＥ１Ｖ１×２

Ｍ１Ｄ×２，全熱交換器，
ｄＰ１，ＴＥＷ１，ＴＥＤ１，

ＭＥ１Ｖ１，ＢＡＶ１，気化式加湿器，
電極式蒸気発生器

Ｍ１Ｄ，ｄＰ１，ＴＥＷ１，ＴＥＤ１，
ＭＥ１Ｖ１，ＢＡＶ１，ＴＤＥＤ１，
気化式加湿器，電極式蒸気発生器

（ＷＰ）

（ＷＰ） （ＷＰ）
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（幹線既存利用）
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※ 空調設備に於いて再使用する空調ダクトはクリーニング、トリートメント、制気口、ダンパー調整、清掃を行う。

また、これに伴う仮設足場（スタジオＡ吹き抜け部は建築工事足場利用とする）は本工事にて行うこと。
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管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二
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旧県立美術館機械設備改修工事

ダクト清掃　系統図 M-29
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※ 空調設備に於いて再使用する空調ダクトはクリーニング、トリートメント、制気口、ダンパー調整、清掃を行う。

また、これに伴う仮設足場（スタジオＡ吹き抜け部は建築工事足場利用とする）は本工事にて行うこと。
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風　量
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1 ホール SA+OA CL-5 SD-4000L 2,350 1

1 ホール RA CL-4 R-2000L 900 1 消音ボックス付

1 喫茶室 SA BL-D 1500L 400 2

1 喫茶室 SA BL-D 2000L 500 2
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ダクト清掃　１階平面図 M-30
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※ 空調設備に於いて再使用する空調ダクトはクリーニング、トリートメント、制気口、ダンパー調整、清掃を行う。

また、これに伴う仮設足場（スタジオＡ吹き抜け部は建築工事足場利用とする）は本工事にて行うこと。
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２ 階 平 面 図　 S=1：100 北
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※ 空調設備に於いて再使用する空調ダクトはクリーニング、トリートメント、制気口、ダンパー調整、清掃を行う。

また、これに伴う仮設足場（スタジオＡは除く）は本工事にて行うこと。
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一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二
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３ 階 平 面 図　　S=1/100

※ 空調設備に於いて再使用する空調ダクトはクリーニング、トリートメント、制気口、ダンパー調整、清掃を行う。

また、これに伴う仮設足場（スタジオＡ吹き抜け部は建築工事足場利用とする）は本工事にて行うこと。

1,500×900

作成年月

縮尺 図面番号

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図

工事名称

図面名称

階 室　　　名 種別 器具型式 寸　　　法
風　量

（m3/H）
個数 系  統 備     考
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３ 階 上 部 平 面 図　 S=1：100
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A3ダクト清掃　3階上部平面図
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150v 既設雨水管へ接続

50v 既設排水管へ接続

50v

150v

150v 既設雨水管へ接続

詳細図参照
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1

WHE

115  SUSﾌﾚｷ管600L

15  B V　・　F J

×2台

40 ﾄﾞﾙｺﾞ低位通気弁　×2個

点検桝 450×450×500H（MHB付）

20 MT-0.4・電動式水抜栓（駆動部）

150v 既設雨水管へ接続

150v 既設雨水管へ接続

40

75v

7
5v

20PP 既設給水管50Aより分岐2
0P
P
P

75v 既設公設桝へ接続（穴明補修共）

伸縮式水抜栓　15 DE-0.4（底板・水栓付）

ｽﾃﾝﾚｽ製散水栓ﾎﾞｯｸｽ　　　　　　　 ×3組

点検桝 450×450×500H（MHB付）

点検桝 450×450×500H（MHB付）

50 MT-0.4・電動式水抜栓（駆動部）
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75v 既設排水管75Aへ接続

50PP 既設給水管50Aへ接続

150v 既設雨水管150Aへ接続

（電動水抜栓用配線は給水管共巻）

50　20（保温・SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げ）

20 50
v
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50v 既設排水管50Aへ接続

20 既設給水管40Aへ接続
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1
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75 既設汚水管75Aへ接続
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ｒ
＝20ｍ

75v 既設雑排水管へ接続

RD-100v、排水50v×2 既設排水管へ接続

150v 既設雨水管

特記　　　　　　　　は床斫り、補修箇所を示す。（荒補修共）

　　　　　　　　は既設各既設桝蓋を示し、レベル調整すること。（コンクリート枠共）
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40PP

電動式水抜装置操作盤取付位置（2個用ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ共）×2

20 G V・FJ-300L（補給水用）

5
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１ 階 平 面 図　 S=1：100
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以降配置図参照
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既設汚水管100Aへ接続

9 10

外構に合わせてレベル調整のこと

I

150v 既設雨水管へ接続

25

40

50

低圧ガスメーター 50A　SC ×2
(温水機系統)

(GHP系統)

低圧ガスメーター 50A　SC ×2

ガバナー装置 合計 705.0kW

25

S=1/30

埋設帯（折り返し付）

外構計画ＧＬ

500

掘削土流用
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給水管掘削断面図

（
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補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月工事名称
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出

配
管

（
保
温

・
SU
S
ﾗｯ

ｷ
ﾝｸ
ﾞ
仕

上
げ

）

WHE

1 15  SUSﾌﾚｷ管600L

15  B V　・　F J

40 ﾄﾞﾙｺﾞ低位通気弁

50 COA

20

50

50　20

50　20

50　20（保温・SUSﾗｯｷﾝｸﾞ仕上げ）

（電動水抜栓用配線は給水管共巻）

電動式水抜装置操作盤取付位置（ｽｲｯﾁﾎﾞｯｸｽ共）

詳細図参照

電熱ﾋｰﾀｰ20ｍ巻き

１ 階 平 面 図　 S=1：100

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月工事名称

1:100
1:200A3

A1

給排水衛生設備　２階平面図
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桝 表

１

２

３

４

５

６

桝番号 桝 名 称 桝記号ｏｒ寸法

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

150Φ× 100Φ

塩 ビ 製 小 口 径 桝

150Φ× 100Φ

150Φ× 100Φ

150Φ× 100Φ

深さ（GL-管底） 蓋 形 状

樹脂製蓋

150Φ× 100Φ

150Φ× 100Φ ステンレス蓋

ステンレス蓋

ステンレス蓋

ステンレス蓋

450

500

樹脂製蓋

620（1,120）

680（1,180）

720（1,220）

750（1,250）

３ 階 平 面 図　 S=1：100

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

樹脂製蓋

樹脂製蓋

150Φ× 100Φ

150Φ× 100Φ 550

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

Ｍ

Ｎ

防護蓋(8t）

防護蓋(8t）

防護蓋(8t）

樹脂製蓋

樹脂製蓋

樹脂製格子蓋

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

塩 ビ 製 雨 水 桝

300Φ× 200Φ

200Φ× 100Φ

200Φ× 150Φ

200Φ× 150Φ

200Φ× 150Φ

200Φ× 150Φ

200Φ× 150Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

300Φ× 200Φ

400

450

520

樹脂製蓋

樹脂製蓋

樹脂製格子蓋

630

600

570

ステンレス蓋450

630

1,010

1,200

1,090 樹脂製蓋

樹脂製蓋

樹脂製格子蓋1,230

1,350 樹脂製蓋

塩 ビ 製 小 口 径 桝 樹脂製蓋150Φ× 100Φ

塩 ビ 製 小 口 径 桝 樹脂製蓋150Φ× 100Φ

塩 ビ 製 小 口 径 桝 樹脂製蓋150Φ× 100Φ

500

590

630

ＧＬ－は設計ＧＬを示す。（1F-500）

７

８

塩 ビ 製 小 口 径 桝

塩 ビ 製 小 口 径 桝

樹脂製蓋

樹脂製蓋

150Φ× 100Φ

150Φ× 100Φ

500

620

650９

１０

１１

１２

１３

700

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月工事名称

1:100
1:200A3

A1

給排水衛生設備　３階平面図・桝表
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男子

多目的
トイレ

男子トイレ

女子トイレ

女子

トイレ

トイレ

仕　　　　　様記　号 名　　　　称 台数 設　置　場　所 備　　　考
相 電圧 消費電力

電 機 特 性 起動

方式

型 式

能 力

付 属 品 即出湯ポンプユニット・凍結防止ヒーター

延長給排気筒・給排気トップ・他

屋内壁掛型・先止式　（ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率 90％） 1Φ 100v 177WWHG-1

型 式

能 力

屋内壁掛型・先止式　（ｴﾈﾙｷﾞｰ消費効率 90％） 1Φ 100v 1

16号・定格加熱能力 34.9kW　（LPG用）

付 属 品 メインリモコン(配線・配管)・凍結防止ヒーター

延長給排気筒・給排気トップ・他

63W

電気温水機

機械室（US用）

WHE-1

WHE-2

WHG-2

機　　器　　表

貯湯式電気温水機(台下設置型)型 式 LS1Φ 200v 3 1階多目的ｽﾍﾟｰｽ（ﾐﾆｷｯﾁﾝ）

電気温水機

能 力

付 属 品 ミニトラップ、ウィクリータイマー付、他

貯湯量　　15L 2階ｽﾀｼﾞｵA2

型 式

能 力

付 属 品 他付属品一式共

貯湯量　　12l

貯湯式電気温水機(壁掛型) LS1Φ 200v 1 1階湯沸室

24号・定格加熱能力 41.76kW　（LPG用）

排水ポンプ 3Φ 2 1階機械室LS

65φ×100L/min×8m

付 属 品

能　　　　力

型 式 雑排水用水中ポンプPD-1

ﾌﾛｰﾄｽｲｯﾁ・水中ｹｰﾌﾞﾙ（5m）・着脱装置・他

HB-1 パッケージ型消火装置 型 式 Ⅰ型・総合盤付・埋め込み型

第三種浸潤剤等入り水消火・総質量 230kg

寸 法

付 属 品

1～3階11

薬剤容量 80L・加圧放射式（窒素ガス）

放射距離 10ｍ・ホース 25ｍ

800×230×1450H

200v3Φ 1 屋外汚物中継糟ユニットPDU-1 0.75 kW×2

50Φ×160L/min×10ｍ（着脱ﾀｲﾌﾟ）能 力

型 式

汚 水 槽

交互並列運転 汚物用ﾎﾞﾙﾃｯｸｽﾀｲﾌﾟ

ｶﾞｲﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ・ﾛｰﾌﾟ・ｹｰﾌﾞﾙ（制御用・電源用）

ﾏﾝﾎｰﾙ・嵩上げ材・槽内配管・CV・着脱装置付 属 品

制 御 盤

小型ﾊﾟﾄﾗｲﾄ（ﾌﾞｻﾞｰ付き）

AC200v外部接点付き　外部に取付けのこと（配線共）

FRP製 1.0ｍ3

屋外壁掛型（ON・OF制御、ｹｰﾌﾞﾙ25ｍ共）

0.75kW200v

1.5kW

1.5kW

カフェ

特記　ガス給湯器の消費電力は　JIS S 2109 の規定による

　　　電気給湯器の消費電力値は　JIS C 9219 の規定による

ガス湯沸器

ガス湯沸器

衛　生　器　具　表

器 具 名 称

多 目 的 便 器

形  式　（TOTO・LIXIL）

CS220B

CS20AB

低 リ ッ プ 小 便 器 UFH500

腰 掛 式 便 器

U-406RU

BC-220SK

GBC-Z10SU

自動洗浄(電池式）・排水金具他

密結防露式ﾀﾝｸ（手洗無）・温水洗浄、暖房便座（自動洗浄・ﾘﾓｺﾝ別置）・ﾘﾓｺﾝ便器洗浄ﾕﾆｯﾄ・紙巻器他

付 属 品

男

子

ト

イ

レ

多

目

的

ト

イ

レ

密結防露式ﾀﾝｸ（手洗無）・温水洗浄式、暖房便座（壁ﾘﾓｺﾝ、電池式）・棚付2連紙巻器他

は め 込 み 式 洗 面 器 L546U L-2295 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付自動水栓（湯水切替式）・壁給排水・電気温水器（3L・定格加熱能力：0.6KW）・他

女

子

ト

イ

レ

男

子

ト

イ

レ

男

子

脱

衣

室

女

子

ト

イ

レ

ス

タ

ジ

オ

Ａ

２

多

目

的

ス

ペ

ー

ス

女

子

脱

衣

室

１　　階 ２　　階室名・階 合

計

ト
　
イ
　
レ
 （

東
側）

1

4 224

4

23

12

1

KF-4560 450×600化 粧 鏡 YM4560

L-275ANカウンター一体形洗面器 ｻｰﾓｽﾀｯﾄ付自動水栓（湯水切替式）・壁給排水・電気温水器（3L・定格加熱能力：0.6KW）他L270C 1 1

7

3 25 212

TKGG30ECZ SF-HE433SYN

UAS71LBB PTOM-A210TLW ﾗｲﾆﾝｸﾞ・壁付きｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ・電気温水器（定格加熱能力：0.6KW）・その他標準 11

123

450×1000

混 合 栓

化 粧 鏡 YM4510 KF-4510A 1 1

オストメイト対応パック

Ｌ 型 手 す り KF-920E70D12T112CL10 1111

建　築　工　事洗 面 カ ウ ン タ ー

流 し 台 建　築　工　事

建　築　工　事

排水金物は付属品とし、接続は本工事

ユ ニ ッ ト バ ス 給排水金物は付属品とし、接続は本工事 1 1

1 1

12

1 1

YKA15R

YKA25R AC-OK-21F

KFA-12

KF-701AET112CU2 1 1

ベ ビ ー シ ー ト

ベ ビ ー チ ェ ア ー

1

1

2

1

1

小 便 器 用 手 す り

T117CHK7 KF-480EH70 跳 ね 上 げ 手 す り 1 1

15

特記　イ）洋風便器の洗浄水量は、５．０Ｌ／回以下とする。

　　　ハ）温水洗浄式便座の加熱方式は瞬間式とし、基準エネルギー消費効率は１３５以上とする

　　　ホ）紙巻器はステンレス製とする。

　　　ニ）温水洗浄便座リモコン、擬音装置は電池式とする。

11掃 除 用 流 し SK22A S-202A 胴長横水栓(水20A)・給水ﾎｰｽ・床排水（白色塗装）・共栓付

5 212

3

50

505
0

20
20

20

40

40

65

40　65　100

65 C O A

50v

50 ﾄﾞﾙｺﾞ通気弁

1
00

2
5

20

20

20

20

2
5

40 40 2525

20

50

75

75

65

100 100 100

75

75

20

20

5
0

5
0

65 65

50

65 C O A

100 C O A

40 65

65

100 C O A

20

特記：配管に伴う床、壁の穴明、荒補修は本工事とする。（仕上げは建築工事）

特記：配管に伴う床、壁の穴明、荒補修は本工事とする。（仕上げは建築工事）

１階多目的トイレ・男女トイレ詳細図　S=1：50

２階男女トイレ詳細図　S=1：50

20

20 既設給水管25Aへ接続　×6か所

75 既設汚水管75Aへ接続　×6か所

65　100 既設立て管へ接続

75v 既設汚水管100Aへ接続

20 既設給水管25Aへ接続

50v 既設汚水管50Aへ接続　×3か所

20 既設給水管20Aへ接続　×3か所

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月工事名称

A3
A1 1:50

1:100
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備　考

機器番号

AC-1

AC-2

AC-3～10

AC-11～12

機器名称

空気調和機
(2、3階小展示室系統)

空気調和機
(2階小展示室系統)

空気調和機
(1階美術ホール系統)

空気調和機
(2階エントランス
　　　　　　　ホール系統)

機器仕様

ユニット型空気調和機(横型#60)

冷温水コイル(上流側)
冷却能力　　234,800　kcal/H
冷水量　　　786　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　27.4　℃DB、20.8　℃WB

加熱能力　　276,000　kcal/H
温水量　　　1,098　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　17.3　℃DB、13.2　℃WB

温水コイル(下流側)
加熱能力　　83,000　kcal/H
温水量　　　277　l/min  (50～45℃)
加湿器　気化式(82　kg/h)　4分割
　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(22 kg/H)
フィルター　　中性能(NBS 80%)
                +プレフィルター(AFI 85%)
除湿再熱運転対応

ユニット型空気調和機(床置コンパクト#100)

冷温水コイル(上流側)
冷却能力　　31,400　kcal/H
冷水量　　　105　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　28.0　℃DB、21.4　℃WB

加熱能力　　40,700　kcal/H
温水量　　　162　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　15.3　℃DB、11.9　℃WB

温水コイル(下流側)
加熱能力　　12,200　kcal/H
温水量　　　41　l/min  (50～45℃)
加湿器　気化式(13　kg/h)　
　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(6 kg/H)
フィルター　　中性能(NBS 80%)
除湿再熱運転対応

ユニット型空気調和機(天井隠ぺい型#30)

冷却能力　　6,200　kcal/H
冷水量　　　　21　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　26.0　℃DB、19.5　℃WB

加熱能力　　6,500　kcal/H
温水量　　　26　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　23.0　℃DB、15.5　℃WB

フィルター　　中性能(NBS 80%)
                +プレフィルター(標準型)

ユニット型空気調和機(天井隠ぺい型#40)

冷却能力　　7,200　kcal/H
冷水量　　　　24　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　26.0　℃DB、19.5　℃WB

加熱能力　　7,800　kcal/H
温水量　　　31　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　23.0　℃DB、15.5　℃WB

                +プレフィルター(標準型)

付属電動機

電源

3φ-200V

1φ-200V
3φ-200V

3φ-200V
3φ-200V

1φ-200V
3φ-200V

3φ-200V

3φ-200V

容量(KW)

37.0
15.0
(INV)

0.1
17.5

5.5
3.7

0.1
6.0

0.4

0.75

起動方法

LS

LS
LS

LS
LS

LS

LS

台　数

1

1

8

2

据付位置

1階機械室(1)

1階機械室(1)

1階美術ﾎｰﾙ

2階
ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

備　　　考

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

機 器 番 号

RHA-1

B-1

CT-1

PCH-1

PH-1

PCD-1

CF-1

TEX-1

TEX-2

TEX-3

　密閉式膨張タンク壁掛用架台は本工事とする。

機　器　名　称

吸収式冷温水発生機

温水ボイラー

冷　　却　　塔

冷温水ポンプ
(RHA-1系統)

温水ポンプ
(B-1系統)

冷却水ポンプ
(RHA-1系統)

薬注装置

密閉式膨張タンク
(RHA-1系統)

密閉式膨張タンク
(B-1系統)

密閉式膨張タンク
(CT-1系統)

機　　器　　仕　　様

ガス焚二重効用吸収式冷温水発生機
(ﾍﾋﾞｰﾛｰﾄﾞ型冷温水変流量仕様)
冷却能力　453,600 kcal/h(150 USRT)

冷水出入口温度　出口　7℃、入口　12℃

冷却水出入口温度　出口　32℃　入口　37.5℃
加熱能力　379,500 kcal/h

温水出入口温度　出口　50℃　入口　45.8℃

制御方式　　　比例制御　(20-100%)
制御盤　(凍結防止回路)
ゴム防震、感震器、異常昇温検知器、
ガス漏れ検知器、閉確認スイッチ月電動ボール弁
その他付属品一式共
ガス焚き真空式温水ボイラー
加熱能力　160,000 kcal/h

温水出入口温度　出口　50℃　入口　45.0℃

最高使用圧力　5.0 kg/c㎡
ゴム防震、感震器、異常昇温検知器、
ガス漏れ検知器、その他付属品一式共
冷却塔(二重効用吸収式冷温水発生機用)
密閉式角型　　150 USRT用
超低騒音型

冷却水出入口温度　出口　32℃　入口　37.5℃
外気温球温度　　　　　　　　27.0℃(W.B)
ゴム防振、シートカバー
その他付属品一式共
片吸込渦巻型

メカニカルシール、スプリング防振
片吸込渦巻型

メカニカルシール、スプリング防振
片吸込渦巻型

メカニカルシール、スプリング防振
1槽式

制御盤(配線・配管共)
鋼板製隔膜式

封入圧力　　　　　　5.1 kg/c㎡
使用温度　　　　　　5　℃～　50℃
外形寸法　　　　　　400　×　1,771H　(参考)
鋼板製隔膜式

封入圧力　　　　　　4.4 kg/c㎡
使用温度　　　　　　5　℃～　50℃
外形寸法　　　　　　400　×　1,091H　(参考)
鋼板製隔膜式

封入圧力　　　　　　4.8 kg/c㎡
使用温度　　　　　　15　℃～　37℃
外形寸法　　　　　　400　×　1,091H　(参考)

付　属　電　動　機

電　源

3φ-200V

3φ-200V

3φ-200V
送風機

散布
ポンプ

3φ-200V

3φ-200V

3φ-200V

1φ-200V

-

-

-

容量(KW)

3.4

0.75

5.5×2

1.5×2

22.0
(INV)

3.7

18.5

0.015

-

-

-

起動方法

LS

LS

LS

LS

LS

LS

-

-

-

台　数

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

据付位置

1階機械室

1階機械室

屋外

1階機械室

1階機械室

1階機械室

1階機械室

1階機械室

1階機械室

1階機械室

備　　　考

コンクリート基礎
　(建築工事)

ﾊﾞｰﾅｰは13A対応
遠方発停対応

コンクリート基礎
　(建築工事)

ﾊﾞｰﾅｰは13A対応
遠方発停対応

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)
ｲﾝﾊﾞｰﾀは電気工事
コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、15.5　℃WB

　　　　　　　　　出口　33.3　℃DB、19.9　℃WB

冷却水量　　　　2,500　l/min

温　水　量　900～1,500 l/min(60～100％)

ガス消費量　　　125 Nm3/h
     ( 4A 中圧　3,600 kcal/Nm3)

冷　水　量　900～1,500 l/min(60～100％)

温　水　量　530 l/min

     ( 4A 中圧　3,600 kcal/Nm3)

冷却水量　　　　2,500　l/min

125φ×100φ×　1500 l/min×35ｍ

80φ×65φ×　530 l/min×20ｍ

125φ×100φ×　2,500 l/min×25ｍ

ダイヤフラム式ポンプ(5～30 ml/min)
容量　100l

タンク容量　　　　　185　l

タンク容量　　　　　121　l

タンク容量　　　　　120　l
最大使用受水量　　  20　l
最高使用圧力　　　  3.0 kg/c㎡

最高使用圧力　　　  3.0 kg/c㎡
最大使用受水量　　  11　l

最高使用圧力　　    3.0 kg/c㎡
最大使用受水量　　  40　l

冷却能力　    825,000 kcal/h

Ｙ

Ｙ

　-△

　-△

給気ファン　　50,000m3/H × 80mmAq(機外静圧)
還気ファン　　50,000m3/H × 40mmAq(機外静圧)
外気量　　　　　8,600　m3/H

給気ファン　　5,700m3/H × 40mmAq(機外静圧)
還気ファン　　5,700m3/H × 20mmAq(機外静圧)
外気量　　　　　1,400　m3/H

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、15.5　℃WB

　　　　　　　　　出口　35.4　℃DB、20.5　℃WB

給気ファン　　1,750m3/H × 20mmAq(機外静圧)
給気量　　　　　310　m3/H

　　　　　　　　　出口　16.1　℃DB、15.5　℃WB

　　　　　　　　　出口　35.8　℃DB、19.8　℃WB

給気ファン　　2,200m3/H × 20mmAq(機外静圧)
給気量　　　　　325m3/H

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、15.5　℃WB

フィルター　　中性能(NBS 80%)
　　　　　　　　　出口　35.2　℃DB、19.6　℃WB

ガス消費量　　　57.4 Nm3/h　(暖房時)

　-△
　-△

　-△

Ｙ
Ｙ

Ｙ

工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

補正年月日 補正内容

は撤去機器、器具を示す。（処分共）

給排気ファン更新

フィルター更新

加湿器更新

整備再使用

温水コイル更新

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　空調設備　機器表(1)

2019.3

M-38A3

A1 －

－



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

機器番号

FCU-1

FCU-2

FCU-3・4

FCU-5・6

FCU-7

FCU-8・9

FCU-10・11

FCU-12・13

FCU-14

　ファンコイル共通項目

機器名称

ファンコイルユニット
(1階　風除室)

ファンコイルユニット
(1階　ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ)

ファンコイルユニット
(1階　喫茶室)

ファンコイルユニット
(1階　会議室)

ファンコイルユニット
(1階　休憩室)

ファンコイルユニット
(2階　館長室)

ファンコイルユニット
(2階　応接室)

ファンコイルユニット
(2階　控室・更衣室)

ファンコイルユニット
(2階　切符売場)

機器仕様

天井埋込型（600型）
送風量　　　　900m3/H(給気量　100m3/H)
冷却能力　　2,800　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　3,000　kcal/H（全熱）
冷水量　　　10　l/min 
加熱能力　　2,600　kcal/H
温水量　　　11　l/min 
標準フィルター　

天井埋込型（600型）
送風量　　　　900m3/H
冷却能力　　2,400　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　3,000　kcal/H（全熱）
冷水量　　　10　l/min 
加熱能力　　1,800　kcal/H
温水量　　　12　l/min 
標準フィルター　

天井埋込型（600型）
送風量　　　　900m3/H
冷却能力　　3,400　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　3,900　kcal/H（全熱）
冷水量　　　13　l/min 
加熱能力　　3,200　kcal/H
温水量　　　13　l/min 
中性能フィルター　(NBS65%)

天井埋込型（400型）
送風量　　　　550m3/H
冷却能力　　1,900　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　2,200　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　8　l/min 
加熱能力　　1,900　kcal/H
温水量　　　　8　l/min 
中性能フィルター　(NBS65%)

天井埋込型（400型）
送風量　　　　550m3/H
冷却能力　　1,700　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　2,000　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　7　l/min 
加熱能力　　2,100　kcal/H
温水量　　　　9　l/min 
中性能フィルター　(NBS65%)

天井埋込型（600型）
送風量　　　　900m3/H
冷却能力　　2,000　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　2,200　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　8　l/min 
加熱能力　　2,500　kcal/H
温水量　　　　10　l/min 
中性能フィルター　(NBS65%)

天井埋込型（400型）
送風量　　　　550m3/H
冷却能力　　1,900　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　2,300　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　8　l/min 
加熱能力　　3,100　kcal/H
温水量　　　　13　l/min 
中性能フィルター　(NBS65%)

カセット型（400型）
送風量　　　　550m3/H
冷却能力　　1,800　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　2,100　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　7　l/min 
加熱能力　　1,700　kcal/H
温水量　　　　7　l/min 
標準フィルター　

天井カセット型（400型）
送風量　　　　550m3/H
冷却能力　　1,500　kcal/H（顕熱）
　　　　　　　　1,700　kcal/H（全熱）
冷水量　　　　6　l/min 
加熱能力　　1,500　kcal/H
温水量　　　　6　l/min 
標準フィルター　

1.コイルは冷温水コイルシングルコイル仕様とする。
2.冷水　　7℃　～　12℃　、　温水　50℃　～　45.8℃
3.吸込温度条件は　夏期　26.0　℃DB 、19.5　℃WB　　冬期　23.0℃DB

付属電動機

電源

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

1φ-100V

容量(KW)

0.075

0.075

0.075

0.055

0.055

0.075

0.055

0.070

0.065

起動方法

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

台　数

1

1

2

2

1

2

2

2

1

据付位置

1階風除室

1階
　ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ

1階喫茶室

1階会議室

1階休憩室

2階館長室

2階応接室

2階更衣室

2階切符売場

備　　　考機器番号

OAC-1

OAC-2

CU-1

　空気調和機共通項目

機器名称

外気処理空気調和機
(1,2階外気処理系統)

外気処理空気調和機
(1階美術ホール
　　　　　外気処理系統）

除湿用コイル
ユニット
(AC-1・2系統)

機器仕様

ユニット型空気調和機(床置コンパクト型)
給気ファン　　7,000m3/H × 50mmAq(機外静圧)
還気ファン　　3,400m3/H × 35mmAq(機外静圧)

冷温水コイル(上流側)
冷却能力　　49,300　kcal/H
冷水量　　　165　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　30.9　℃DB、24.2　℃WB

加熱能力　　64,700　kcal/H
温水量　　　　257　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　6.0　℃DB、4.0　℃WB

温水コイル(下流側)
加熱能力　　50,800　kcal/H
温水量　　　169　l/min  (50～45℃)
回転式全熱交換器効率　45　％以上
　（給気風量基準）
加湿器　気化式(44　kg/h)
　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(9 kg/H)
フィルター　　中性能(NBS 80%)
                +プレフィルター(標準型)
除湿再熱運転対応

ユニット型空気調和機(床置コンパクト#100)
給気ファン　　2,500m3/H × 40mmAq(機外静圧)
冷温水コイル(上流側)
冷却能力　　29,300　kcal/H
冷水量　　　　98　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　34.2　℃DB、26.9　℃WB

加熱能力　　36,200　kcal/H
温水量　　　144　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　-5.4　℃DB、-6.4　℃WB

温水コイル(下流側)
加熱能力　　18,200　kcal/H
温水量　　　61　l/min  (50～45℃)
加湿器　気化式(25　kg/h)　
　　　　　　　　+電極式蒸気発生器(6 kg/H)
フィルター　　中性能(NBS 80%)
                +プレフィルター(標準型)
除湿再熱運転対応

冷温水コイル
処理風量　　10,000m3/H
冷却能力　　121,000　kcal/H
冷水量　　　　404　l/min  (7～12℃)
空気出入口温度　　入口　34.2　℃DB、26.9　℃WB

加熱能力　　62,000　kcal/H
温水量　　　246　l/min  (50～45.8℃)
空気出入口温度　　入口　-5.4　℃DB、-6.4　℃WB

フィルター　　　 プレフィルター

1.AC-1、AC-2、OAC-1、OAC-2のコイルは冷温水コイル（上流側）+冷温水コイル（下流側）のダブルコイル仕様とする。
　冬期、両コイル共温水が流れている場合の各コイルの加熱能力比率は、冷温水コイル　70％、温水コイル　30％　とする。
　空気出入口条件は、冷温水コイルの温度条件とする。
2.OAC-1、2の中間期における除湿再熱運転時の空気出入口条件
　　　　冷温水コイル　出口温度　　　　　15.0　℃DB 、14.5　℃WB
        温水コイル　　 出口温度　最大　40.0　℃DB、　22.8　℃WB
3.防振は全てスプリング防振とする。
4.マリンランプ電源・電源接続は本工事とし、最寄りの分電盤に接続する。
5.インバータは電気工事とする。
6.外気条件　夏季　34.2　℃DB　、19.5　g/kg　冬季　-5.1　℃DB、1.9　g/kg

付属電動機

電源

3φ-200V
3φ-200V

3φ-200V

1φ-200V
3φ-200V

3φ-200V

1φ-200V
3φ-200V

-

容量(KW)

7.5
3.7

0.2

0.1
12

2.2
(INV)

0.1
6.0

-

起動方法

LS
LS

LS

LS
LS

LS

LS
LS

-

台　数

1

1

1

据付位置

1階機械室(2)

1階機械室(3)

1階機械室(1)

備　　　考

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

コンクリート基礎
　(建築工事)

　　　　　　　　　出口　18.0　℃DB、16.9　℃WB

　　　　　　　　  出口　25.0　℃DB、16.3　℃WB

　　　　　　　　　出口　18.0　℃DB、16.9　℃WB

　　　　　　　　　出口　22.0　℃DB、16.2　℃WB

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、15.5　℃WB

　　　　　　　　　出口　16.0　℃DB、　6.0　℃WB

は撤去機器、器具を示す。（処分共）

給排気ファン更新

温水コイル更新

フィルター更新

加湿器更新

整備再使用

給排気ファン更新

温水コイル更新

フィルター更新

加湿器更新

整備再使用

撤去　空調設備　機器表(2)

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

M-39A3

A1 －

－



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

機器番号

BH-1・2

BH-3

BH-4

　温水コンベクター共通項目

機器名称

温水暖房機
(1階便所　男・女)

温水暖房機
(1階障害者便所)

温水暖房機
(2階便所)

機器仕様

加熱能力　　1,500　kcal/H

加熱能力　　400　kcal/H

加熱能力　　600　kcal/H

1.壁掛型、耐湿仕様とする。
2.温水温度条件　50℃　～　45℃とする。
3.周囲温度　18℃とする。

付属電動機

電源

-

-

-

容量(KW)

-

-

-

起動方法

-

-

-

台　数

2

1

1

据付位置

1階
便所　男・女

1階
障害者便所

1階
便所

備　　　考

参考寸法
　2000L×162W×280H

参考寸法
　600L×162W×280H

参考寸法
　800L×162W×280H

機器番号

BEH-1

機器番号

FS-1

FE-1

FS-2

FE-2

FE-3

FE-4

FE-5

FE-6・7

FE-8

FE-9

FE-10

機器名称

電気温水暖房器

機器名称

給気ファン

排気ファン

給気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

排気ファン

機器仕様

湿式電気暖房器
645×85×260
サーモスイッチ、壁掛用ブラケット
その他付属品一式

機器仕様

片吸込シロッコ（天吊）
#2　　×　5000m3/H ×　30 mmAq

片吸込シロッコ（天吊）
#2　　×　2800m3/H ×　20 mmAq

軸流ファン（天吊・低騒音）
#5　　×　10000m3/H ×　40 mmAq

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）
#1　1/2　　×　1350m3/H ×　20 mmAq

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）
#1　3/4　　×　1200m3/H ×　40 mmAq

消音ボックス付ラインファン（天吊）

消音ボックス付ラインファン（天吊）

消音ボックス付ラインファン（天吊）

消音ボックス付ラインファン（天吊）

片吸込シロッコ（天吊）
#1　　×　900m3/H ×　30 mmAq

消音ボックス付片吸込シロッコ（天吊）

付属電動機

電源

1φ-200V

付属電動機

電源

3-200V

3-200V

3-200V

3-200V

3-200V

1-100V

1-100V

1-100V

1-100V

3-200V

3-200V

容量(KW)

0.5

容量(KW)

2.2

0.75

2.2
(INV)

0.5

0.75

0.08

0.08

0.08

0.08

0.4

0.75
(INV)

起動方法

LS

起動方法

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

台　数

4

台　数

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

据付位置

1階事務室
2階切符売場

据付位置

1F 機械室

1F 倉庫

1F 機械室

1F 倉庫

1F 倉庫

1F 機械室

1F 機械室

1F 便所

1F 便所

1F 機械室

1F 倉庫

備　　　考

備　　　考

ｲﾝﾊﾞｰﾀは電気工事

ｲﾝﾊﾞｰﾀは電気工事

機器番号

PAC-1

PAC-2

機器名称

空冷ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ
(1F　収蔵庫系統)

空冷ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟﾏﾙﾁｴｱｺﾝ
(1階　事務室（県）)

PAC-2-1
(1階　事務室（県）)

PAC-2-2
(1階　事務室（県）)

PAC-2-3
(2階　研修室)

機器仕様

空冷ﾊﾟｯｹｰｼﾞ型ｴｱｺﾝ（恒温・恒湿用）
室内機　：　床置ダクト型
冷房能力　：　11.6KW(10,000 kcal/h)
冷房時空気出入口温度条件
　入口　：　20.0℃DB、15.9℃WB
　出口　：　12.0℃DB、11.6℃WB
暖房能力　：　8.8KW(7,500 kcal/h)
再熱時空気出入口温度条件
　入口　：　12.0℃DB、11.6℃WB
　出口　：　15.0℃DB、12.8℃WB
暖房時空気出入口温度条件
　入口　：　21.0℃DB、15.3℃WB
　出口　：　24.4℃DB、16.6℃WB
風　量　：　2,600m3/H（外気量 900m3/H）
機外静圧 ： 30mmAq
冷媒配管 ： 9.5φ（液）、15.9φ（ｶﾞｽ）
フィルター ： 中性能　(NBS65%)
                +プレフィルター(標準型)
加湿器 ： 電極式蒸気発生器　4 kg/h
スプリング防振
室外機
冷媒配管 ： 9.5φ（液）、15.9φ（ｶﾞｽ）
ゴム防振、操作スイッチ、遠方操作端子付
その他付属品一式

室外機（16.0　HP）
冷房能力　：　35.1KW(30,200 kcal/h)
暖房能力　：　29.1KW(25,000 kcal/h)
冷媒配管 ： 15.9φ（液）、38.1φ（ｶﾞｽ）
ゴム防振、操作スイッチ、遠方操作端子付
その他付属品一式

室内機（2.5　HP）
天井埋込ダクト型
冷房能力　：　5.81KW(5,000 kcal/h)
暖房能力　：　4.88KW(4,200 kcal/h)
送風量　：　1,080m3/H（給気量 150m3/H）
冷媒配管 ： 9.5φ（液）、15.91φ（ｶﾞｽ）
ロングライフフィルター　(NBS65%)
フィルターチャンバー、その他付属品一式

室内機（2.0　HP）
天井埋込ダクト型
冷房能力　：　4.30KW(3,700 kcal/h)
暖房能力　：　3.84KW(3,300 kcal/h)
送風量　：　　840m3/H（給気量 125m3/H）
冷媒配管 ： 9.5φ（液）、15.91φ（ｶﾞｽ） 
ロングライフフィルター　(NBS65%)
フィルターチャンバー、その他付属品一式
室内機（3.2　HP）
天井埋込ダクト型
冷房能力　：　7.56KW(6,500 kcal/h)
暖房能力　：　5.93KW(5,100 kcal/h)
送風量　：　　1740m3/H（給気量 400m3/H）
冷媒配管 ： 9.5φ（液）、19.1φ（ｶﾞｽ）
ロングライフフィルター　(NBS65%)
フィルターチャンバー、その他付属品一式

付属電動機

電源

3φ-200V

圧縮機
ヒーター
送風機

3φ-200V

3φ-200V

3φ-200V
圧縮機
送風機

1φ-200V
送風機

1φ-200V
送風機

1φ-200V
送風機

容量(KW)

3.75
9.0
1.5

3.0

0.2

5.5+6.5
0.68

0.68

0.1

0.27

起動方法

LS
LS
LS

LS

LS

LS
LS

LS

LS

LS

台　数

1

1

2

2

2

据付位置

1階収蔵庫

屋外

屋外

1階事務室
　　（県）

1階事務室
　　（財）

1階研修室

備　　　考

コンクリート基礎
　（建築工事）

コンクリート基礎
　（建築工事）

コンクリート基礎
　（建築工事）

　共通仕様：　1)リモコンスイッチ共（室内機間の渡り配線・配管工事含）
2)室内機・室内機間の渡り配線・配管工事は本工事
3)室内機用ドレンアップメカは付属品とする。
4)室外機は防雪フード付とする。

6)PAC-2　の暖房運転時の最低外気温度は　-10℃DB　とする。

5)外気温・湿度条件：夏期　34.2℃DB　19.5 g/kg　　室内温・湿度条件：PAC-1　年間　21.0℃DB , 15.3℃WB   PAC-2　夏期　26.0℃DB  11.6 g/kg(55 %)
                    冬期　-5.4℃DB  1.9 g/kg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 冬期  23.0℃DB　 7.9 g/kg(45 %)

VAV一覧表

階

2

2

3

3

3

3

　絞り回路設定　：　0・60　～　100％

　電気式全閉機能風速センサー付　　消音型

CAV一覧表

階

1

1

　電気式全閉機能付　　消音型

番　号

VAV-1

VAV-2

VAV-3

VAV-4

VAV-5

VAV-6

番　号

CAV-1

CAV-2

室　　　名

大展示室

展示室

展示室

大展示室

展示室

展示室

室　　　名

収蔵庫

収蔵庫

風　量
（m3/H）

1,610

2,880

5,800

30,160

5,650

3,900

風　量
（?/H）

900

900

個数

1

1

1

1

1

1

個数

1

1

電源
1　100V

-

-

-

-

-

-

電源
1　100V

-

-

系  統

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

系統

OAC-2

OAC-2

設置場所

2F大展示室

2F大展示室

3F展示室

3F展示室

3F展示室

3F展示室

設置場所

1F収蔵庫

1F収蔵庫

備     考

(SA用)

(SA用)

(SA用)

(SA用)

(SA用)

(SA用)

備考

(OA用)

(EA用)

（1F 美術ホール）

（1F 収蔵庫N2排出用）

（2F 便所）

（2F 湯沸室）

（1F 職員便所）

（1F 湯沸室）

（1F 喫茶室厨房）

（1F 機械室）

（1F 機AC-1･2系統）

（1F 機械室）

（1F 機械室）

#2　　×　2800m3/H ×　20 mmAq

#2　　×　200m3/H ×　15 mmAq

#2　　×　100m3/H ×　15 mmAq

#2　　×　100m3/H ×　15 mmAq

#2　　×　150m3/H ×　15 mmAq

2019.3

は撤去機器、器具を示す。（処分共）

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　空調設備　機器表(3) M-40A3

A1 －

－



３

ＦＣＵ

５ １

ＰＡＣ

１ １

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＰＡＣ

１２

ＡＣ

ＰＡＣ

２

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1
A3

ＦＣＵ ＡＣ ＡＣ

１２１１９８

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

１４ １２ １３ １０ １１

ＦＥ

６

ＦＥ ＦＥ

７ ８ ２－３
×２

ＦＥ

９

ＦＳ

２

ＦＥ

１

ＦＳ

１

ＦＥ

５

ＦＥ

４

ＡＣ

６

ＡＣ ＡＣ ＡＣ

５ ４ ３ ７

ＡＣ ＡＣ ＡＣ

１０ ８ ９

ＰＡＣ

２－１
×２

ＯＡＣ

２

ＦＣＵ

３

ＦＣＵ

４

ＦＥ

３

ＦＥ

ＦＥ

２

１０

ＦＣＵ

１

ＦＣＵ ＰＡＣ
×２

２－２

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

５ ６ ７

ＯＡＣ

１

ＰＡＣ ＡＣ

２

ＡＣ

１ １

ＣＵ

ＲＤ：レリーフダンパ（100 mm Ag）

ＯＡ

ＳＡ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

ＦＤ×3

ＶＡＶ

VD×2

VDVDVD

FVDFD
FD

VAV×3

VAV

VAV

VD

VDVDVD
VD

VDVDVDVDVD

ＲＡ
ＳＡ
ＯＡ
ＥＡ

VD VD VDVD VD VD VD VD VD VDVD VD

VD
VD

VD CD×3

VDVD VDVD

ＲＡ
ＳＡ
ＯＡ
ＥＡ

PD×4

Ｓ
Ａ

FVD

Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

VD VD
ＯＡ

ＯＡ
ＥＡ

ＥＡ

ＥＡ

MD

FVD

VD VD VD VD×2VD×2VD×2VD×2

VD×3 CD×3
ＥＡ
ＯＡ

VD×2

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

MD

MD

ＥＡ
ＯＡ

SPD×2

VD VD VD VD

MD×4
FD×4

RD

PD×4

ＥＡ

ＥＡ

ＯＡ
ＲＡ
ＳＡ

VD MD
MD

FD×4VD×4

VD

VD

ＦＣＵ

８

ＦＣＵ

９

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

１１１０１３１２１４１２

ＡＣＡＣ

１１

ＰＡＣ

２－３
×２

ＢＨ

４

ＡＣ

６

ＡＣ ＡＣ ＡＣ ＡＣ ＡＣ ＡＣ ＡＣ

５ ４ ３ ７ １０ ８ ９

ＰＡＣ
×２

２－１

ＯＡＣ

２ ４

ＦＣＵ ＢＨ

１

ＢＨ ＢＨ

２ ３

ＦＣＵ ＦＣＵ

１ ２

ＰＡＣ
×２

２－２

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

６ ７

ＯＡＣ

１

ＰＡＣ ＡＣ

２

ＡＣ

１

ＣＵ

１

ＲＨＡ

１

Ｂ

１ １ １ １

ＰＨ ＰＣＤ ＰＣＨ ＣＦ

１

ＣＴ

ＣＨＲ

ＣＨＲ

ＣＨＲ
ＣＨ

ＣＨ

ＣＨ

Ｒ Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｄ

ＣＨＲ
ＣＨ
Ｒ
Ｈ

ＨＲ

Ｈ
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｈ
ＲＨ Ｈ Ｈ

ＣＨＲ
ＣＨ
Ｒ
Ｈ

ＨＲ

Ｈ Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ

Ｈ Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ

Ｒ

Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ

Ｈ Ｈ
Ｒ

ＣＤ
ＣＤＲ

ＲＡＧ

ＴＥＸ

２

ＴＥＸ ＴＥＸ

１ ３

Ｃ
Ｒ Ｃ Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｃ

Ｄ
Ｃ

Ｄ
Ｒ

Ｈ Ｈ
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｄ

Ｃ
Ｈ

Ｒ
Ｃ

Ｈ
Ｒ

Ｃ
Ｄ

Ｒ
Ｃ

Ｄ Ｒ Ｒ

Ｒ Ｃ
Ｈ

Ｃ
Ｈ

Ｒ

Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ
Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ Ｄ

Ｄ Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

ＣＨＲ
Ｒ
Ｒ

ＣＨＲ
ＣＨ

既存ダクトに接続

バイパス弁

三方弁装置

GV100×2
65,65

150,150

200,200

150150

200200

100100二方弁装置

100A
二方弁装置 65A

二方弁装置 40A

4040

二方弁装置 80A

二方弁装置 50A

二方弁装置 80A二方弁装置 125A

20,20202020,20

自動弁は天井内取付とする。

50

二方弁装置 65A二方弁装置 40A404040

再利用再利用

▼
GL
▼
1FL

▼
2FL

▼
3FL

5
00

4
,0

0
0

4,
00
0

4,
5
00

1
,5

0
0

1 ダクト系統図

2 配 管系 統 図

展 示 室 展 示 室 喫 茶 室 喫茶厨房 女子便所 倉 庫

男子便所 身障者便所

ホ ー ル 事 務 室 会 議 室 休 憩 室 湯沸室 機 械 室

Ｗ Ｃ

ホ ー ル ホ ー ル 小展示室研 修 室応 接 室更衣・控室切符売場クローク倉 庫校 長 室 便所・湯沸室

展示室用機械室

▼
2FL

▼
3FL

4,
0
00

4,
00

0
4,

50
0

▼
GL
▼
1FL

50
0

収 蔵 庫

1
,5
0
0

展 示 室 事 務 室 喫 茶 室 事 務 室ホール風 除 室 会 議 室 休 憩 室

収蔵庫

館 長 室 応 接 室切符売場ホ ー ル 更衣・控室 研 修 室

再利用再利用

再利用 更新

2019.3

特記　撤去機器に伴う配管の撤去、処分も本工事とする。

特記　撤去機器に伴う不要なダクトの撤去、処分も本工事とする。

－
－

M-41撤去　空調設備　ダクト・配管系統図

旧県立美術館機械設備改修工事



階

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

室　　　名

機械室

機械室

消火用ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ室

消火用ｶﾞｽﾎﾞﾝﾍﾞ室

職員便所

職員湯沸室

倉庫

倉庫

収蔵庫

事務室(財団)

事務室(財団)

事務室(財団)

会議室

会議室

会議室

休憩室

休憩室

廊下

ホール

ホール

風除室

風除室

喫茶室

喫茶室

喫茶室

喫茶室(厨房)

喫茶室(厨房)

事務室(県)

事務室(県)

事務室(県)

展示室

展示室

展示室

展示室

展示室

展示室

男子便所

女子便所

女子便所

身障者便所

種別

OA

EA

OA

EA

EA

EA

OA

EA

RA

SA

SA

RA+EA

SA

SA

RA+EA

SA

RA+EA

OA

SA+OA

RA

SA

RA

SA

SA

EA

EA

EA

SA

SA

RA+EA

SA

SA

SA

SA

SA

RA+EA

EA

EA

EA

EA

器具型式

VHS

H  S

VHS

H  S

H  S

H  S

VHS

H  S

H  S

E-2

BL-S

CL-4

E-2

BL-S

CL-3

BL-S

CL-5

VHS

CL-5

CL-4

CL-4

CL-4

BL-D

BL-D

CL-8

ﾌｰﾄﾞ

H  S

BL-S

E-2

CL-5

C-2

C-2

C-2

C-2

C-2

CL-3

H  S

H  S

H  S

H  S

寸　　　法

500×500

500×500

150×150

150×150

200×200

150×150

150×150

150×150

1000×250

#20(SED付)

2000L

R-2000L

#20(SED付)

2000L

R-1500L

2000L

R-800L

500×100

SD-4000L

R-2000L

SD-2000L

R-2000L

1500L

2000L

R-1000L

600×400

200×200

2000L

#25(SED付)

R-2000L

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

#20(SED付)

R-3000L

250×250

250×250

150×150

200×200

風　量
（m3/H）

1,570

1,400

100

100

150

100

50

50

2,600

280

280

840

270

280

550

550

550

250

2,350

900

900

900

400

500

700

1,000

200

280

520

1,080

875

750

600

400

275

875

300

275

50

150

個数

3

2

1

1

1

1

1

1

3

3

3

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

4

2

2

6

4

6

4

2

16

2

2

1

1

系  統

FS-1

FE-1

OAC-1

OAC-1

FE-4

FE-5

OAC-1

OAC-1

PAC-2-2

PAC-2-2

PAC-2-2

PAC-2-2

FCU-5･6

FCU-5･6

FCU-5･6

FCU-7

FCU-7

OAC-1

FCU-2

FCU-2

FCU-1

FCU-1

FCU-3・4

FCU-3・4

FCU-3・4

FE-3

FE-3

PAC-2-1

PAC-2-1

PAC-2-1

AC-3～10

AC-3～10

AC-3～10

AC-3～10

AC-3～10

AC-3～10

FE-2

FE-2

FE-2

FE-2

備     考

消音ボックス付

消音ボックス付

消音ボックス付

消音ボックス付

消音ボックス付

消音ボックス付

SUS製･ｸﾞﾘｰｽﾌｨﾙﾀｰ付き

消音ボックス付

吹出口番号①

吹出口番号②

吹出口番号③

吹出口番号④

吹出口番号⑤

消音ボックス付

階

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

室　　　名

研修室

研修室

研修室

研修室

湯沸室

便所

応接室

応接室

倉庫

倉庫

風除室

控室・更衣室

切符売場

ホール

ホール

ホール

ホール

ホール

ホール

館長室

館長室

館長室

小展示室

小展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

大展示室

種別

SA

SA

SA

RA+EA

RA

EA

SA

RA+EA

OA

EA

SA

EA

EA

SA

SA

SA

RA+EA

RA

RA

SA

SA

RA+EA

SA

SA

SA

SA

EA

SA

SA

SA

SA

SA

SA

RA

SA

SA

器具型式

CL-8

E-2

E-2

H  S

H  S

CL-5

BL-S

CL-5

VHS

P  S

CL-3

H  S

H  S

C-2

VHS

VHS

H  S

H  S

G  V

BL-D

E-2

CL-5

BL-D

BL-D

APC

APC

G  V

APC

APC

APC

APC

APC

APC

RAG

Z  G

Z  G

寸　　　法

R-2000L

#20(SED付)

#25(SED付)

2000×150

150×150

R-400L

S-2000L

R-2000L

200×200

200×200

R-500L

200×200

150×150

#25(SED付)

1500×100

2000×150

1000×400

2000×200

2000×500

R-2000L

#25(SED付)

R-3000L

R-2500L

R-3000L

#30

#30

2500×2500

#30

#30

#30

#30

#30

#30

有効　2.1m

#8

#9

風　量
（m3/H）

580

670

400

1,740

100

200

275

1,100

150

150

150

200

50

550

550

1,100

2,200

2,200

5,700

450

450

1,800

700

750

720

805

35,000

1,050

1,000

900

850

750

750

15,000

696

412

個数

3

2

1

2

2

1

4

1

1

1

1

1

1

4

2

1

1

1

1

1

2

1

6

2

4

2

1

2

2

4

2

5

3

1

24

34

系  統

PAC-2-3

PAC-2-3

PAC-2-3

PAC-2-3

FE-8

FE-6･7

FCU10･11

FCU10･11

OAC-1

OAC-1

OAC-1

OAC-1

OAC-1

AC-10･11

AC-10･11

AC-10･11

AC-10･11

AC-10･11

AC-1

FCU-8･9

FCU-8･9

FCU-8･9

AC-2

AC-2

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

AC-1

備     考

消音ボックス付

吹出口番号⑦

吹出口番号⑧

吹出口番号①

吹出口番号②

吹出口番号③

吹出口番号④

吹出口番号⑤

吹出口番号⑥

既存品再使用

既存品再使用

既存品再使用

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A3

A1

2019.3

は撤去器具を示す。

M-42

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　空気調和　制気口リスト
－

－



FL-1500FL-1500

物入 便所

押入

ＵＰ

ＵＰ

倉庫

空調機械室 機械室（１）

収蔵庫

荷解室

県事務室

展示室

消火栓

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

ＵＰ

Ｂ階段

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ
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Ａ階段
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Ｄ
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Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ
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6
0
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0
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5
,
8
0
0

5
,
8
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0

5
,
8
0
0
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2
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6
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2
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8
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2
0
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,
6
0
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6
4
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1
,
0
6
0

4
,
8
0
0

6
,
5
0
0

1,000 250 2,900 250

1
,
4
0
0

4
,
6
0
0

700 1,700 700

1,2001,2001,2001,2001,2001,2001,200400 1,200

1,000

4
,
0
0
0

ロッカー室

2,2002,200 2,200 2,200 2,700 2,700 2,700 2,700 1,800

消火栓

1,400

ＵＰ

ＵＰ

障害者便所

機械室
（３）

喫茶室

ＵＰ

Ｃ階段

女
子
便
所

男
子
便
所

風除室

事務室 押入

収蔵庫

Ｄ.Ｓ

会議室

廊下

消火栓

休憩室

機械室（2）

消
火
ボ
ン
ベ
室

湯沸

ＵＰ

ホール

275φ

旧県立美術館機械設備改修工事

補正年月日 補正内容 備　考

図面番号縮尺図面名称作　図検　印

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1
株式会社　　コスモス設計 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号一級建築士事務所登録

作成年月工事名称

2019.3

①

Ｓ
Ａ

350φ

250φ

Ｓ
Ａ

①

①

②

④

250φ 300×150

300×250

Ｓ
Ａ

②

④

300×150

300×250

400×250 400×250

Ｓ
Ａ

②

④

300×150

300×250

400×250

250×150 250×150

VD VD

ＯＡ

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

300×150 300×150 300×150

Ｓ
Ａ

400×150

① ③ ③ ③

250×150

VD

FD

ダクト開口

（SUS製金網付）

MD

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

VD VD

VD

VD

CD×3

VD

100φ

300×250

FVD

Ｏ
Ａ

① ③

③③

Ｓ
Ａ

VD

⑤⑤

① ②

VD

VD

FD

VD VD

FD×2

550×150

300×150300×150

200×150 200×150

700×200

FD

VD

550×150400×150250×150

Ｓ
Ａ ＳＡ

ＯＡ

400×150

250×150

350×150

300×150

300×250

300×150

400×250

②

250φ

250φ

350φ

300×150

300×150

400×250

250×150

Ｓ
Ａ

ＯＡ

400×150

225φ175φ
300φ

175φ 175φ175φ

225φ
300φ

125φ
VD VD

125φ 300×200

200×200

200×200

450×200
ＯＡ

350×250

175φ

225φ

175φ

300φ

400×350

700×200

175φ

175φ

100φ

125φ

150φ

200φ

250φ

350×250

200φ225φ 200φ 225φ

VD

Ｏ
Ａ

VD

Ｏ
Ａ

VD

VD

VD×3

VD

VD

VD VD VD VD

（既存ダクト）
200×150

（既存ダクト）
350×300

Ｓ
Ａ

ＳＡ

（既存ダクト）
300×250

（既存ダクト）
250×200250×200

（既存ダクト）

既存アネモ

C-25(600CMH)×4

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

250×250
（ﾀﾞｸﾄ開口・SUS製金網付）

（ﾀﾞｸﾄ開口・SUS製金網付）
450×300

VD

VD
150φ

800×200
150φ

175φ

225φ

175φ

225φ

175φ

175φ275φ

150φ

600×250

150φ

150×150

150φ

600×250

150φ
VD

200×150

250×250

FVD

FD

SFD×2

（ﾀﾞｸﾄ開口・SUS製金網付）
450×300

PFD×2

350×350

350×350

200×150
150φ 100φ

225φ

175φ175φ

225φ

175φ175φ

200×200

VD VD VD

650×450

600×400

400×400

500×350

ＯＡ
ＥＡ

VD

VD650×450

500×350 MD×2

Ｅ
Ａ

FD

FD

FD×2

VD×2

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ａ

125φ125φ

FD×2FD×3
CD×3

VD
400×350

300×300

300×300

粗塵フィルター

（Qoa=5,500CMH)

（Qoa=5,500CMH)

ＯＡＧ-1.1ｍ2

（建築工事)
フィルターボックス(消音内貼)

（本工事)

（建築工事)

ＥＡＧ-0.6ｍ2

（Qea=2,750CMH)

ＦＥ

１

（SUS製金網付）

バイパス(風量ﾊﾞﾗﾝｽ用)

１

ＦＳ

ＦＥ

４ ５

ＦＥ

ＦＥ

１０

ＦＥ

ＦＥ

２

３

（建築工事)

ＯＡＧ-0.5ｍ2

（Qoa=2,500CMH)
ＡＣ

３

ＡＣ

４５

ＡＣ

６

ＡＣ

ＡＣ

１０

ＡＣ

７

ＡＣ

ＡＣ

８

９

ＰＡＣ

２－１
×２

ＦＣＵ ＦＣＵ

３ ４

ＰＡＣ
×２

２－２

ＦＣＵ ＦＣＵ ＦＣＵ

５ ６ ７ １

ＯＡＣ

ＦＣＵ

１

ＦＣＵ

２

２

ＯＡＣ

Ｏ
Ａ

550×400

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

1,300×1,100 350×350,350×350,600×400

消音ボックス

500×350

ＳＡ

撤去　空調設備　１階平面図（ダクト）

は撤去範囲を示す。

M-43
1:100
1:200A3
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ＵＰ

Ｃ階段

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

54,000

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

3
1
,
2
0
0

2
,
6
0
0

7
,
2
0
0

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

大展示室

倉庫

ＤＮ

Ａ階段

1,200 3,000 1,200

西展示室

ホール

将来増築予定

ｼｮｰｹｰｽ

ｼｮｰｹｰｽ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ＤＮ

消火栓

風除室

バルコニー

1,000

370

320 3201,000 1,000 320 4,760 3202,760

1,700 2,000 1,700

点線は３階展示室を示す

4
,
0
0
0

消火栓

ｼｮｰｹｰｽ

館長室

小展示室

応接室

便所

Ｄ.Ｓ

ク
ロー
ク

消火栓

更衣室

控　室

湯沸

ＤＮ

Ｂ階段
切符売場

研修室

ＰＡＣ

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　空調２階平面図（ダクト）

2019.3

FD×3
VD

Ｏ
Ａ

Ｅ
Ａ

ＯＡ

ＥＡ

Ｓ
Ａ

ＳＡ

ＳＡ

ＲＡ
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Ｓ
Ａ

ＳＡＲＡ
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Ｅ
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Ｒ
Ａ

Ｓ
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Ｅ
Ａ

Ｏ
Ａ

Ｒ
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225φ 225φ
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300φ
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100φ
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VD
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150φ
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300φ
700×250

175φ 175φ

300×200
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VD

200φ 200φ
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200φ
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１

⑧

⑧
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(消音BOX付)
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ＦＣＵ

ＦＣＵ

８

９

⑦

⑦

⑦

⑦
Ｓ

Ａ
Ｓ

Ａ

250×200
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Ｓ
Ａ
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ＦＣＵ
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ＡＣ

２

ＰＡＣ

３

400×300

350×350,350×350,600×400

は撤去範囲を示す。
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3
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CHR
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CHR
CH C
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C
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R

HH
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C
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CHR
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CH
CHR
R
H
HR

C
H

C
H
R

C
H

C
H
R

CH
CHR
R
H
HR

R

R
R

R C
H

C
H
R

H
RHR

R

C
D

C
D
R

C
H

C
H
R

D

65,65,50

DRD

32

H
R H

20,20

40(土中)

40(土中)

既設雨水桝

既設雨水桝

40

32,25,25 32,25,25 32,25,25 32,25,25

25,25,40 40,40,4032,32

50,50

65,65

32,3225,25

32

25,25

32

32

32

25,25,3225,25,32

25,25,40
32,32

40

32,20,20

25,25

H H
R

D

D

D

D

D

D D

D

D

D

D D

20,20

50

5020,20

25,25

C
H

C
H
R

65,65 80,80

100,100

32,20,20

100,100

20,20

100,100 100,100

40,40

50

50

32

AC-2ドレン管に接続

65,65,50

25,25
20,20

20,20 20,20

3232

20,20

EXP.J(S)×4

32

50(土中)

50

二方弁装置 50A

二方弁装置 80A 既設雨水桝

既設雨水桝

50(床転がし)

（2）

ＰＡＣ

２

ＰＡＣ

１

１

ＲＨＡ

ＰＡＣ

１

ＡＣ

２

ＡＣ

１

１

ＤＡＣＦＣＵ

７

ＦＣＵ

６

ＦＣＵ

５

ＰＡＣ
×２

ＦＣＵ

１

ＦＣＵ

２

ＢＨ

３

ＢＨ

１

ＢＨ

２

６

ＡＣ ＡＣ ＡＣ ＡＣ

５ ４ ３

ＡＣ ＡＣ

７ １０

ＡＣ ＡＣ

８ ９

ＦＣＵ ＦＣＵ

３ ４

ＰＡＣ

２－１ ２－１

ＰＡＣ

１

ＢＥＨ

１

ＢＥＨ

１

ＢＥＨ

二方弁装置 40A

二方弁装置 65A

ＤＡＣ

２

100,100 100,100

Ｂ

１

R

R

FJ×2
GV×2

150,150

200,200

１

ＣＴ

配管支持架台(本工事)

40

撤去　空調設備　１階平面図（配管）

は撤去範囲を示す。
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5
,
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,
8
0
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5,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,4005,400

3
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2
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6
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7
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2
0
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5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

7
,
2
0
0

2
,
6
0
0

大展示室

倉庫

ＤＮ

Ａ階段

西展示室

将来増築予定

ｼｮｰｹｰｽ

ｼｮｰｹｰｽ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ

ＤＮ

消火栓

風除室

バルコニー

1,000

370

320 3201,000 1,000 320 4,760 3202,760

点線は３階展示室を示す

4
,
0
0
0

消火栓

ｼｮｰｹｰｽ

館長室

小展示室

応接室

便所

Ｄ.Ｓ

消火栓

湯沸

ＤＮ

Ｂ階段

研修室

更衣室

切符売場

ク
ロー

ク

ホール

控　室

ＰＡＣ

ＦＣＵ

ＡＣＡＣ

備　考補正内容補正年月日 工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事

作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

撤去　空調２階平面図（配管）

2019.3
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R
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C
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C
H

C
H
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CHS
CHR

D D

D

D

C
H

C
H
R

C
H
R

C
H

C
H

C
H
R
D

65,65,50

DR

40

H
R H

20,20

D

D

32

32,20,20

32

32,32,32 32,32,32

40,40,40

25,25,32

32

20,20,32

25

40

65,65,50

40,20,20

40,20,20

32

20,20

50,5050,50

25,25

２－３
×２

ＢＨ

４

１０

ＦＣＵ

１１

ＦＣＵ

ＦＣＵ

８

９

ＦＣＵ

ＦＣＵ

ＦＣＵ

１４ １２

１３

１２１１

ＢＥＨ

１

は撤去範囲を示す。
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空調機械室

空調機械室Ｄ.Ｓ

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5,4005,400

１０ １１９

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ＵＰ
便所湯沸物入

Ｄ.Ｓ

5
,
8
0
0

5
,
8
0
0

5,4005,400

１０ １１９

Ｃ

Ｄ

Ｅ

ＵＰ
便所湯沸物入

図面番号縮尺図面名称作　図検　印

安　田　勇　二管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1
株式会社　　コスモス設計 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号一級建築士事務所登録

作成年月工事名称備　考補正内容補正年月日

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

150

32

（床転がし）

D

40,32

100,100

二方弁装置 150A

二方弁装置 100A

ＰＨ

１

CD

D

（床転がし）

50

200,150

既設格子桝

D

（床転がし）

50

二方弁装置 150A

二方弁装置 80A

二方弁装置 100A

（床転がし）

50

100,100

100,150

150,100

100

150

150,150,80,80

125,125,80,80

100,100,65,65

65,65,40,40

HR
H

CHR
CH

既設格子桝

（床転がし）

50

二方弁装置 65A

二方弁装置 40A

１

１

ＣＵ

ＡＣ

２

ＡＣ

２

３

ＴＥＸ

ＴＥＸ

１

ＴＥＸ

ＰＣＨ

１

Ｂ

１

ＰＣＤ

１

ＣＦ

１

ＲＨＡ

１

EEE

C
RC

CR
C
D

C
D
R

C
HE

CH
H

HR

CHR
CH

H
HR

H
RHC
H

C
H
R

CHR

ＣＵ

１

600×4001,300×1,100

Ｓ
Ａ

Ｓ
Ａ

９

ＦＥ

２

ＦＳ

１

ＡＣ

１

ＡＣ

650×600

1,300×1,100

ダクト開口（SUS製金網付）

FD×4

FD

600×400 600×400

VD

（中段 ＯＡ）（上段 ＥＡ）

, 300×300300×300

（下段 ＥＡ）

300×300

300×300

ＲＤ（バイパスダクト用）

煙導　280×210

EXP・J

FD×3

MD×3

既存ＯＡガラリ 既存ＥＡガラリ

700×500

EXP・J煙導　250φ

撤去機器のダクト、配管は撤去とする。

は撤去範囲を示す。

撤去　空調機械室詳細図

煙導　400φ

煙導　400φ

1:50
1:100 M-47A3
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FL-1500

ＵＰ

倉庫

機械室（１）

荷解室

県事務室

展示室

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11

ＵＰ

Ｂ階段

Ｆ

Ｅ

Ｄ

Ｃ

Ｂ2

Ｂ1

Ｇ

Ａ

通用口

Ａ階段
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Ｄ
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Ｂ1

Ｇ

Ａ

ＵＰ
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,
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,
8
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,
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2
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,
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,
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,
2
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2
,
6
0
0

1
,
4
0
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4
,
6
0
0

700 1,700 700

4
,
0
0
0

ロッカー室

2,700 2,700 2,700 2,700 1,800

ＵＰ

ＵＰ

ＵＰ

事務室

収蔵庫

ＵＰ

休憩室

会議室

押入押入

機械室

Ｃ階段

廊下

湯沸物入

喫茶室

機械室
（３）

障害者便所

女
子
便
所

男
子
便
所

ホール

風除室

収蔵庫

Ｄ.Ｓ

FL-1500

空調機械室

便所

消
火
ボ
ン
ベ
室
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2□

3.5□

CWS2□

×

×

－

－

2E2□ （E19）

2E3.5□ （E19）

30P （E51）

（E51）20×3

-S-

2□

3.5□

×

×

CPEVD9 －

2□ ×

CWS2□ －

2E2□

2E3.5□

20P×2

8

2C

（E19）

（E19）

（E51）×2

（E31）

（E25）

-P-

2□

（E51）

CWS2□ －

2□ ×

10

20×3

27

（E31）

（E51）

-Q-

2

CPEV0.9

CPEV0.9

2□

×

－

×

4E2□

5P×2

30

（E25）

（E51）

（E51）

CW2□

CWS2□

CPEV0.9

－

－

－

3C

2C

3P×2

（E25）

（E25）

（E39）

-O-

YTW － ×T （E25）

2□

2□

CWS2□

×

×

－

×

×

×

×

－

2□

2□

2□

2□

CWS2□

2E2□

23

2C×9

3E2□

21

A

8

2C

（E19）

（E51）

（E51）×2

（E19）

（E51）

（E19）

（E19）×2

（E25）

THED,TDED

THED,TDED,dPED

MDF,MDF/QP×3,MV1

CWC×2

RHA-1,B-1

TEW1×5,TEW2

MF,MV1

FM

FM

PWU-1,PF-1

AC

HE×4,THE×3

HE×4,THE×3

BY

TE×2,TE2

MV1×2

dPS×2

CAV×2

dPEW

蒸気発生器,電気ヒーター

AC

AC

INV×3

AC

AC

INV

INV×2,FAN-SS×2

-A-

CV3.5□ 3C×2 （E39） AC×2

-B-

CPEV0.9 3P （E25）

-C-

YTW E （E25）

CPEV0.9 3P （E25）

（E25）3C AC

-D-

YTW

CPEV0.9

CV3.5□

CV3.5□

2□

2□

－

－

－

－

－

－

－

－

×

×

E

3P×2

3C

16

88

（E25）

（E39）

（E25）

（E25）

（E51）×3

受変電盤

受変電盤,PAC-2-1

AC

dPS×8

TE3×8,MV1×8

2P×8

-E-

2□

3.5□

×

×

CPEV0.9 －

CVVS2□ －

2E2□

2E3.5□

30P

2C×2

（E19）

（E19）

（E51）

（E39）

AC

AC

INV×2

-F-

YTW

CPEV0.9

CV3.5□

2□

2□

－

－

－

×

×

E

3P

3C

9E2□

9

（E25）

（E25）

（E25）

（E31）

（E31）

受変電盤

AC

BV×3

TE2×3

-G-

YTW

2□

－

×

T

2E2□

（E25）

（E19） AC

-H-

CPEV0.9 － 5P （E31）

-I-

CPEV0.9 －

CV3.5□

3P×2

3C－

（E39）

（E25）

受変電盤,PAC-2-2

AC

-J-

YTW

CWS2□

－

－

E

2C

（E25）

（E25） dPEW

YTW － E （E25）

CPEV0.9 － 5P （E31） IL-2

-K-

-L-

YTW

2□

2□

－

×

×

T

2E2□

18

（E25）

（E19）

（E39）

AC

HE×4,THE×2

CWS2□

2□

2□

2□

CWS2□

－

－

×

×

×

2C×6

3E2□

21

4

2C

（E51）×2

（E19）

（E51）

（E19）

（E25）

BV

TE2,TE3×2,MV1×2

dPS×2

dPEW

-M-

CPEV0.9

CPEV0.9

CVVS2□

－

－

－

3P

5P

2C×5

（E25）

（E31）

（E51）

中央監視盤

-N-

2□

3.5□

CPEV0.9

×

×

－

2E2□

2E3.5□

5P

（E19）

（E19）

（E31）

AC

AC

MD

G

蒸気発生器,BV
dPEW

TDED MV1×2

dPS

THE
(AC-6～10)

1L-3

B
A H B C

自火報盤

機械警報盤

中央監視盤

UPS分電盤

D

TE3

MV1

dPS

2P

MV1

dPS

2P

TE3

TE3
2P

dPS

MV1

TE3

2P

dPS

MV1

1L-1

1P-1

1CP-1

斫り

F

TE3

2P

MV1

dPS

2P

MV1

dPS

2P

MV1

dPS

2P

MV1

dPS

TE3
TE3TE3

TE2 BV BVTE2

BV

TE2

斫り

UT

MV2

FUC

ｺﾝｾﾝﾄBOX

MV2

R(3)BOX

FUC
ｺﾝｾﾝﾄBOX

MV2

UT

MV2

FUC
ｺﾝｾﾝﾄBOX

１

ＦＣＵ

ＡＣ

１０

ＡＣ

６

ＡＣ ＡＣ ＡＣ

５ ４ ３

ＡＣ

７

ＡＣ

８

ＡＣ

９

ＰＡＣ

２－１
×2

ＯＡＣ ＦＣＵ

３・４２

ＦＣＵ

２

C

G

UT

H

K

B

斫り

CAV×2

THE(PAC-1）

斫り

斫りＡＣ

２

MDF/QP×3

J

蒸気発生器

R

斫り

O

斫り

蒸気発生器
電気ヒータ

ＰＡＣ

１

１

ＡＣ

１

ＣＵ

MV2

FUC
ｺﾝｾﾝﾄBOX

R(3)BOX

G G

UT

BV
MV1-2

THED

CO2 TDED

J

dPSCO2

1P-2

1CP-2

MDF

THED(OAｶﾞﾗﾘ内)

MDF/BP×3

MV1

P

dPS
MF
MV1
BV×4

TEW1

B B

TEW1×2

S

MV1 Q

MV1

FM
TEW1

H

BV
CWC
CWC盤
×2

TDED

DPED

TEW

MV2

FUC
ｺﾝｾﾝﾄBOX

TEW2

MF

H

TEW1×3

1CP-3

1P-3

斫り

TDED

蒸気発生器

全熱交
M

受変電盤

MDF×2
dPS

N

BV

MV1×2

1CP-4

1P-4

ＯＡＣ

１

ＦＣＵ

７

ＦＣＵＦＣＵ

５ ６

ＰＡＣ

２－２
×2

１

ＲＨＡ

１

Ｂ

１ １

ＰＷＵ ＰＦ

1L-2

I

１ＣＰ－４

（盤再利用）

１ＣＰ－３

（盤再利用）

１ＣＰ－２

（盤再利用）

１ＣＰ－１

（盤再利用）

：撤去対象

中央監視盤撤去

ＵＰＳ撤去

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

作成年月工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

縮尺 図面番号図面名称

A3
A1 1:100

1:200撤去　自動制御設備　１階平面図 M-48
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大展示室

倉庫
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小展示室

クローク

Ａ階段

ホール

将来増築予定

ｼｮｰｹｰｽ

ｼｮｰｹｰｽ

ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ
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Ｂ階段
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4
,
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点線は３階展示室を示す

西展示室

応接室

切符売場

研修室

Ｄ.Ｓ

更衣室

控　室

湯沸
天井床下ピット
ハッチ
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2□
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T
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3E2□
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－
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－
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（E19）
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（E51）×2
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2□
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×

－
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撤去

撤去・更新

撤去

撤去・更新

撤去・更新

：撤去対象

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

作成年月工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

1:100
1:200

縮尺 図面番号図面名称

撤去　自動制御設備　２階平面図 M-49A3
A1
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a
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（機器凡例）

シンボル 記号 記線 配管

TE1

TE2

TE3

HE

THE

UT

TEW1

TEW2

TDED

THED

dPS

2P

BV

MV1

YTW

2□

2□

2□

T－

×

×

×

3

2

2

CVVS2□ － 2C

(E25)(B)
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×

×

×
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2
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(E19)

(E19)

(E19)

(E25)

シンボル 記号 記線 配管

MV2
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蒸気発生器
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－
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注）TE1,TE2,HE,THE,UTは、壁立下げ部メタルモール使用。

　　凡例の(A),(B)は各々、メタルモールA型,B型を示す。
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撤去・更新

配管・配線再利用

：撤去対象

補正年月日 補正内容 備　考

検　印 作　図 縮尺 図面番号

株式会社　　コスモス設計

管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号

図面名称

作成年月工事名称

旧県立美術館機械設備改修工事 2019.3

1:200
1:100

撤去　自動制御設備　2階平面図（上部） M-50A3
A1



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

機器番号

PWU-1

CHW-1

EHW-1

EHW-2

EHW-3

EHW-4

PD-1･2

FP-1

　屋内消火栓ポンプは水源用電極棒(4P)及び制御盤間の渡り配管・配線工事を含むものとする。

機器名称

加圧給水ユニット
(空調・散水系統)

ガス瞬間湯沸器

電気温水機

電気温水機

電気温水機

電気温水機

排水ポンプ

屋内消火栓ポンプ

屋内消火栓箱
(1号)

機器仕様

加圧給水ポンプユニット(減圧弁方式)

ステンレス型ポンプ
単独交互運転、小流量停止、
スプリング防振、
制御盤(配線・配管共、溝減水警報端子付)
他付属品一式共

ガス給湯器(屋内壁掛FF式)
給湯能力：16号
ガス消費量　30,000kcal/h(都市ガス　4A)
ﾒｲﾝﾘﾓｺﾝ(配線・配管)・給排気ﾄｯﾌﾟ･他付属品一式共

貯湯式電気温水機(壁掛型)

ウィクリータイマー付、ボイリング仕様
他付属品一式共

貯湯式電気温水機(台下設置型)

ミニトラップ、ウィクリータイマー付、
他付属品一式共

貯湯式電気温水機(台下設置型)

ミニトラップ、ウィクリータイマー付、
他付属品一式共

貯湯式電気温水機(台下設置型)

ミニトラップ、ウィクリータイマー付、
他付属品一式共

雑排水用水中ポンプ(ノンクロッグ型)

自動交互非常時同時運転・ﾌﾛｰﾄｽｲﾂﾁ共･脱着装置付
他付属品一式共

屋内消火栓ポンプ(ユニット型)

呼水槽、吐出短管、連成計、流量調整弁、ﾌｰﾄ弁
制御盤(制御配線、配管共、満減水警報端子付)
他付属品一式共

総合盤型
消火栓弁　40A×1、ホース　40A×15m×2、

付属電動機

電源

1φ-100v

1φ-200v

1φ-200v

1φ-200v

1φ-200v

3φ-200v

3φ-200v

容量(KW)

2.2

0.165
0.17

1.5

3.0

4.0

1.0

0.8

起動方法

LS

LS

LS

LS

LS

LS

LS

　－△

台　数

1

1

4

4

2

2

2

1

8

据付位置

 1階　
機械室

1階
喫茶厨房

1・2階
湯沸室

1・2階
湯沸室
1階
便所(男)

1階
便所(女)
湯沸室

1階
身障者便所
2階
便所

1階
機械室

1階
機械室

備　　　考

(財)日本消防設備
安全センター認定品

40φ×120l/min×30m

貯湯量　　12l

貯湯量　　10l

貯湯量　　20l

貯湯量　　5l

65φ×100l/min×8m

65φ×300l/min×70m
7.5

Ｙ

機 器 名 称

洋 風 大 便 器

洋 風 大 便 器

和風大便器

和風大便器

身障者用洋風大便器

ストール小便器

楕円型洗面器

角型洗面器

身障者用洗面器

壁掛角型洗面器

埋込手洗器

掃除用流し

ｼﾝｸﾞﾙﾚﾊﾞｰ混合栓

泡沫自在水栓

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付横水栓

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付横水栓

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付横水栓

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付横水栓

※衛生陶器は全てパステルカラー指定色とする。

型　　番

C48

CFS880
 BHNC1

C750

C750AV

C48

UFS610C

L582

L331R

L103A

L221

L590

SK22A

TK231Z

TK605F

T26-20

T26-13

T26-13

T27-13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　主要付属品及び備考

節水型不凍結ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ　TV750SMR

その他付属品一式

その他付属品一式

節水型不凍結ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ　TV750CMR

その他付属品一式

節水型不凍結ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ　TV750CMR

その他付属品一式

その他付属品一式

感知ﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ一体型
その他付属品一式

その他付属品一式

その他付属品一式

その他付属品一式

その他付属品一式

ハンドル式単水栓

その他付属品一式

バック付掃除用流し

その他付属品一式

不凍水栓柱共

キー付ステンレスボックス共
飲用不可シール付

１　　　階

便
所
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1

1
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×
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2

2
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1

1
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1
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1

4

2

２　　階
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1

1

1

湯
沸
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×
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2

2
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計

2

1

4

1

1

4

7

1

1

1

1

1

5

4

1

1

4

2

備　　　考

洗浄暖房便器　　　　　　TCF551
スペア付紙巻器　　　　　YH120M

洗浄暖房便器　　　　　　TCF751
スペア付紙巻器　　　　　YH120M

スペア付紙巻器　　　　　YH120M

スペア付紙巻器　　　　　YH120M

ﾘﾓｺﾝﾌﾗｯｼｭﾊﾞﾙﾌﾞ　        TS740BR+TU141
洗浄暖房便器　　　　　　TCF551
スペア付紙巻器　　　　　YH120M
可動式手すり　　　　　　T110BCL1
手すり　　　　　　　　　T110BMR1

２バルブ混合栓　　　　　TGL600AL
水石鹸入れ              TS127BM

シングルレバー混合栓    TL680AZ
水石鹸入れ              TS125D

自動水栓　              TEL50AX　　　　　　　　　　
手すり　　　　　　　　  T110BL2×2
照明付傾斜鏡            LM531
水石鹸入れ              TS125D

立水栓　　　　　　　　　TL605AF
水石鹸入れ              TS126R

水石鹸入れ              TS126R

水栓　　　　　　　　　　T23AE20

ノズル　　40A×1

設　置　場　所　

3φ-200v

(凍結予防ﾋｰﾀｰ)

2019.3

は撤去機器、器具を示す。（処分共）

A3

A1

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　給排水衛生設備　機器表・器具表 M-51
－

－
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1
A3

特記　　　　　　　　　　は撤去器具、配管、処分を示す。（荒補修共）

2019.3

1:100
1:200

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　給排水設備　１階平面図 M-52
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階床下ピット

１

ＥＨＷ

４
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２

１
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ＥＨＷ

２

20,20
(台下)
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（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

ルーフドレン
（建築工事）

点線は３階展示室を示す

ルーフドレン
（建築工事）

VC-50

補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

特記　　　　　　　　　　は撤去器具、配管、処分を示す。（荒補修共）

2019.3

1:100
1:200

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　給排水衛生設備　２階平面図 M-53
A1
A3



補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
2018.9管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1
A3

4
,
0
0
0

1
,
5
0
0

2
,
5
0
0

１Ｆ

系 統 図

Ｐ Ｐ Ｐ
ＳＰ

AN

ＣＰ

※

13

5

100

収蔵庫

HIV1.2×17(E31)

HP0.9－4C(E19) 2C

1

Ｓ Ｓ

窒 素 ガ ス 消 火 設 備 　 設 計 計 算 書

区 画 名
高さ
ｍ

面積
m2

体積
m3

係数
m3/m3

消火剤量
m3

放出容器本数
m3 × 本

主管径
(A)

噴 射 ヘ ッ ド
数　－　型式

消火剤濃度
％

避圧口面積
cm2

１Ｆ　収蔵庫（大）

１Ｆ　収蔵庫（小）

１Ｆ　天井内

計

2 - 25天井取付型
2 - 20天井取付型

2 - 20天井取付型

1 - 25三角型

2.5

2.5

1.5

84.5

25.1

109.6

440

165

63

212 0.52

0.52

0.52

111

33

86

230 13.1×18 50 41.5 833

(312)

(120)

(401)

（注記1）本設備には次の回路を設ける。

電路異常検出回路 ： 放出起動回路の短路又は多線同時短路を検出し、

警報信号を発すると共に放出を防止する。

地路監視回路 ： 起動回路等の電路の地路を検出し、警報信号を出す。

（注記2）避圧口及びレリーフダンパは、別途工事とする。

（注記3）着工後速やかに所轄消防と協議の上安全センターに評価申請すること。

※ 別 途 電 気 設 備 工 事

　（AC100V,0.5kVA）

　　及び　第三種設置工事

１．窒素ガス制御盤までの　専用電源引込工事

1V3.5□×2,E3.5□（19）

２．窒素ガス制御盤から火災受信機までの移報用

　　配管配線工事

　　　窒素ガス　感知器作動表示　１Ｌ

　　　窒素ガス　操作箱扉開表示　１Ｌ

　　　窒素ガス　自　動　表　示　１Ｌ

　　　窒素ガス　手　動　表　示　１Ｌ

　　　窒素ガス　起　動　表　示　１Ｌ

　　　窒素ガス　放　出　表　示　１Ｌ

　　　窒素ガス 電路異常表示 １Ｌ HIV1.2×8（25）

３．窒素ガス制御盤から動力盤（又は空調盤）までの

　　給排気ファン停止用　配管配線工事 HIV2.0×2（19）Xn

４．窒素ガス制御盤からの関連機器停止用

　　配管配線工事 HIV2.0×2（19）Xn

　　上記２～４については、窒素ガス制御盤内の端子において、無電圧接点を供給する。

1回線、音声警報装置 及び 電源装置 内蔵

窒 素 ガ ス 消 火 設 備 　 　 　 凡 例

記 号 名 称 摘 要

窒 素 ガ ス 貯 蔵 容 器

加 圧 用 ガ ス 貯 蔵 容 器

容 器 内 圧 測 定 用 圧 力 計

制 御 盤

容 器 弁 ソ レ ノ イ ド

圧 力 ス イ ッ チ

端 子 箱

操 作 箱

充 満 表 示 灯

ス ピ ー カ ー

煙 感 知 器

噴 射 ヘ ッ ド

噴 射 ヘ ッ ド

ピ ス ト ン リ レ ー ザ

復 旧 弁 箱

不 還 弁

配 管

電 路

鋼 管

13.1m3/82.5L × 18本

 8.2m3/82.5L ×  1本

連動回路含 （注記1参照）

電話ジャック、自動－手動切替スイッチ付

デジタルカウントダウンタイマー付

　　は天井取付型を示す。

光電式スポット型

三角型

天井取付型

遠隔復旧型（別途空調工事）

φ4×φ6鋼管用

JIS G3454 STPG370 Sch80

耐熱配線

φ4×φ6

1

AN

P

CP

S

P

Ｓ

－
－

特記：全て撤去のこと（コンクリート埋設部は除く）

旧県立美術館機械設備改修工事

撤去　消火設備　系統図 M-54
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補正年月日 補正内容 備　考 工事名称 作成年月

一級建築士事務所登録 秋田県知事登録 第 15-10A-1274号株式会社　　コスモス設計
管理建築士　一級建築士大臣登録 第 1 安　田　勇　二

検　印 作　図 図面名称 縮尺 図面番号

A1
A3

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

Ｓ Ｓ

4C

4C

4C

20 25

17

15

13

2C

25 40

40

50

17

2520

17

4C
50

4C

窒素ガス貯蔵ユニット（１３.１ｍ３／８２.５Ｌ－計１８本）

加圧用窒素ガス容器（８.２ｍ３／８２.５Ｌ－１本）

制御盤（１回線、電源装置内蔵、連動回路含）

2019.3

撤去　消火設備　１階平面図

旧県立美術館機械設備改修工事

特記：全て撤去のこと（コンクリート埋設部は除く）

1:100
1:200 M-55




